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律性を謳うことを通して、自身の学問的
自律性をも確保してきた。感性は、いま・
ここを生きる「わたし」が自由に行使し
うる力であり、それゆえに、近代に生ま
れた個人主義のイデオロギーと連動して
いた。しかしながら、そこにはもう一つ
のイデオロギーが交錯している。感性は
個人が自由に行使しうるものとされなが
ら、そのじつ感性的なものは、たとえば
エリート（貴族）の趣味によって規定さ
れていた。すなわち、個人は、自由であ
ることを通してむしろ支配されていると
いう構造こそが、美学、あるいは、感性
的なもののイデオロギー構造の一つであ
る。とすれば、再発見された感性という
テーマは、感性概念自体を相対化すると
いう問題意識を含むと言える。言いかえ
れば、21世紀の美学は、感性に対する思
考（その政治的利用も含め）がそのつ
ど、時代と地域の一定の固有性に絡めと
られ、制御されているという自覚のもと
で、感性を再度考察することを自らに課
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はじめに

　18世紀に、「美」、「感性」、「芸術」を
三位一体のテーマにして成立した「美学」
は、19世紀から20世紀を通して、「芸術」、
あるいは「アート」の考察へと傾斜して
いった。ところが現代アートの情況が混
迷する20世紀末には、その名づけ親た
る バウムガルテン（Alexander Gottlieb 
Baumgarten, 1714－1762）に立ち戻りつ
つ、感性というテーマに再び向き合うに
いたった。この美学の系譜学的な自己活
性化の情況において、美学が感性という
テーマを再発見するとき、その視線は、
おのずとメタ美学へと向かう。その結果
俎上にのせられるのが、たとえば、イー
グルトン『美のイデオロギー』1（1990）、
ド・マン『美学イデオロギー』2（1996）
に見られるように、美学自身が歴史的に
孕む「イデオロギー」である。
　近代美学は、美（感性的なもの）の自

春木　有亮
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したということである。
　いま「わたし（たち）」が感じている
この感じ、あるいは、わたし（たち）の
感じかたは、いかに教育され、操作され
てきたものなのか。現在の美学の可能性
の一つは、感じることの自由と（被）支
配という感性（学）のイデオロギー構造
をふまえた具体的な歴史検証、すなわち
「感性史」3の構築にあると考える。すで
にそうした方向づけにおいて具体的な作
品やイメージの研究がなされてきたが、
ほぼ未開拓の領域に、ことばの感性史が
ある。ここで「ことば」とは、詩をはじ
めとした文芸のそれではなく、いわゆる
日常語である。日常語こそは、その使用
において、まさに自由を通した支配の温
床となりやすい。日常語は、ほとんどだ
れもがおのおののしかたで使いこなして
いる（と思いこんでいる）からである。
　ことばを軸に感性のありかたを分析す
るアプローチがなかったわけではない。
近世以降、「いわくいいがたいもの」た
る「感性的なもの」を、一定のことばを
インデックスにして分類しつつ、記述す
る試みがある。いわゆる、感性的（美的）
カテゴリー論である。感性的カテゴリー
論は、19世紀ドイツにおいては、中心的
な主題になりもするが、たとえば「美」、
「崇高」、「優美」、「悲壮」、「滑稽」とい
う概念を軸にした図式的な分類にいた
り、体系化とともに衰退していく。この
衰退は、感性的カテゴリー論の体系化が、
形骸化と裏腹であったことを示唆してい

る。すなわち、そもそもことばで説明し
にくいものの内実を述語づける（カテゴ
レイン）こと自体が、いわば感性のはた
らきのリアリティを汲みそこねていたと
いうわけだ。
　たほうで20世紀には、ソシュール
（Ferdinand de Saussure, 1857－1913）、
ウィトゲンシュタイン（Ludwig Josef 
Johann Wittgenstein, 1889－1951）らに
よるいわゆる言語論的転回を経たことに
より、ことばの創造性が認知された。す
なわち、ことばは世界の代理ではなく、
むしろ、ことばによって世界が切り開か
れていく。こうした理論図式に則すなら
ば、感性経験の内実もまたことばによっ
てかたちづくられ、ことばの使用の差異
と偏差こそが感性経験の多様性を司るこ
とになる。たとえば、われわれがなにか
を美しいと感じるのは、「美しい」とい
うことばを通じてであり、われわれは「美
しい」ということばを知らずしては、美
しいという感じかたを知らない。
　ことばが感性を切り開くという視点
は、20世紀に入っていったんは衰退した
感性的カテゴリー論に、新たな息吹を与
えるであろう。すなわち、まさに述語づ
けを軸にして感性的なものの差異を分析
する感性的カテゴリー論は、それ自体が、
感性的なものの内実の記述でありうるか
らである。ただし、「言語の意味とはそ
の使用である」とウィトゲンシュタイン
が看破した図式に則って感性の内実をさ
ぐるためには、述語づけることばは、ま
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さに使われるがままのことばでなければ
ならない。したがって、新たな感性的カ
テゴリー論は必然的に、特定の言語圏、
時代、地域に固有の、個別具体的な概念
史の構築から出発することになる。
　日本語の、概念史に基づく感性的カテ
ゴリー論は、21世紀に入ってから、津上
英輔（『あじわいの構造̶感性化時代の
美学』（春秋社　2010）によってはじめ
て実践された。津上は、ことばの「感性化」
に着目する。ことばの感性化とはすなわ
ち、ひとが「感性（感覚と想像力）」によっ
て世界をとらえがちになることの、こと
ばにおけるあらわれである。津上はたと
えば、英語のnostalgiaと日本語の「懐か
しさ」の統語論上の通時的変化を観測し、
ある時点から両語にプラスの価値づけ機
能が備わっていくこと、両語の使用にと
もなう価値判断が主観化していくことを
析出する。すなわち、ことばの感性化の
過程を描き出した。くわえて、そうした
「感性変化の事例研究を質、量ともに充
実させることによって、感性史が構築さ
れるだろう」と見通す。
　論者は、そうした津上の見通しを展開
させるべく、「かっこいい」、「かわいい」、
「いかす」などにまつわる感性史研究を
企図し、進めてきた4。本論は、その一
端である。ただし論者は、津上の方法を
援用しつつも、そのドキュメンテイショ
ンにおいて、そこにはない二つの位相を
つけ加えた。一つは、辞書、辞典からだ
けではなく、新聞記事や雑誌記事、視聴

覚資料からも、ことばの使用例を抽出
し、分析すること。もう一つは、当のこ
とばを対象とする言説を収集、分析する
こと。こうしたドキュメンテイションが
掘り起こすのは、とくに発生時、あるい
は流行時のことばが備えるダイナミズム
である。発音のしかた、外延の伸縮と内
包の揺れ動き、使用者のコミュニティ、
使用法のヴァリアント、固有名との結び
つき、類義語、対義語のネットワーク、
など。そうした、辞書の記述において消
え去ってしまう一見些末な要素と、それ
に対応する個別の歴史情況とを照らしあ
わせることで、辞書の記述がなすいわば
概念史の骨組みのうえに、肉づけをはか
ることができる。そのとき肉となって見
えてくるのは、総じて言えば、あること
ばを発すること、使うこと自体の意義で
ある。それはつきつめれば、「生きかた」
とかかわる。
　たとえば「かっこいい」ということば
を使う者は、それによってなにか（ある
いは、だれか）を肯定するのであれ、否
定するのであれ、「かっこいい」という
価値自体は、肯定している。自身の生活、
あるいは人生のうちで、「かっこいい」
という価値基準を採用している、と言っ
てもよい。たほうでもし、「かっこいい」
が一定の文化的、政治的、階級的、民族
的なイデオロギーを包摂しているとすれ
ば、自身の感じかたを通して自身の生き
かたが、そうしたイデオロギーにからめ
とられていることになるであろう。本論
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が試みる感性史の構築は、そうした特定
の感性が孕むイデオロギー構造を明らか
にすることをも、もくろんでいる。
　より具体的には、「かっこいい」とい
うことばが「流行」し、人口に膾炙し始
めた1960年前後をクローズアップする。
当時、こども、若者を中心に「流行語の
流行」とも言うべき現象が起こっていた。
「かっこいい」の流行もその一端であっ
た。「かっこいい」が新語、あるいは流
行語であったことは、そのことばが当時
感性化したことと密接に結びついている
5。感性は、つねにちがうしかたで世界
をとらえようとする力である。その点に
鑑みれば、まさに生まれつつある、ある
いは、使われ出しつつあるという新語、
流行語の現在性こそは、感性が本性上有
するダイナミズムの宿主となるからだ。
また同時に、新語、流行語は、時代の刻
印を如実に反映する。ゆえに、そこに個
別の歴史情況における感性の特定のあり
かたを透かし見ることができる。
　本論では、当時のさまざまな流行語を
も引きつつ、「かっこいい」の流行時の
使用状況を精査し、統語論上の特質を分
析し、「かっこいい」が、いかに「感じ
ること」とかかわっているかを明らかに
する。「かっこいい」は、流行時には「カッ
クイイ」と発音したが、それ自体がかっ
こいい響きでもあった。つまり、「かっ
こいい」の発話者は、自らが発すること
ばをきくというしかたで、ことばを感じ
る。同時に、そうして「カックイイ」と

いう音の感じと一体となった「かっこい
い」感じを、発話者は、「Xはかっこいい」
というしかたで、あるも

・

の
・

（世界）の性
質（属性）、ひいては価値に投影する。
　「かっこいい」と発すれば、「かっこい
い」と感じることができ、同時に、も
の（世界）を「かっこいい」というしか
たで価値づけることができる。そうして
価値づけられたかっこいいものに出会う
と、「かっこいい」と発する。それらの
契機は循環し、「かっこいい」の使用者
は、ことばを使うことをとおして「かっ
こいい」と感じがちになっていく。つま
り、ことばの使用が、感性を発動させ、
活性化させる。さらに、かっこいいもの
は、具体的なものや情況である傾向が強
いゆえに、発話者以外の者が、かっこい
いものを共有しやすい。そのぶんかっこ
いいという感じかたを学びやすく、使用
者のコミュニティは拡張していく。その
結果「かっこいい」は、当時の流行語が
陥りがちであった、「言うがために言う」
という使用に終始することはなかった。
むしろ、一連のかっこいいものやひとに
支えられた「かっこいい」文化、とも言
うべき領域をつくりだすことになる。

第１章　「遊びのムード」——
ナンセンスと脱コンテクスト

　「かっこいい」6は、「1962年の流行語」
であると、日本語学者の見坊豪紀は認定
している7。たしかに、「かっこいい」を



7特別論文　「かっこいい」は、カックイイ——「流行語の流行」と、感じることばの生成

タイトルに冠する最初の文献が現れるの
は1961年であり8、『朝日』、『読売』、『毎
日』といった大手の新聞紙面に、「かっ
こいい」をタイトルに擁する記事が現れ
るのは、1962年以降である9。「かっこい
い」の出自、発生時期、流通時期へのい
くつかの言及10を総合すれば、50年代終
わりごろにぽつぽつと使われはじめ、60
年前後に人口に膾炙していったとみてよ
い。
　1962年３月発行の雑誌『平凡』18巻３
号の特集記事は、「かっこいい」が、な
んであるよりもまず「流行語」であった
ことを、生き生きとした、あるいは、浮
かれ調子の当時の「ムード」とともに伝
える。

　シビレるわア！　はもうふるい。日本
じゅうのハイティーンに愛されているこ
とば、それは『カッコイイ』です。グッ
ときちゃったあなたの口から、ほらとび
だしたでしょう̶̶ウーン　カッコイ
イ！

　「特集」の内容は、「かっこいいタカ
シ」こと藤木孝11、「かっこいいスピッツ」
こと松嶋アキラ12、「かっこいいチャコ」
こと飯田久彦13の三人の「かっこいい野
郎ども」を擁したインタヴュ記事「ホイ
ホイ　バカにしてる！」で始まる。

藤木　かっこいい話をするんだったね。
飯田　そう。トサカが赤くなるほど、かっ

こいいやつ。
松島　ビテイ骨も赤くなるほどの・・・
藤木　まるで猿だな。（笑）じょうだん

はさておくとして、あそびたい
なア。

飯田　あそんでるじゃないの。
藤木　なんのために若さがあると思って

るの？遊ぶためだよ。テッテイ
テキに････。青春から遊びをとっ
ちゃったらなにがのこるんだい。

松島　そうだね。こういそがしく朝から
夜中までとび歩いて、そのうち
年よりになっちゃったらつまん
ないな。

飯田　遊ぶといったって、かぎられ
ちゃってるだろ。

藤木　とにかく声がでなくなる寸前まで
遊びたいよ。そばに女の子はい
らない。遊びのムードがいっぱ
いほしいな。

̶̶（中略）̶̶
藤木　さて、本日の結論は『立ち小便の

自由がほしい』『遊びたい』『す
なおな恋にひたりたい』の三つ
だね。よしきまった。ホイホイ、
レッツ・ゴー！

「特集　かっこいい野郎ども」『平凡』18巻３号　

マガジンハウス　1962年３月　pp.74－75

　というぐあいでけっきょく、「かっこ
いい話をする」ことをおざなりにする三
人。しかし、この「テッテイテキに」「遊ぶ」
態度こそが、当時の「若者」の特質の一
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つであった。1962年７月、すなわちこの
特集記事が出た４ヶ月後に、クレージー
キャッツの植木等主演の映画『ニッポン
無責任時代』が公開されヒットし、「無
責任」が時代を彩ることばとなる14。そ
れは、終戦以来の論壇の通奏低音であっ
た戦争責任論に対するアイロニーとなっ
て響いた。無責任と表裏する、いわば享
楽への志向は、「もはや「戦後」ではな
い」1956年ごろから「太陽族」とともに
育まれた15。それは、「白痴」化と揶揄
されてもいたテレヴィ（映像）文化の支
持者、すなわち「大衆」の開きなおりで
もあった16。前年（1961年）の流行語「レ
ジャー」がこうした享楽ムードを焚きつ
けたとも言えるし、翌年（1963年）には、
燃えさかる火に薪をくべるかのように広
告コピーが意図的に「バカンス」を人口
に膾炙させた17。
　ただ、「かっこいい」三人が遊びを志
向することの内実は、三人が「遊び」を
語っているという意味論上の事態ではな
い。というのも三人は、「遊び」をこと
さら真剣に論究しているわけではない。
そもそも「かっこいい」を語るはずが、
別の話に脱線し、しきりなおすも「トサ
カが赤くなる」と茶々が入り18、「じょ
うだんはさておくとして」ともちなおし
たかと思えば、「遊び」の話にすりかわ
り、その後もさらにまた別の話に逸れて
いく。その結果、「遊び」も含めどの話
題もがおざなり、かつなおざりになると
いう、むしろ無志向の、コンテクストを

脱する語りかたにこそ「遊びのムード」
がただよっているわけだ。
　そうした「遊びのムード」を支えるの
は、意味論上「遊び」や「享楽」を指示
することばではない。話の焦点化を妨げ
ることば、コンテクストを断ち切ること
ばだ。たとえば記事タイトルにある「ホ
イホイ」は、インタヴュのなかで藤木が
しきりに使うことばであり、「（妙なアク
セントです。なにかと思ったら、これが
藤木さんのアイサツなんです。英語のハ
ローみたいなものだと笑っていました）」
と編集者の説明が入る。
　タイトルにあるもう一つのことば「バ
カにしてる」も、飯田が繰り返すことば
である。インタヴュ冒頭で、取材の場に
眼帯をしつつ遅れて来た飯田が、舞台上
でファンにテープを投げつけられ目をけ
がしたたからだと情況を説明するくだ
りがある。そのときに飯田は、そうし
たファンに対して「人をバカにしてる。
（笑）」と憤懣やるかたなしにもらす。ふ
たたびすぐに「ほんとに人をバカにして
る。」とぼやく飯田に藤木が、「そのこと
ば、知らない人がきたら、ゴカイするぜ。」
と反応。それに応えて飯田は、「藤木さ
んの『ホイ、ホイ』とおなじようなもん
さ。アイサツがわりだね」と説明しつつ、
その後も「バカにしてる」を「連発」す
る。「バカにしてる」は、くり返される
ごとに、もともと持っていた内実を失っ
ていく。あることばがむやみに反復され
ることにより、オリジナルコンテクスト
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から離脱するとともに、そもそも意味論
上のネットワークそのものからも自由に
なっていく。こうしたことばの使いかた
がひんぱんになされることで、会話全体
を通してコンテクストの断絶と脱線が起
こり、浮かれ調子の「遊びのムード」が
つくられる。
　タイトルの「ホイホイ、バカにして
る！」は、そうした場のありかたを体現
しているとも言える。このタイトルは、
当のインタヴュの内容を説明しているわ
けではない。「ホイホイ」と「バカにし
てる」という二つのことばはそもそもた
がいに意味論上の連関はなく、ただ並べ
られているだけだ。両者はただ、会話の
なかで個々に反復された結果、浮

・

い
・

て
・

い
・

る
・

という点で共通している。だからこの
タイトルは、それ自体が脈絡がなく、と
りとめがないことを通して、「かっこい
い野郎ども」の会話のありかたの例示と
なっており、その象徴たりえているわけ
だ。
　さらに「ホイホイ」にかんしては、そ
の使いかたのみならず、ことばの存在様
態そのものが、すでに脱コンテクスト傾
向をもっている。それは一言で言うな
らば、オノマトペ19風であるということ
だ。「ホイホイ」は、「ホイ」×２という
音韻論上の構造をもつと分析することが
できるが、これは典型的なオノマトペの
特質である20。「ホイ」自体は感嘆詞で
あるとも言えるが、ここでは、あるも

・

の
・

だととらえうる明確な輪郭をともなった

指示対象をもたない。たほうで、特定の
心情状態や世界の状況を指すわけでもな
い。したがって、「ホイ」はそれ自身の
音を指示する傾向をもち、つまりは、シ
ニフィアン（指示作用）がシニフィエ（指
示対象）と重なる傾向をもつ。言いかえ
れば「ホイ」は、それが発されるとき、
程度の差はあれ、発されたその音の意味
という意味論上の場を切り開く。ただそ
のときわれわれは、発されるごとに異な
る「ホイ」という音のトーンや響きといっ
た音に入りこんでいくというよりは、「ホ
イ」という同一のしかたで記号化された
音をきく。そこできく「ホイ」は、「ホ
イ」に完全に回収されるわけでもなく、
かといって「ホイ」とは別のなにかでは
なく、あくまで「ホイ」に似

・

た
・

な
・

に
・

か
・

で
ある。そこで起こっているのは「感覚に
よる抽象」21であり、オノマトペにかぎ
らず、ことば一般がまさにことばになる
現場で起こることだ22。
　だからオノマトペは、それがたとえ使
い古されたことばであったとしてもいく
ぶんかは、それを使うたびに、かつてこ
とばが生まれたその瞬間にわれわれをつ
れ戻してくれる。その結果、われわれは
ことばを生きなおし、ことばはまさに生
き生きとした表現力を獲得する23。そう
した統語論上の（再）創造は、その裏面
で意味論上の破壊をもたらす。たとえば
「ホイホイ」が新鮮に、あるいは不可解
に響き、際立つからこそ、つまり「ホイ
ホイ」と

・

い
・

う
・

意味に留まろうとするから
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こそ、そのことばはよけいにコンテクス
トから、つまり、他のことばとの意味論
上の連関から逸脱し、浮いてしまう。
　同インタヴュ記事には、「ホイホイ」
のほかにも、そうしたオノマトペ風のこ
とばが散見される。先の引用文中にある
「グッと」、「ウーン」。引用文外にも、「ゾ
クゾクの心理」というサブタイトルで、
「酒でものんだら、ワ

・

ァ
・

ー
・

ッ
・

とさわいで
立小便したいけど」、「肩に風船をつけ
たようにフ

・

ワ
・

ッ
・

とくる････。」、「背すじ
がゾ

・

ク
・

ッ
・

ときて、頬がブ
・

ル
・

ブ
・

ル
・

ッ
・

････」
という記述がある。オノマトペ風のこと
ばを濫用することによって、三人はこと
ばで遊びつつ、ことばに遊ばれる。

第２章　流行語の流行——発音、
身ぶり、タイミング、リズム

　こうしたオノマトペ風のことばも含
め、脱コンテクストの傾向をもつことば
が1960年初頭当時の流行語の中心をなし
ていた。同時に、そうした情況を含む「流
行語の流行」24とも言うべき事態が、新
しい社会現象という位置づけで問題化さ
れていた。

　̶̶わが家のテレビっ子は次男坊で
す。「きょう、パジャマを取替えなさい
よ」「ガチョン」「えっ？」「チョンパ」「？
･･････」次男の姿をかりて、どこか遠い
よその国の子どもがいるみたいな気持ち
になり、さびしいやら情けないやら̶こ

れはあるおかあさんからの手紙だ。
̶̶（中略）̶̶
　「いいたかないけど面倒みたよ」「あら、
チートモ知らなかった」などと、あっち
でもこっちでもやっている。たしなめれ
ば、「気にしない、気にしない」と逆に
いなされる。やさしいおかあさんは子ど
もといっしょに「カッコイイ」を連発し
たり･･････。
「やっかいな流行語　先生たちはどう扱ってい

る？＿家庭」

『朝日新聞』1964年４月28日東京朝刊９面１段

　子どもたちはテレビの中の妙な新語を
すぐおぼえ、またそれをうまいこと実生
活の中に応用する。「宿題あるんでしょ
う」「そのようよ」「もう八時ですよ」「チー
トモ知らなかった」「早くやりなさい」「あ
なたのムスコを信じなさい。そういうこ
と！」
「雑誌から　子供と流行語　婦人倶楽部７月号」

『朝日新聞』1964年７月４日東京朝刊９面９段

　当時の新聞や雑誌の記事をあされば、
こうした、子ども、若者の当意即妙の受
け応え、あるいは受け流しの例に事欠く
ことはない25。当時の流行語の多くは、
いわば「芸能珍語」26であった。「芸能
珍語」とは、「売らん哉主義の芸能人たち」
がときに、「てっとり早い売り出しの手
法の一つとして」、「造る」、あるいは「使
いまくる」ことばである27。1952年の「ア
ジャパー」28（伴淳三郎）は軽喜劇の舞
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台から、1949年の「ギョッ」（内海突破）、
1953年の「サイザンス」（トニー谷）は
ラジオから、1957年の「カックン」29（由
利徹）、1961年の「申しわけない」30（坂
本九）は、興隆しはじめたテレヴィから
広まった。この系譜を受け継ぎつつ1962
－64年には、テレヴィのドラマ、あるい
はコント、CMから多くの流行語（＝芸
能珍語）が発祥した31。とりわけ二つの
番組が、流行語のソースとなった。一つ
はクレージーキャッツの（メンバーの）
パフォーマンスである。先に引いた新聞
記事にもある「気にしない」、「スイスイ」、
「Ｃ調」、「チョンパ」、「お呼びでない」、「な
んである、アイデアル」、「ガチョン」と
いった流行語はすべて、メンバーの植木
等、谷啓が、テレビ番組、映画、歌、コ
マーシャル映像で発するせりふだ32。も
う一つは、テレビドラマ『男嫌い』であ
り、これも先の新聞記事の引用にあった
「ちーとも知らなかったわ」、「そのよう
ヨ」、「まあネ」、「かもネ」、「カワイコちゃ
ん（＝年下のかわいい男性）」33などを
生み出した。
　そうした芸能珍語に出自をもつ「流行
語＝テレビ語」にかんして、「戦前や戦
後しばらくの間の流行語は名詞がほとん
どだったが、最近のはセリフやフレーズ
が多く、特に発声法や身ぶり全体をまね
ているのが多い」34と1964年の吉沢典男
は分析する。そこには二つの論点がある。
一つは、テレビ語である流行語の使用は
それ自体、「まね」であるということ。

もう一つは、「まね」が聴覚（「発声法」）
35と視覚（「身ぶり」）を介しているとい
うこと、である。そしておそらく、二つ
の論点は連関している。
　先に挙げたクレージーキャッツ出自の
流行語のなかでも、たとえば「ガチョン」
ということばは、63－64年にかけて猛威
をふるった36。「ガチョン」は、クレージー
キャッツのメンバー谷啓が発することば
を含めた芸である。

　谷啓の考えたギャグのその一は、〈大
の男が突然泣き出す〉というもの。
　その二は、いじめ抜かれてから、不意
に、
　「谷だ！」と居直るもの。しかし、コ
ントの落ちに使うのには、少し弱い。
　その三は、じっと我慢して、間という
か溜めがあって、
　「ガチョン！」
　と右の掌で万物を手元に引き寄せよう
とする。

小林信彦『現代〈死語〉ノート』岩波書店　

1997年 p.96

　谷さんと言えば、その代表的なギャグ
に、
　「ガチョーン」
　があります。今日（９月13日）の「ミ
ヤネ屋」の字幕スーパーをチェックして
いたら、
　「ガチョン」
　と書かれていました。これではニュア
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ンスが伝わらないので、
　「ガチョ～ン」
　に直して放送しました。
　すると、放送後に、報道業務部のＮ部
長が、
　「『ガチョ～ン』の『～』は、『－』じゃ
ダメなのか？そもそも『～』は文字？」
と聞いてきました。
　「『～』を使った表記は、確かに正式な
ものではないですね。でも『ガチョ～ン』
は、映像で見ると、ズームイン・ズーム
バックを繰り返して、何か揺れている感
じを出すものなので、文字表記でも『ガ
チョーン』と直線的ではなく、『～』の
曲線で余韻のようなものを出した『ガ
チョ～ン』方が、ふさわしい気がするん
ですよね。」
　と答えると、「なるほど」と納得して
いました。

道浦俊彦「道浦俊彦TIME」2010年９月

16日更新（https://www.ytv.co.jp/michiura/

time/2010/09/post-501.html）

（2020年８月18日取得）

　こういうしかたで、当時の芸能珍語の
使用、つまり、流行語のオリジナル使用
にさいしては、それがテレヴィにおいて
であるがゆえに、ことさらに聴覚上、視
覚上の演出がなされていた37。芸能珍語
の使用にともなう感覚上の演出と、視聴
者がそれをまねることはおそらく連動し
ている。1960年の佐藤智雄は、こう分析
する。

　ことばのや
・

り
・

と
・

り
・

に合いの手を入れた
り、間投詞的な接続詞的な用法で使った
りする無意味な発生音、それに意味があ
るように考えて使うのは、その発声音が、
特殊なというよりは或る傾向の状況や雰
囲気と結びつくように使い慣れてきたか
らにすぎない。最初にその状況や雰囲気
と結びつけたのは、その発声音の創出者
であるひとびと（主として芸能人）にか
ぎられる。さきの「ギョッ！」や「アジャ
パー」はその典型だが、「家庭の事情」、「無
茶苦茶でござります」もその例外でない、
全く無意味で空虚な流行語である。人気
のある芸能人が、或る状況のもとで反復
した人の意表をつく発声音が、たまたま
受け手大衆の感覚をくすぐり、快適さを
刺激し、情緒的満足を与えるだけのこと
である。それによって、大衆は類似の状
況があるとき、またはその状況を作ろう
とするときに、単純な模倣を試みるにす
ぎない。ここでは、その発声音と、実在
する状況との間の代行関係は、全く見受
けられない。あるのはただ語感によるく

・

す
・

ぐ
・

り
・

だけである。
佐藤智雄「流行語の社会心理学的考察」

『言語生活』1960年６月号筑摩書房1960年p.27

　佐藤はここでとくに、「発声音」がと
もなう「語感によるく

・

す
・

ぐ
・

り
・

」がもたら
す「情緒的満足」を起点に、かつ支点に
してミメーシスが推進されていったと考
える。そうした構造を踏まえるならば、
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芸能珍語が流行語になる過程は、当のこ
とばの使用を含むオリジナル・パフォー
マンスの感覚上の効果をなぞる過程であ
り、ひいては増幅する過程である38。当
時しばしば言及された流行語がともなう
感覚上の効果には、「発声法」、「身ぶり」
にくわえて、「タイミング」がある。

　川崎市住吉小阿部進先生は確信をこめ
て主張する。
　「流行語のはんらんは子どもから思考
力を奪うと心配する人がいるが、私にい
わせれば逆だナ。場面と相手に最も適切
な言葉を選択して実にグッドタイミング
に使っています。あんまりピッタリの言
葉で相づちを打たれるので、大人がカッ
カするんですよ。流行語のはんらんは、
むしろ言葉に対する感受性を養っている
ようなものです･･････。」

「（80）流行語＿みんなで考えよう」

『朝日新聞』1964年７月19日東京朝刊19面１段

　「グッドタイミング」の内実は、会話
のなかで使う流行語が、「オチ」や「合
いの手」という機能を果たし、「話がはず」
むことである39。ここでも「まね」が作
用する。まさに「人生で大事な事は　タ
イミングにC調に無責任」40と歌った植
木等（クレージーキャッツ）の「お呼び
でない」のオリジナル・パフォーマンス
を見てみよう。

　菊池寛の『父帰る』。息子たちにのの

しられた父親が、家を出るとか出ないと
かで、一家総泣きのところに、ニュース
ショウの司会者（泣きの木島則夫）＝植
木等＝が入ってくる。
　植木も泣き出して、
　「司会の私まで、思わず、貰い泣きし
てしまいました。ご苦労なさったのです
ねぇ。ソ連から引揚げて十数年･･････」
　シラけた周囲にふと気づいて、
　「お呼びでないですねネ？　お呼びで
ない。こりゃ、また、失礼をいたしまし
た」と頭を下げ、全員、ひっくりかえる。
――（中略）――
　ドン・コサック合唱団が「エイコーラ」
と「ボルガの舟唄」をうたっていると、
植木等の人夫があらわれ、
　植木「おかあちゃんのためなら」
　一同「エイコーラ」
　植木「もう一つ、おまけに」
　一同「エンヤコーラ」
　ハタと気づいた植木は、「これはお呼
びでなかったですネ。失礼しました」
　で、合唱団、なだれ落ちる。

小林信彦『日本の喜劇人』新潮社　1982年　

pp.175－176

（原本は、中原弓彦（小林信彦の別名義）『日本

の喜劇人』晶文社　1972年）

　こうして「お呼びでない」、「こりゃ、
また失礼をいたしました」がオリジナル
のコントにおいて「オチ」で使われてい
るからこそ、視聴者、すなわち流行語の
使用者はそれを、会話のなかで「オチ」
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に使うしかたで「転用」する。流行語を
使うさいの「タイミング」は、オリジナ
ル使用のタイミングを参照しているわけ
だ。先の佐藤が言うように、「人気のあ
る芸能人が、或る状況のもとで反復した
人の意表をつく発声音」に対して、「大
衆は類似の状況があるとき、またはその
状況を作ろうとするときに、単純な模倣
を試みる」からだ。逆から言えば、芸能
珍語出自の流行語は、そもそもオリジナ
ル使用において「グッドタイミング」で
発されている。芸能珍語は、コントやド
ラマのなかでたとえば「オチ」や「合い
の手」という位置づけを担って際立つか
らこそ、視聴者によってピックアップさ
れる。同時にオリジナルの使用は、「オチ」
や「合いの手」を成り立たせるいわば演
劇的なコンテクストをともなっている。
ここで演劇的なコンテクストとは、たと
えばある「コント」を成立させるいくつ
かのテクスト、たとえば、舞台で発され
るほかのことば（せりふ）、パフォーマー
の見かけや声や身ぶりを含むパフォーマ
ンス、いわゆる舞台美術や音楽、効果音
など、舞台で生起するさまざまなものや
現象の有機的連関の総体である。オリジ
ナル使用のタイミングをなぞるしかたで
日常会話において流行語を使用すること
は、日常会話にそうした演劇的コンテク
ストをもちこむことでもある。
　ただし注意すべきは、オリジナルの演
劇的コンテクストそれ自体が脱コンテク
スト性格をもつ傾向があるということ

だ。たとえばすでに見たように、谷啓は
「ガチョン」を、オリジナルの使用の場
面では「何の前触れもなくかます」41。
つまり「ガチョン」がコンテクストを
ぶった切ることによってこそ、コントが
「オチ」て完結する。つまり、「ガチョン」
というテクストは、コンテクストを回収
しつつ解体し、同時に、そういうしかた
でこそ成立する当のコントのコンテクス
トを構築してもいるわけだ。こうしたい
わば喜劇的な茶化しと無意味さという特
徴のゆえに、当時のクレージーキャッツ
のパフォーマンスを含む人気のテレヴイ
番組のコンテンツは、「アチャラカ・ナ
ンセンス」と総称されもした42。

　子どもをめぐるマス・コミ状況で、ど
うしても無視できないのはアチャラカ・
ナンセンスといったムードである。児童
マンガの世界でいえば、赤塚不二夫の「お
そ松くん」や、藤子不二雄の「おばけの
Ｑ太郎」などに代表されるギャグマンガ
の台頭が目だつ。テレビでは、「てなも
んや三度笠」をはじめ、夕方の子ども向
けの時間にちらばっているアメリカ製の
ドタバタ喜劇、そのほか、おとな向けの
アチャラカな笑劇の多くも子どもたちの
視聴圏内にある。クレージー・キャッツ
の面々、とくに植木等や谷啓は、子ども
たちにとっても人気者であり、植木の看
板である無責任ムードは子どもの世界に
も浸透している。
管忠道『講座マス・コミュニケーションと教育　
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第２巻（マスコミュニケーションの中の子ども）』

明治図書出版　1965年　p.218

　「「アチャラカ・ナンセンス」という文
字を」、自身が「はじめて公式に用いた」
のは「昭和八、九年（1933、34年＊）頃、
浅草で」（＊春木が挿入）のことだと古
川ロッパは報告する43。ただし「その以
前から浅草には、アチャラカという言葉
はあった」とし、当初は「アチラすなわ
ち彼

あちら

方」、すなわち「外国」、「舶来」、「ハ
イカラ」という意味を含んでいたが、や
がて「外国的というようなものが無く
なって」、「めちゃくちゃ喜劇」、「ドタバ
タ喜劇」、「スラップ・スティックのファー
ス」を示すようになったとする44。それ
を受けつつも小林信彦は、「ドタバタと
アチャラカは、同義語となっているが、
こまかい計算によるタイミングよい動き
で見せる喜劇がドタバタ、きちんとした
ルールから脱線してゆくのがアチャラ
カ、という風に私は峻別している」とす
る45。つまり、「往年の〈アチャラカ〉が、
純粋ドタバタと、それより程度の低いア
チャラカの二つに分離してきた」46と歴
史上で分析しつつ、後者の「アチャラカ」
の体現者を、由利徹（1921－1999）であ
るとする。流行語「カックン」の発案者
でもある由利の所属グループが「脱線ト
リオ」であったことは、ここで小林が、「ド
タバタ」と区別された「アチャラカ」の
特質を「脱線」に見出したこととむろん
連動するであろう。小林は、由利たちの

舞台において、「ど
﹅

う
﹅

い
﹅

う
﹅

わ
﹅

け
﹅

か
﹅

」とい
うロジカルでないロジックによって、ド
ラマでないドラマが紡がれていくさまを
描出している47。それはまとめるならば、
いくつかのいわば元ネタを、まさに脱コ
ンテクストさせつつコラージュしていく
という手法である。すなわち、「軽演劇
のアチャラカというのは、ネタは何でも
いいのである。テレビのヒット番組でも、
『ハムレット』でも、ブレヒトでも、何
でもいい。これを、ひっちゃかめっちゃ
かに、こわしてしまう」48。したがって、
「アチャラカというのは、パロディでは
ない。パロディは批評である。アチャラ
カは〈批評精神抜き〉の崩し」49という
ことにもなる。ただし、「往年の〈アチャ
ラカ〉」と「程度の低いアチャラカ」と
は断絶しているわけではなく、前者の「動
き」、「タイミング」の妙を受けつぐかた
ちで後者もまた、「独特の体技を必要と
する」50。「せりふ」まわしもまた重要
であり、感覚上の効果を追求していくこ
との裏側で「脱線」が進行する51。
　すでに論じてきた「芸能珍語」の展
開が、戦後の日本語のカタカナ化52、外
来語化53と相まってもいることに鑑みれ
ば、むしろ古川ロッパの言う「アチラ」
化という戦前の「アチャラカ」の失われ
た原義を、再解釈するしかたで戦後の「ア
チャラカ」に適用できるかもしれない。
すなわち「流行語の流行」を駆動する「ア
チャラカ」なことばにおいては、音が内
包を満たすこと、言いかえれば、シニ
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フィアンがシニフィアン自体を志向する
傾向、さらに言いかえれば、シニフィエ
がシニフィアンに近似する傾向が形成さ
れている。たほうで「アチャラカ」と並
置される「ナンセンス」とは、シニフィ
アンに重なりあうことでそれ自体透明化
するシニフィエの在りかたを指すであろ
う。あることばにかんして、「アチャラカ」
が、そのことばのシニフィアンの徴候を
表しているとすれば、「ナンセンス」は、
それに対応するシニフィエ側の徴候を表
す。したがって「アチャラカ・ナンセン
ス」とは、そうして表裏する「アチャラ
カ」なシニフィアンと「ナンセンス」な
シニフィエの徴候を両面から一挙にとら
えた表現である。
　しかし「ナンセンス」なシニフィエは、
先の佐藤が言うように「全く無意味で空
虚」（本論文p.12）という在りかたをす
るわけではない。「アチャラカ・ナンセ
ンス」なことばを使うとき、あることば
を発すること自体を重視し、それゆえに
いつ（タイミング）どのように（発音、
身ぶり）発するかをことさらに問題にす
る。その結果、ことばを一定のしかたで
発すること自体の記号化（つまり、シニ
フィエ化）が起こり、脱コンテクストの
展開を導くという意味（たとえば、「オ
チ」、「はぐらかし」、「ぶっこわし」）を
になう。「アチャラカ・ナンセンス」な
ことばは、オリジナルのコンテクストの
なかでこそきわ立つが、きわ立つという
ことはコンテクストから浮いているとい

うことでもある。だからこそ、オリジナ
ルのコンテクストから切り離して別のコ
ンテクストに移し替えることが容易であ
りながら、しかしそれでいてオリジナル
コンテクスト内での意味をなぞる（「オ
チ」は「オチ」である）ことができる。
　永井孝男は「アチャラカ」を「ペーソ
スのない、人を小馬鹿にしたようなド
タバタ・コメディ」と解説する54。また
原健太郎は、「日本古来の狂言や曽

そ

我
が

廼
の

家
や

系統の喜劇をオーソドックスとすれ
ば、アチャラカはパラドックスの笑いで
ある」という水守三郎の指摘を踏まえて
「アチャラカは喜劇の性格や手法と考え
るよりも、むしろ、目の前にある普通の
もの、既存の権威に対する反抗の精神と
とらえるべき」と記す55。それらは、小
林が語るような「アチャラカ」の脱コン
テクスト傾向を、一つの態度に読みかえ
た結果であろう。つまり、「アチャラカ」
が織りなす「脱線」という一つの舞台上
での異化作用は、劇界での異端性、さら
には、社会内での反体制へとまさにコン
テクストをまたぐしかたで類比的に置き
かえられていく。「アチャラカ・ナンセ
ンス」の「ムード」を報告した先の管忠
道の記述は、こう続く。

　“現代っ子”とレッテルをはられがち
な近ごろの子どもたちも、現実の世界で
は何かと重苦しい制約にしめつけられて
いる。そういう制約も、既成の秩序も思
いきり破壊していくギャグマンガの登場
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人物は、自分たちの代弁者であり願望の
代償的な行動者にほかならない。ここに
も、日常性に埋没した生活、刺激のない
太平ムードの生活から脱走したい、たい
くつしている子どもたちの意識の反映が
うかがえる。戦争物もロボット物も忍者
物もスリラー物も、現実からの脱走の上
に成り立っているものが多いが、それは、
あまりにも現実ばなれした物語の世界の
ことである。ところが、ギャグマンガは、
題材や状況を日常生活にとりながら、ま
るで即身成仏とでもいうような有様で、
環境・条件を動かしていく。それが「調
子いい」感じで、共感できる。しかも“現
代っ子”的な言動を誇張して描き、それ
を現実の子どもたちの世界に拡大再生産
していくわけなのである。
　「おそ松くん」連載中の雑誌に、つぎ
のような読者通信が掲載されていたが、
それは多くの読者の気持ちを代表するも
のといえよう。
　「『おそ松くん』のおもしろさは、ぼく
たちのできないことを、スイスイやっ
ちゃうおもしろさだ。パンチがきいて、
すごく、スカッとする。」
管忠道『講座マス・コミュニケーションと教育　

第２巻（マスコミュニケーションの中の子ども）』

明治図書出版　1965年　pp.219－220

　赤塚不二夫作のまんが『おそ松くん』
（1962－1969）もまた、「アチャラカ」な
流行語を提供した。登場人物イヤミのせ
りふに由来する「シェー」56が、1965年

に空前絶後と言ってよい勢いで人口に膾
炙することになる。手足を使ってS字を
描くまさに特有の身ぶりとともに、子ど
もを中心に爆発的にひろまり、ゴジラが
（1965年の『怪獣大戦争』で）、ザ・ビー
トルズが（1966年の来日時に東京ヒル
トンホテルで）、皇太子（1970年の大阪
万博で）までが、「シェー」を演じた57。
「シェー」は、オリジナルの使用では、「驚
き」の表現であることになっている58が、
日常に適用される場合はそうとはかぎら
ず、「はぐらかし」や「ぶっこわし」など、
コンテクストの霧散や破壊をもたらす作
用をもつ59。すでに「アチャラカ」なこ
とばにかんして述べたとおり、「シェー」
もまた、いわば劇中のせりふであるが、
そもそも「ナンセンス」であることに
よって脱コンテクストの傾向をもつから
こそ、「転用」を容易にする60。
　また当時の流行語のなかには、こうし
て「ナンセンス」であることとはちがう
しかたで脱コンテクストの傾向をもつこ
とばがある。たとえば、吉田典男、塩田
勝61は、「最近、テレビが作った流行語」
には、「おーヤ」、「･･････のようよ」、「̶
ダァー」、「変な」、「してつかァさい」な
どの「接頭語や接尾語が多い」ことを指
摘し、「ちょっと単語をかえれば、いろ
いろな場面に転用がきく」「自在性が流
行語の本質だ」とする。ここで言う「自
在性」は、まさに脱コンテクストの傾向
に基づく性質であるとみなしうるであろ
う。しかし、「ナンセンス」な流行語が、
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それが発話されるコンテクストを破壊す
るのに対して、上記のことばは、「接頭
語」や「接尾語」というおもに統語論上
の結びつきにおいてコンテクストに憑依
し、コンテクストと共存する。ただし意
味論上は、節操なく多様な多数のコンテ
クストに憑依するゆえに、コンテクスト
を選ばないという点で脱コンテクストの
傾向をもつことになる。このばあい、あ
ることばのいわば濫用が進めば進むほど
に（流行すればするほどに）、当のこと
ばが、そのつどの発話のコンテクストか
ら浮き立つことになる62。
　したがって発話のコンテクストを破壊
するにせよ、そこに憑依するにせよ、「言
うがために言う」流行語が日常に蔓延す
れば、日常会話自体が脱コンテクストの
傾向をもつことになる。それゆえに当時
の「おとな」たちは、「なにもかもチャ
カしてしまうようなことばと態度が心配
でならない」63、「何事も茶化してすま
せてしまうといった傾向が生まれないと
も限らない」64と、流行語の濫用を、「現
代っ子」の「無責任」な生きかたとパラ
レルに問題化した65。

第３章　話すことのパフォーマ
ンス化——モニタリングのモニ
タリングによるモデリング

　そうしたしかたで、当時の「流行語の
流行」は総じて、「アチャラカ・ナンセ
ンス」、すなわち、シニフィアンとシニ

フィエの相互浸透、意味論上の脱コンテ
クストの傾向を含んでいた。その結果、
いわば日常の演劇化を程度の差はあれも
たらしていたと言ってよい。しかしたと
えば、クレージーキャッツのコントが日
常的要素をたぶんにとり入れて制作され
ていた66ことに鑑みれば、そもそも日常
こそが脱コンテクスト傾向を内包してお
り、脱コンテクストの傾向をもつコント
は演劇の日常化の結果であると、逆に見
ることもできる。いずれにせよ当時、日
常の言語コミュニケイション全体に変化
が起きており、「流行語の流行」それ自
体が、その一環で生じたと言える。たと
えば1966年１月の『毎日新聞』の記事で
は、評論家、文学者たちが、戦後の日本
で、書きことばから話しことばへと言語
活動のウェイトが移行していった情況と
その功罪を語りあう。「最近、日本語が
乱れている、いや乱れていないなどと、
さかんに「ことば」の問題が論議されて
い」るとし、「身近な日常生活のなかから、
ことばの問題を掘り起こ」そうとする。

　話せア・ゴー・ゴー

臼井吉見氏　戦後、話す能力が伸びたと
よくいわれます。これは一応認
めてよいと思うんですが、その
プラス、マイナスとなると、な
かなか議論がわかれるんでしょ
うね。

田中澄江さん　友だちの集まりなどで
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も、戦前お話にならなかった方
が、たいへんよくお話になりま
すね。

大岡昇平氏　テレビやラジオが発達し
て、話すことを記録する習慣が
できた。この影響は大きいんじゃ
ありませんか。

臼井　昔、いなかへ行って、小学生に
道なんかきいても、ウンともス
ンともいわなかった。近ごろは、
答えられない子供はありません
よ。それから結婚式の若い連中
のあいさつがじつにうまい。

大宅壮一氏　みんながタレントになりま
したね。文学とか文章というも
のから、解放されたんじゃない
かな。

柴田武　やはり、自由なふんいきの時代
になったことが、大きいんじゃ
ありませんか。それから学校教
育で、話し方技術がカリキュラ
ムのなかにはいってきた。だが、
自分のほんとうの話し方を身に
つけるところまでいかない。タ
レントになったが、それがみん
なテレビやラジオのまねなんで
すね。

大宅壮一（評論家）、柴田武（東京外語大学教授・

言語学）、大江健三郎（作家）、臼井吉見（評論

家）（司会）、大岡昇平（作家）、田中澄江（劇作

家）、大野晋（学習院大学教授・国語学）「新年

特集　対談と座談会：あなたの「ことば」わた

しの「ことば」　毎日ティーチン̶̶子供の会話

と戦後の流行語」『毎日新聞』1966年

１月３日　東京朝刊　p.18

　「話す能力」が発揮されるポイントは
二つに整理される。一つは、「戦前お話
にならなかった方が、たいへんよくお話
になりますね。」と田中澄江が報告する
とおり、話す頻度、話す量が増えた、と
いう点。臼井吉見は、同じ徴候を指摘し
つつも、「結婚式の若い連中のあいさつ
がじつにうまい」と、もう一つのポイン
トを提示する。すなわち、ことばを操る
巧みさである。よく話すこととは、たく
さん話すことであり、うまく話すことで
もある。それをふまえて柴田武は、よく
話すことが、「自由なふんいきの時代に
なったこと」と連動していると指摘する。
　大宅が言及するとおり同記事では、話
すことは、書くことと対比されている
67。書くことに比べて話すことは、「タ
イミング」が問われることに象徴される
ように、即応性を要しがちである。また
会話では即応性のあることばのやりとり
が、そのときその場の「ふんいき」や、
先に「かっこいい」インタヴュに見たよ
うな「ムード」をつくっていく。つまり、
「自分」の発話が、いやおうなく「自分」
が居合わせる「いま・ここ」に影響し、「自
分」たちが生きる時空間を切り開いてい
くという点で、話すことは書くことに比
べて、いわば主体性の契機をより強くは
らんでいる。だから柴田の見解を展開さ
せるならばひとびとは、「自由なふんい
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きの時代になった」からよく話すように
なったと同時に、よく話すことのなかで
「自由なふんいき」をつくっていったの
ではないか68。
　ただ「流行語の流行」が、「テレビ語」
のまねをモチヴェイションにふくんでい
たのと同様に、話すことそのものの普及
にさいしても「テレビやラジオのまね」
が機能している。したがって「自由なふ
んいき」とともによく話すようになった
からといって、「自分のほんとうの話し
方」で話しているわけではないと柴田は
主張する。話すことは書くことにくらべ
て、「いま・ここ」を切り開くという意
味で自律的な行為であるが、たぶんに他
律的でもあることになる。

大岡　いまの若い人たちが、むやみと
早口でペラペラとしゃべるのは、
自分の伝えるべき内容を尊重し
ていないからじゃないかな。と
にかく何かいってしまえばそれ
でいい･･････そんな傾向を感じ
ますよ。

臼井　では若い世代の話し方を実際に聞
いてみましょう。

　（ここで三つの録音を聞いてもらった。
そのうち石原裕次郎ファンの“裕ちゃん”
礼賛の一部を紙上録音してみると）
――（中略）――
女の子A　会いたい　と思う、最高にね。

昨年なんか裕ちゃんファンだっ
たのよ。そいでねェ、写真なん

かぜんぶ買い集めたことある。
いまでも残ってんのよォ、いま
だって好きだけどね、夜なんか
最高に夢みちゃう。

――（中略）――
臼井　「最高に夢みる」というのはどう

もゼンマイがゆるんでますな。
大宅　まずことばありという感じです

ね。水道のセンが出っぱなしの
ようで･･････。考えずにしゃべ
るというか、ただことばだけ自
動的に動いているという感じが
ありますね。

柴田　最高ということばは既製服でしょ
う。レディーメードで、自分の
ことばになっていないのじゃな
いですか。

大岡　「最高に夢見ちゃう」という使い
方は、非常にクリエーティヴで、
僕は口調から察して、これはお
もしろいと思ったのです。しか
しこのひとが使う以外、ほかに
使い道のないところはことばの
無政府状態ともいえるが･･････。

大宅壮一（評論家）、柴田武（東京外語大学教授・

言語学）、大江健三郎（作家）、臼井吉見（評論家）

（司会）、大岡昇平（作家）、田中澄江（劇作家）、

大野晋（学習院大学教授・国語学）「新年特集　

対談と座談会：あなたの「ことば」わたしの「こ

とば」　毎日ティーチン̶̶子供の会話と戦後の

流行語」『毎日新聞』1966年１月３日　東京朝刊　

p.18
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　「むやみと早口でペラペラとしゃべる」
とき、話すことは書くことに比べて、む
しろ反省が介入する間がなく、ことばを
選ぶ余地がすくない。その結果、ことば
がことばをひきこむような、「ただこと
ばだけ自動的に動いている」かのような
機械的なふるまいとなる。つまり話すこ
との即発性は、いっぽうで話す者の自律
性と重なるが、たほうで、いわばことば
の自律性に沿っているともみなされる。
ことばの自律性は、話す者にとっては他
律性となって現れる。そのことを柴田は、
「最高ということば」が「既製服」で「レ
ディーメード」で、「自分のことばになっ
ていない」と具体的に指摘する。ここで
柴田が「最高」という単語自体をレディー
メードだとするのは、「最高」が当時の
一つの流行語であることを前提としてい
る69。だから、ここで柴田が言いたいの
は、「最高」ということばは、ほかの既
存のことばと同様に「女の子A」がつくっ
たものではない、というよりはむしろ、
当時の若者たちがよく使うことばだとい
うことである。けっきょくは「最高に夢
見ちゃう」というフレイズに見られるこ
とばの自律性もまた、「テレビやラジオ
のまね」に基づいていて、テレビやラジ
オでよくきくことばに端を発しているに
すぎないと、柴田は見る。
　それに対して大岡は、「「最高に夢見
ちゃう」という使い方」が、「クリエー
ティヴ」で、「このひとが使う以外、ほ
かに使い道のない」と、むしろその新奇

さ、独自性を指摘する。大岡が「最高に
夢見ちゃう」を、「口調から察して、こ
れはおもしろいと思った」とする点に着
目したい。つまり大岡にとって「最高に
夢見ちゃう」がクリエーティヴであるの
は第一に、単語の組み合わせの妙のみに
よってではなく、「女の子A」のあ

・

る
・

発
話の「口調」、すなわち音によってであ
る70。すでに見たように、「流行語の流
行」においては、「発声法」や「身ぶり」
を手がかりにした感覚上のミメーシスが
機能していた。じっさいに「最高に夢見
ちゃう」がどのような「口調」で発声さ
れたかは紙面上ではわからないし、なに
かに似ていたのか、あるいはなににも似
ていなかったのかは、わからない。しか
し大岡に即せば、女の子Aの発話は、と
りわけ感覚上の効果をともなうしかたで
発声された。その点で、「最高に＋夢見
る」といういわゆる破格のことばは、構
成的意識に基づいてつ

・

く
・

る
・

のではなく、
「女の子A」がみずからの「口調」に導
かれた結果生

・

じ
・

る
・

、と見ることができる。
「最高に夢見ちゃう」と発

・

す
・

る
・

こ
・

と
・

の
・

う
・

ち
・

で
・

、当のフレイズが統語論上の連なり
においてと同時に、意味論上の連なりに
おいて破綻をきたし、その結果、たまた
まことばの新奇さに連なるという意味で
のクリエティヴィティが達成されたとい
うことだ。
　だから、「最高に夢見ちゃう」が「レ
ディーメード」か「クリエーティヴ」か
という柴田と大岡の対立は、擬似的な対
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立であって、いずれの主張においてもそ
の根幹には、よく話すことがよくきくこ
とと連関しているという見ぬきがある。
ただ、あたかもこ

・

と
・

ば
・

が
・

話
・

し
・

て
・

い
・

る
・

かの
ようによく話すことは、柴田の言うよう
に逐語的にことばを引用することだけで
はなく、大岡が示唆するように、ことば
の使用それ自体を感性化していくという
契機を含んでいる。「テレビやラジオの
まね」は、ヴォキャブラリィや話すスタ
イルを変容するのみならず、話すという
行為それ自体の構造を変性させ、話すと
いう行為が生きること全体においてもつ
意義を変革していく。一言で言えばそれ
は、話すことのパフォーマンス71化であ
る。
　ラジオは、たんにきくものであるだけ
ではなく、きくことを促進する。テレヴィ
はそれにくわえ、たんに見るものである
だけではなく、見ることを促進する。ラ
ジオ、テレヴィか

・

ら
・

流れる音や映像に対
して視聴者は、とりわけ耳をかたむけ、
目をやる。それは、そもそも当の映像や
音がラジオ、テレヴィから流れるからで
ある。言いかえれば、ラジオ、テレヴィは、
きくためにきく、見るため見ることをう
ながす。よって「若いひとたち」は、ラ
ジオやテレヴィを通じて、そこから流れ
るだれかの話

・

し
・
72を、きくこと、見るこ

と通して、モニタリングする。大事なの
はこのとき、二重のモニタリングがおこ
なわれていることだ。ラジオ、テレヴィ
から流れる音や映像は、メディアの特性

に沿うしかたで、そもそも視聴者が耳を
かたむけやすいように、目をやりやすい
ようにつ

・

く
・

ら
・

れ
・

て
・

もいる。
　たとえばラジオの職業的な話し手は、
ラジオで話すさいに、きくことを誘うよ
うに話す。自らの話しが、どのようにき
かれるかを想定して話す。端的に言えば、
ラジオの話し手は、自身が話しているの
をきくというしかたで、セルフ・モニタ
リングする。つまり、ラジオの話し手の
話しは、きくためにきくというきき手の
スタンスに対応するしかたで、話すため
に話すというパフォーマティヴな側面を
たぶんにもっている。その結果、ラジオ
のきき手は、ラジオの話し手のセルフ・
モニタリングをモニタリングすることに
もなる。話し手の話しを、話すために話
すというパフォーマティヴな側面ごとモ
ニタリングするわけだ。さらに、ラジオ
の話し手の話しは、それがラジオからき
こえること自体によってとりわけ公共性
を獲得し、ときに権威づけられ、なすべ
き話し（かた）であるという規範性をも
獲得する。つまり、モニタリングされる
と同時に、モデリングされてもいる。し
たがって「テレビやラジオのまね」とは、
構造上、そうしたメディア上の二重のモ
ニタリング、かつモデリングを含んでい
るのではないか。きき手が「まね」によっ
て文字どおり学ぶのは、特定の話し手の
話しかたである以上に、セルフ・モニタ
リングという行為のかたちである。すな
わち、自らの話しを、他人の話しをきく
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ようにきくこと、である。
　話すために話すというパフォーマンス
は、自らが話すことの内で、き

・

く
・

と
・

お
・

り
・

に
・

話
・

し
・

、話
・

す
・

と
・

お
・

り
・

に
・

き
・

く
・

、という循環
構造をともなって実現される。だから、
「若い世代の話し方」にまつわる自律性
と他律性のアンチノミーはそもそも、こ
とばをきくこととことばを発すること
の、切り離しにくさに端を発していると
言える。つまり、自らが発することばを
ききつつことばを発するとき、ことばを
発するその発しかたは、ことばがきこえ
るそのきこえかたに導かれ、支えられて
いる。したがって、ことばを発したいよ
うに発するという自律性それ自体に、こ
とばがそ

・

の
・

よ
・

う
・

に
・

きこえるという、発話
者にとっての他律性が侵入している。た
ほうで、ことばがきこえるそのきこえか
たは、ことばの発しかたに基づいている。
つまり、ことばがきこえるとおりにきこ
えるという他律性それ自体に、ことばを
そ
・

の
・

と
・

お
・

り
・

に
・

発するという自律性が入り
こんでいる。
　むろんこうした循環構造は、話すこと、
きくこと全般にまつわる構造であり、戦
後にひとびとがよく話すようになるとい
う歴史上の情況に特化して見いだされる
わけではない。しかし、「よく話すよう
になったこと」は、すくなくとも第一に、
話すために話すこと、きくためにきくこ
とと連動しており、すなわち、話すこと
ときくことのパフォーマンス化とともに
あった。同時に第二に、話すことときく

ことの相互浸透を促進した。話すことの
なかにきくことが、きくことのなかに話
すことがよりよく浸透するとき、自身が
話すときにきき手になり、自身がきくと
きに話し手になる。つまり、話し手とき
き手が重なりあう。
　その結果、ことばによるコミュニケイ
ションにおいて、発話行為73全体をとら
えるために感覚がよりよくはたらく。さ
らにそれだけではなく、もっぱら感覚作
用を通してコミュニケイションが成り立
つという傾向さえもが生じるであろう。
たとえば「自分の伝えるべき内容を尊重
していない」としても、「とにかく何か
いってしまえばそれでいい」というしか
たで。したがって、戦後ひとびとがよく
話すようになったことの内実の一つは、
感覚作用を軸にして通じあうというコ
ミュニケイションの時空間がひらけたこ
とであると言える。そうした情況を「み
んながタレントになりました」74と、同
記事で大宅は言い表す。話すことがパ
フォーマンス化するこうした情況のなか
で、「流行語の流行」は起こり、冒頭の
インタヴュ記事「かっこいいやつら」の
「遊びのムード」は生成している。そし
て「かっこいい」ということばもまた、
よりパフォーマティヴに機能する当時の
流行語の一角を担っていた。

　「お父さんエッチね」突然、小さい末
娘にこういわれて、どぎまぎした父親に、
小学生の息子がこういいました。「そん
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な時は、ガチョンっていって、カッコよ
くひっくりかえるんだよ」̶̶ある家庭
の一コマです。

「歳末特集：流行語からみたこの１年」

『毎日新聞』1963年12月31日　東京朝刊　８面　

１段　

　「チートモ知らなかった」「ガチョン」
「かもね」「そのようよ」「お呼びでない」
「まとめて面倒みたよ」「アタマにくる」
「こりゃしゃくだった」「イカス」「カッ
コいい」̶̶以上が、彼女たち（＊共立
女子大短大文科（国文専攻）の今年の新
入生）の口をついてでる流行語ベスト・
テン。
　＊は春木が挿入。

「（80）流行語＿みんなで考えよう」

『朝日新聞』1964年７月19日　東京朝刊　19面　

１段

　こうしてテレヴィ番組出自の流行語と
並置される「かっこいい」はしかし、自
身の出自を特定のテレヴィ番組に汲むと
いうわけではない。ひいてはラジオ番組、
小説やまんがなどの作品、あるいは舞台
でのパフォーマンスから生まれたという
わけでもない。クレージーキャッツの番
組（『おとなの漫画』（フジテレビ、1959
－1964年）、『シャボン玉ホリデー』（日
本テレビ、1961－1972年、1976－1977年）、
『素敵なデイト』（日本テレビ、1963年））
で多用され流行したという指摘75があ
り、クレージーキャッツの番組の脚本を

担当していた青島幸男の「造語」だとい
う指摘76がある。が、いずれも後年の指
摘であり、その根拠が明示されてはいな
い。1961年３月にはすでに「かっこいい」
の流行を前提とした議論がある77ことに
鑑みれば、流行の発端を1960年前後であ
ると見つもることはできる。よって当時
の多くの流行語と同様に「かっこいい」
は、特定のメディア（とくにテレヴィ）、
ひいてはメディア上のコンテンツ、ある
いはパーソナリティを通して普及した側
面はある。ただ、ことばの発生（発案）
と流行は別の事象であり、流行の起点が
出自と重なるとはかぎらない78。かりに
特定のメディア（人）を起点にして発生、
あるいは流行していたのだとしても、す
くなくとも言えるのは、1960年前後当時
において、「かっこいい」を即座に固有
名に結びつける認識（たとえば、後に見
る「いかす」＝石原裕次郎、というよう
に）が成立していないことである。つま
り「かっこいい」は、個々の発話において、
いわば発話者のモデルの顔が見えないこ
とばであった。この点こそが、咲いては
散っていく「芸能珍語」を尻目に「かっ
こいい」が、「流行語の流行」という現
象の範囲にとどまらない、強靱で広汎な
普及力をもつにいたる要因の一つではな
いかと予想しうる。
　あたかも冒頭のインタヴュ記事の「遊
びのムード」につられて、「流行語」の話、
「話すこと」の話へとまさに「脱線」し
たが、「かっこいい話をするんだったね」
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ということで、当のインタヴュ記事に戻
ろう。

第４章　「かっこいい」の学び
――発話行為と内包の相互浸透

　先のインタヴュ記事に続く「平凡かっ
こいい教室　流行に強くなる方法」は、
「かっこいい」という「コトバ」を使う「方
法」を具体的に指導する。

　1　コトバ　かっこいい発音の方法
････髙橋英樹79

　まず発音からいきましょう。ものごと
は基本がたいせつです。さア、口のまわ
りをうごかして準備運動をしてくださ
い。
　かっこいい̶̶これをスナオに発音し
たのではぜんぜん魅力なし、リズムとア
クセントがこの新語をつかうにあたって
のポイント。文字にあらわせば、
　か（ここでチョンときる）
　こ（コとクのあいだの音

おん

）
　いい（これは前のコとつづけて発音す
る。）
　ハイ、かっこいい・・・・どうです、
できますか？アクセントは『カ』の部分
でつよく、コはやや音階は低いが力づよ
くしてください。これをおぼえて練習す
れば、あなたはすかさず上達するでしょ
う。
　さて、これを実際につかうのはどんな
ときでしょうか、この意味は尊敬するセ

ンパイ石原裕次郎先生ご愛用の『イカス』
とおなじですから、そのツモリでつかう
こと。
　「あれをみろヨ、イカシてるな」は、
　「あれをみろヨ、かっこいいナ」とな
るわけ。ただ感情をもりあげるときは、
アクセントをつよくするという利点があ
ります。
　流行語をつくるのがはやい芸能界で
は、かっこいいにつづいて『絶頂だナ』
がはやくも流行のキザシをみせていま
す。これは「サイコウ」という意味です。
　また、ズバリそのもの80のときは、パ
チンと指をならして『ピタリゲン本舗』
と、タイミングよろしく発音すれば、会
話はこのうえもなくたのしいムードにつ
つまれるでしょう。

　＊挿入図キャプション　『かっこいい』
が口ぐせになった日活ホープの髙橋英樹
さん
「特集　かっこいい野郎ども　平凡かっこいい教

室　流行に強くなる方法」『平凡』18（３）　マ

ガジンハウス、平凡出版株式会社、凡人社著　

マガジンハウス編　マガジンハウス1962年３月　

pp.76－77

　いくぶんか扇情的なこの記事はそれで
も、「発音」と「タイミング（使用のコ
ンテクスト）」という、まさに流行語で
ある「かっこいい」の二つの要点を押さ
えている。
　髙橋英樹の発音指導を総合すればその



26 特別論文　「かっこいい」は、カックイイ——「流行語の流行」と、感じることばの生成

「発音」は、「カックイー（カックイイ）」
という、流行時の文献にしばしば見られ
る表記81と重なる。当の発音が厳密にど
れだけ浸透していたかは別として、とり
わけ音に敏感な作家たちが言及している
とおり82、すくなくともことばを使い慣
れた若者たちの発音は、「かっこいい」
という表記そのままからはギャップのあ
る「リズム」と「アクセント」を含んで
いたと言える。さらに、当時流行して
いた文字表記のさいのカタカナ化83もま
た、文

も じ づ ら

字面と音という感覚的側面を強調
するという点で、オトノマトペ化の一翼
をになう。
　同じく冒頭（本論文p.7）の引用文中
から例にとれば、「シビレるわア！」、「ト
サカ」、「ビテイ骨」、「テッテイテキ」、
そして、「カッコイイ」。言うなれば、わ
ずか1500字ほどの記事に見いだしうる
「かっこいい／カッコイイ」という表記
ゆれが孕むオルタナティヴィティこそ
が、このことばの特質を示している。つ
まり「かっこいい」は、「恰好がよい」
という語源に基づいて分析しうる内包を
もちつつも84、「カッコイイ」というカ
タカナ表記がことさらにその文字面と音
とを強調することに象徴されるように、
当の内包をなおざりにしもする。
　つまり「平凡かっこいい教室」の指導
が煽るとおり、「かっこいい」もまた、
当時の流行語とともに、たぶんに言うが
ために言うことばであった。その使用に
さいしては、自らが発することばをき

・

く
・

態度、言いかえれば、シニフィアンを重
視する態度が、無意識にであれはたらい
ている。その結果、シニフィアンとシニ
フィエの相互浸透を通してことばの「意
味」がかたちづくられていくことを、森
茉莉のつぎの自虐的な吐露は、教えてく
れる。

　･･･（カッコイイ）といふ言葉は全く
カッコイイコトバで在る。（カッコイイ）
は、洒落てゐるとか、勇ましいとか、強
いとか、何かがうまいとか、いやな奴を
うまくやっつけたとか、あらゆる場合に
広大無辺につかはれてゐて、代替、小気
味いい、といふやうな意味に使はれてゐ
るやうだ。
　私は現代の子供や若い人の言ふやう
に、「カッコイイ」と言ってみたくて言っ
てみたが、どうも私が言ふとカッコよく
ないので、注意して彼らの発音をきいて
みたところ、彼らは「カックイイ」と発
音してゐた。

森茉莉「カッコイイ　ぴったりくる言葉」

『展望』125号　筑摩書房　1969年５月　p.12

　「（カッコイイ）といふ言葉は全くカッ
コイイコトバで在る」という文筆家一
流の言いまわし85は、厳密にはトートロ
ジーではない。つまり、オノマトペや「ア
チャラカ」にかんしてすでに見たような、
シニフィアンの再帰的な指示作用の表現
とは異なる。森は端的に言えば、（カッ
コイイ）は（カッコイイ）、ではなく、（カッ
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コイイ）はカッコイイ、と説くからだ。
かっこ付きの「（カッコイイ）」を、かっ
こ抜きの「カッコイイ」が、述語づけて
いる。
　「言ってみたくて言ってみた」という
森の試みのプロセスは、こうだ。まず、「現
代の子供や若い人の言ふやうに」発話を
モデリングするが、セルフ・モニタリン
グの結果、「私が言ふとカッコよくない」
というネガティヴな気づきを得る。つい
で再度「彼ら」をモニタリングし、「カッ
クイイ」という発音を発見しつつモデリ
ングする。着目すべきは、森が、モニタ
リングにさいして、「平凡かっこいい教
室」のことばを借りれば「かっこいい発
音」をおのずと求めていたということだ。
言いかえれば森は、モデリングの基準自
体に「カッコイイ」という価値を据えて
いる。つまり森にとって、「カッコイイ」
は、「カッコよく」発音されるべきであ
る86。はたして「カックイイ」はカッコ
イイ、ゆえに「カッコイイ」の発音のモ
デルたりえるわけだ。
　しかし、「カックイイ」という発音が
カッコイイのは、「カッコイイ」の内包
自体がそもそも、「カックイイ」という
発音によってかたちづくられているから
であるとも言える。つまり、森はおそ
らく、「カックイイ」という発音を含む
発話行為のありかたからも、「カッコイ
イ」とはどういうことであるかを学んで
いる。たとえば森は、「代替、小気味い
い、といふやうな意味」というしかたで、

「カッコイイ」の内包をとらえている。
具体的に代入して言えば、「カッコイイ」
は「小気味いい、といふやうな意味」で
あるから「カッコイイ」の発音（「カッ
クイイ」）は「小気味いい」響きになる
ように練られていくが、逆に、「カック
イイ」という発音が「小気味いい」から
こそ、「カッコイイ」は「小気味いい、
といふやうな意味」を備えるようになる。
ことばの内包が、発話のしかたと相互浸
透しているということだ。
　たほうで森はひとり奇特に、「「カッコ
イイ」と言ってみたくて言ってみた」と
いうわけではない。そもそも「現代の子
供や若い人」もまた個々に、たがいに、
モニタリングとモデリングをおこなうこ
とで、ときに「平凡かっこいい教室」の
ようなメディア・コンテンツに学びつつ、
おそらく「カックイイ」を習得していっ
た。たとえば、「かっこいい教室」に先
立つ「特集　かっこいい野郎ども」のイ
ンタヴュ記事は、もともと「かっこいい
野郎ども」のおしゃべりの記録ではない。
「大いに「かっこいい」オシャベリをした」
というふるまい（パフォーマンス）にお
いて、その場で「かっこいい野郎ども」
たりえている三人の、文字どおり「「かっ
こいい」オシャベリ」87の生成現場のリ
ポートであると言えるであろう。そこで
は、「かっこいい（カックイイ）」という
音がかっこいい、「かっこいい」という
ことばがかっこいい、という森の洞察の
延長線上で、「かっこいい」ということ
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ばを使うことがかっこいい、ひいては、
「かっこいい」がとび交うコミュニケイ
ションの時空間がかっこいい、という構
造が見出される。発話行為をめぐるさま
ざまな次元が、ことばの内包のかたちと
照応しつつ、フラクタルを成す。「かっ
こいい」と発することで、かっこいいコ
ミュニケイションの時空間をつくり出し
つつ、そこに参加することで、「かっこ
いい」という性質にあずかることができ
る。「かっこいい」と言うがために言う
ことの意義は、そこにある。したがって
「かっこいい」のパフォーマティヴな使
用は、たえずコンスタティヴ88な使用を
巻きぞえにする。森の試みと洞察は、そ
うした「かっこいい」コミュニケイショ
ンの構造を、あらためてなぞりつつ、浮
き彫りにしてくれる。

第５章　音と表現――簡便さと
コミュニケイション

　「かっこいい」と発することがかっこ
いい、ゆえに「かっこいい」と発する。
一見トートロジカルなパフォーマンスに
おいてしかし、ことばの音と内包が支え
あう。そのとき必要なのは、自分が発す
るものであれ、他人が発するものであれ、
「かっこいい」ということばをき

・

く
・

とい
う契機である。「かっこいい」というこ
とばは、きかれるにつれ、すなわち、感
じられるにつれ、その内包を充実させて
いくのではないか。そうした示唆を、園

部四郎のつぎの指摘は含んでいる。

　流行語の「ぐっといかす」とか「アジャ
パー」は漢字では書けない。これは「字
感」ではなく、純然たる「音感」である。
「ほんとう」という言葉が若い人の間で
さかんに使われている。そのときどきの
感じで語尾の抑揚が自由にかわる。「ま
あ、さようでございましたか」とか「そ
んなことがあったのか」というかわりに
「ほんとう」でかたづけることができる。
「オッス！」というあいさつも、ちょっ
とヤクザめくが若い仲間のあいさつとし
ては実感のでる簡潔なひびきだ。「てん
で頭にきちゃった」という言い方なども、
いかにも直感的で実感がでている。
　感覚的にピチピチしたひびき、簡潔で
直観的̶̶これが流行語の魅力であり、
同時にまたここにこそ生きた日本語の生
命があると私はおもう。だから流行語で
あってもこうした条件をそなえている言
葉は、むしろ新しい日本語として生きつ
づけるだろう。
　園部四郎（評論家）「生きた日本語と流行語　
実感のこもるひびき　生きつづける言葉の条件

＿学芸」『朝日新聞』1964年９月９日　東京朝刊　

11面　５段

　「音感」がそのことばの意味をになう
流行語には、「抑揚」しだいで「そのと
きどきの感じ」、すなわち、使用者と使
用の状況に応じた「実感」をこめること
ができる。ここで園部が語る「字感」と
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「音感」の対比は、「漢字で」書けるか
書けないかという対比を貫きつつ、「書
く言葉」と「話す言葉」の対比に連ね
られている89。日本語において「書く言
葉」は、「漢語」に根ざすしかたで「様
式化」、ひいては「形骸化」の途をたど
り、「生命」を失った、と園部は考える。
ここには、反復し、固定する書

エ ク リ チ ュ ー ル

きことば
と、それに対して、差異を生み、変化す
る話

パ ロ ー ル

しことばという図式があるであろう
90。園部が「言魂（ことだま）」とも言う「生
命」とは、話しことばの「そのときどき」
ごとの「音感」に基づいて新たに生成す
る意味のことだ。書きことばもまた、手
書きであれ、印字であれ、「そのときど
き」の書

エクリチュール

記行為は多様でありうる。し
かし、書記はたえず筆

エクリチュール

跡に還元され、
文字どおり痕跡でしかなく、話しことば
の写し（シニフィアンのシニフィアン）
にすぎないとみなされる91。また同時に、
そのことによってこそ、読まれる。その
過程で、筆跡はそれ全体が余剰の体

てい

をな
す。たほうで話しことばは、それ自体シ
ニフィアンであり、シニフィエへの従属
を免れえないが、両者は相互に触発する。
ある発

パ ロ ー ル

話行為それ自体の内からシニフィ
アン（の組み合わせ）が分化しうる余地
がある。
　すでに見たように森茉莉は、「カッコ
イイ」の異なる発話、すなわち「私が言
ふ」「カッコイイ」と「現代の子供や若
い人の言ふ」「カックイイ」を聞き分

・

け
・

る
・

。しかもそれらをふたたび、文字どお

り「カッコイイ」と「カックイイ」とい
う（二つのシニフィアンにそれぞれ従属
しつつ、それら二つのシニフィアンの差
異を明確にしもする）二つの書きことば
に差異化するかたちで還元する。むろん
その時点で、「カッコイイ」の発話が生
む「そのときどきの」差異性は、「カッ
コイイ」と「カックイイ」というたった
二つの書きことばの同一性にふたたび回
収され、閉じこめられてしまう。が、す
くなくとも言えるのは、「カックイイ」は、
まずは「音感」において、「カッコイイ」
から差異化されるかたちで生まれている
ということだ。
　原理上、二つとして同じ発話はない。
弾んだ「カァーックウィー」、かん高い
「カッコイィィィィッィー！！！！」、う
なるような「･･･かっこいぃ ･･･。」、棒
読みの「かっこいい。」、と、ここではあ
くまで書きことばに還元するしかたでし
か表せないが、発話は、書きことばにな
ぞらえて言うならば、無際限の「表記ゆ
れ」をはらむ。これはあらゆることばに
おいて通用する原理である。ただ園部の
言うように当時の流行語が、発話がとも
なう「音感」に依拠してその意味作用を
差異化させる傾向が強いとすれば、その
意味は空虚どころではなく、あるいは「ナ
ンセンス」でもなく、むしろ豊かになり
うる余地がある。じっさいに「かっこい
い」と発することは、むしろよりよい「表
現」の手段たりえるのだと、当時の流行
語の「支持」者は語る。
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　「流行語絶対支持」を表明人の中に北
九州市のBG吉田希代子さん（二五）が
ある。
　「カッコいい、なんて、とっても便利
なことばだわ。いまの流行語というのは、
私たちの考えていることをズバリ表現す
るのに必要不可欠よ。大体、日本語とい
うのは書き言葉本位で、話し言葉は虐待
されてたでしょう。だから、グッとくる
話し言葉がなかった。流行語を新しい日
本語として、どんどんはやらしちまいま
しょうよ」ときた。
「（80）流行語＿みんなで考えよう」『朝日新聞』

1964年７月19日　東京朝刊　19面　１段

　「簡潔」、「直感（直観）」、「実感」は、「便
利」、「ズバリ」、「グッとくる」へ。まさに、
「評論家」園部の書

エ ク リ チ ュ ー ル

きことばが織りなす
用語は、当時の一「BG（ビジネス・ガー
ル）」吉田の話

パ ロ ー ル

しことばによってつぶさ
に変奏されている。「カッコいい」が「便
利なことば」92であるのは、「表現」機
能がすぐれているからだ。吉田によれば、
「カッコいい」をはじめとした流行語は、
たとえば「私たちの考えていること」と
いう、ことば自身とは別のなにかを「ズ
バリ表現する」。「ズバリ」もまた戦後に
よく使われたまさに表現であり93、直接
性、あるいは適合性を指示する。ここで
はすなわち、「表現する」ことばと、表
現される「私たちの考えていること」が、
過不足なく一致しているという事態を意

味している。そうした一致は、ことば自
体が（園部いわく）「簡潔」であり、「短
い」94からこそ成立しやすい。その意味
で、流行語の「表現」機能には、あるミ
ニマリズムが作用している。だから「ズ
バリの言葉」は、「簡素化」と「合理化」
を内包していると、たとえばつぎの記事
は示唆する。

　たとえば、青年がおとなに就職を依頼
したとする。昔なら「考えておきましょ
う」という返事は、えん曲な拒絶のしる
しとして受けとるべき言葉だった。とこ
ろが、いまの青年は「考えておきましょ
う」といわれたら、だめだとわかるまで、
何回でも催促する。

ズバリの言葉が
　この話でもわかることは、現代の青年
は、ズバリ、端的にわかる言葉を歓迎し
ているように思われる。よくいえば、言
葉の簡素化、合理化の道を進んでいるの
だと言えなくもない。

「［若ものと言葉］　日常語化している陰語」

『読売新聞』1966年５月22日　朝刊　p.22

　「現代の青年＝若もの」の言語使用は、
「えん曲」を知らず、いわば言外の補足
説明をすることなしに「一語でズバリい
いあてている」95という直接性を志向す
る。だから「流行語」は、「絶対支持」
者にとっては、最低限の文字数（音数）
で、しかも誤解なく「考えていること」
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が伝わる、ストレイトであるゆえにスト
レスレスなコミュニケイションを実現す
るツールである。ところが、記事はこう
続ける。

　だが、こんなのは困る。ある大学教授
が、よその学生から突然講演を頼まれた。
暇がないといって断ると「じゃあ先生、
だれかほかの人を紹介してください」と、
食いさがられた。紹介してくれるのが当
然という口ぶりだったそうだ。言葉の簡
素化、合理化の背後にある青年の合理主
義なるものが、実はゆがめられた自己中
心主義に近いものであることを、この話
は物語っていないか。

「［若ものと言葉］　日常語化している陰語」

『読売新聞』1966年５月22日　朝刊　22面

　「言葉の簡素化、合理化」はけっきょく、
「私たちの考えていること」を共有して
いる、まさに「私たち」のあいだでしか
達成されない。そこにおいて「便利なこ
とば」、「ズバリの言葉」を用いるさいの
快感は、スムースにコミュニケイション
が運ぶかどうかに依拠しているのであっ
て、そのつど「考えていること」が伝わっ
ているかどうかは実質上問題ではない。
だからスムースにことが運ばないとき、
「青年」は、ただ自分の「考えているこ
と」を、「順序立てて、理づめに発言す
るのでなく、即物的、感覚的に表現する」
96。つまり、流行語に彩られたコミュニ
ケイションにおいては、あることばを別

のことばで言いかえるという動機がとぼ
しい。そこでは「言葉を思考表現の重要
な手段としてではなく、なにか便利な符
号」97のように用いるからである。そう
したことばの使用は、あらかじめ説明不
要、説得不要のコミュニケイションの相
手を前提としている。それは、「流行語」
のみならず、専門用語や、略語など、ま
さに記事のタイトルにある「陰語98」の
特質である。「陰語」は、特定のコミュ
ニティ内でのコミュニケイションを効率
化し、そのぶん、当のコミュニティに所
属しない者を疎外する。

　テレビのコッケイ番組を見て感じるこ
とだが、近ごろのいわゆる流行語なるも
のは、なかには必要から生じたと思われ
るものもあるけれど、だいたいはおもし
ろ半分に言葉をヒネくりまわし、それで
人の神経をくすぐるという目的から発生
している場合が多い。これは笑いを提供
する手段として、流行語の表現を借りる
なら、まさに最低である。̶ （̶中略）̶ ̶
　いわば最低の感覚から生まれた言葉が
流行語になるのは、最低の感覚にたわい
なく影響されるような頼りない感覚しか
もたない証拠である。おかげで、このご
ろの若い人たちが集まって話し合ってい
るのを聞いていると、ただガヤガヤとい
う耳ざわりな音声が聞こえるだけで、意
味をつかめないというおとながふえてい
る。地方語のほかに世代語とでもいうほ
かない種類の言葉が現われ、世代が異な
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ると、言葉まで通じないことになりそう
である。
「社説：なんとお粗末な流行語」『毎日新聞』

1962年３月２日号　東京朝刊　３面　３段

　こうして「流行語」という「陰語」は、
特定のコミュニティの内部では、その簡
便さによってすぐれた表現機能をほこる
コミュニケイション・ツールであり、同
時に、コミュニティの外部では、むしろ
表現機能の乏しい、無意味なノイズのよ
うにきこえるというアンビヴァレンスを
備える。「流行語」という「陰語」を機
能させるコミュニティは、先の記事中の
ことばで言えば、「このごろの若い人」
と典型的には総称されるひとたちよって
形成される。したがって流行語を使うこ
とは、そう呼ばれる特定のコミュニティ
に所属することを、あるいは所属しよう
とすることを、無意識にであっても含む。
こうして流行語がコミュニティの構築を
ともなうコミュニケイションのツールで
あるという点から言えば、戦後の子ども、
若者たちが主たる担い手である流行語の
パフォーマティヴな発話の意義をつぎの
三つに整理することができる。
　一つ目は、それを機能させるコミュニ
ティへの所属の表明、あるいは所属の自
己確認である。「みんなの使っている流
行語を使えない、というのは、子どもに
とって恥ずかしいこと」99でもあり、そ
のさい流行語は、いわば「グループ用語」
であり、「仲間であることのパスポート

とも言える」100。二つ目は、それを機能
させるコミュニティ内での、発話者の覇
権の顕示、維持、向上である101。ゆえに
「優越感を味わえる」「相手をバカにした
ようなところがあって、ちょっといい気
持になる」102という機能も手伝い、「子
ども同士も、お互いに負けずに使いこな
すことで、仲間意識を強くする」103。三
つ目は、それを機能させるコミュニティ
自体の、それ以外のコミュニティに対す
る覇権の顕示、維持、向上である。典型
的には、流行語の使用は、「いつも上品
で正しいことを要求するおとなに対する
反逆の快感もある」104。さらにたとえば、
「流行語を新しい日本語として、どんど
んはやらしちまいましょうよ」という
BG吉田の「流行語絶対支持」は、これ
も無意識にであっても、「私たち」とい
うコミュニティの覇権を望むことを含む
であろう。そうしたパフォーマンスは同
時に、「私たち」のコミュニティ以外の
コミュニティの疎外、あるいは否定の身
ぶりでもありうる105。ましてや「流行語」
という「陰語」が「日常語化」すること
はしたがって、コミュニティ外の「おと
な」にとっては、「合理主義」ぶった「自
己中心主義」の勢力拡大であるようにも
見えるがゆえに、なかば脅威でもあるわ
けだ。

第６章　「グッとくる」「実感」
のゆくえ——多感なことば
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　「音感」によって「私たちの考えてい
ること」を「ズバリ表現する」「簡潔」
で「便利」な「話し言葉」である流行語。
BG吉田が叫ぶようにそれが「グッとく
る」のは、評論家園部が論じるようにそ
こに「そのときどきの感じ」という「実
感」がこもっているからである。ぎゃく
に「実感」がこもっていると言えるのは、
それが「グッとくる」からである。つまり、
ことばを感じること（ことばの音をきく
こと）と、ことばが表すなにかを感じる
こととが通じあっている。それは、こと
ばの感じ（「音感」）と、ことばが表す感
じ（「実感」）とが、たがいに似ているこ
とを意味する。そのとき起こっているの
は、感じることを軸にした、シニフィア
ンとシニフィエの近接、あるいは、相互
浸透だ。
　そうした事態の典型例が、すでに森に
即して見たように、「カックイイ（かっ
こいい）」はかっこいい、である。つま
り、「カックイイ（かっこいい）」という
ことばの感じ（「音感」）と、「かっこい
い（カックイイ）」ということばが表す「意
味」とが、たがいに似ている106。そのと
き、ことばを感じる（きく）ことが、こ
とばが表すものを構成する。ことばの感
じが、ことばが表すものに浸透する。そ
の結果、ことばが表すものが、程度の差
はあれおのずと、ある感

・

じ
・

（「実感」）で
あることになる。そのうえで、ことばの
感じが、ことばが表すある感じに似てい
れば似ているほど、ことばの感じはその

まま、ことばが表す感じになりかわって
いく。つまり「かっこいい」ということ
ばを感じることが、そのまま「かっこい
い」という感じを感じることに重なるこ
とにもなる。その結果、ことばの感じは、
たとえば「実感のこもるひびき」と呼ば
れるにいたる。したがって、ひびきに実
感がこもるというのは、より精確には、
ことばが、実感を表現すると同時に、実
感を体現しているということだ。こうし
て、シニフィアンの感じがシニフィエの
感じへと、投影されるのではなく、流出
し、あるいは、伝染する。その結果、シ
ニフィエのシニフィアン化が起こり、シ
ニフィエの「実感」、いわば直

・

接
・

に
・

感じ
られるリアリティが構成される。

　その子は、たぶん小学校一年生くらい
であろう。東京都のはずれにある御

みたけ

岳山
で、頂上にいくケーブル・カーの駅で待っ
ていると、彼が父親につられてやってき
たのである。
　しばらくすると、小さな箱車が上から
降りてきて、ぼくたちは乗りこんだ。彼
は、すぐ窓のそばにいって、びっしりと
大木の続いている林をみていた。
　まもなく発車。
　ケーブル・カーは、するすると上昇し
ていく。小さな駅はもちろん、おとなが
二、三人かかっても抱ききれないような
大木も、たちまち下にかすんでいく。そ
のかわりに、山の下の風景が、せりあがっ
てみえてくる。遥かかなたの町や飛行場
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などが、雪ののこった尾根のむこうにみ
えてくる。ぼくたちのように、何度かこ
こへ来ている人間にとっても、見あきな
い眺めである。
　「ああ」と例の子どもは、大声をあげた、
どうやら彼はケーブル・カーにのるのが、
はじめてらしい。感動に身がふるえてい
る。あまり声が大きかったので、みんな
は彼のほうをみた。
　「ああ、かっこういい！」
　車ごと空に舞いあがっていくようなす
ばらしさを表すのに、この流行語はまさ
にぴったりしていた。
　非常な困難、常識のわくをはるかにこ
えたような状態をあらわすのに、「言語
に絶する」という言葉がつかわれる。
　しかし、言葉ではいえない感じという
ものはわたくしたちの生活にはかなりあ
るのである。
　最近の、いわゆる現代っ子たちの流行
語の中には、言葉でいえない感じを表現
しようとしている言葉が多いのである。
　もちろん、流行語を支えるには流行語
だからは

・

や
・

る
・

という条件もあずかって、
おおいに力があるだろう。言葉を生みだ
した奴には、独創性がある。しかし、は
やりだすと、誰でも口真似する。別にそ
れほど実感がなくても使う。昔からあっ
た言葉を、ただ新しいのに言いかえただ
けだ。
　しかし、ケーブル・カーの男の子の
「かっこういい」は、たしかに実感があっ
た。彼がこの言葉にこめているのは、美

しいとか、すごいとか、他のどの言葉に
もいいかえられないことがよくわかっ
た。「かっこういい」は古い、いまはカッ
クイイだとか、そんな言葉のあ

・

や
・

ではな
い。この言葉の中には、相当に複雑な内
容がこめられているのだとぼくたちに納
得させてくるものがあった。
羽仁進『未来っ子誕生：そのビジョンとプラン』

講談社　1963年　pp.210－211

　こうして羽仁もまた、流行語「かっこ
いい（かっこういい！）」に宿る「実感」
を語るが、その叙述は三つの点におい
て、これまでの議論をあたかも集約して
いる。
　一つ目は、「車ごと空に舞いあがって
いくようなすばらしさを表すのに、この
流行語はまさにぴったりしていた」とい
う点。つまり、「かっこいい」というこ
とばが、「すばらしさ」という感じを「ズ
バリ表現」するという、表現機能の高さ
の指摘である。
　ところが二つ目には、やはり「かっこ
いい」は、「言葉でいえない感じを表現
しようとしている言葉」であると言う。
つまり「かっこいい」が「すばらしさ」（と
いうことばで表現しうるもの）を表して
いると言うだけでは、じゅうぶんではな
い。羽仁が、「感動に身がふるえている。
あまり声が大きかったので」と、発話す
る「子ども（彼）」の体の動き、その「声」
の描写を添えていることに注目したい。
すなわち、羽仁の語る「かっこいい」は
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実質、はじめてケーブル・カーに乗った
であろう「彼」の「かっこういい！」と
いうあ

・

る
・

発話である。「かっこいい」が
「すばらしさ」を「ぴったり」と「表す」
のは、「発声（発音）」や「身ぶり」をふ
くむ「かっこういい！」という発話のま
さに感

・

じ
・

が、「言葉で言えない感じ」（「実
感」）というかたちで逆説的に、「かっこ
いい」ということばが表現するものを構
成するからである107。それは言いかえれ
ば、ある発話とともにことばの意味生成
（シニフィエとシニフィアンのかかわり）
が起こるというダイナミックな事態108で
ある。羽仁が言うとおり、「かっこういい」
であるか「カックイイ」であるかという
「あ

・

や
・

」（差異）はここでは問題ではない。
異なるシニフィアンのあいだの「あ

・

や
・

」
に還元されない「あ

・

や
・

」こそが問題であ
る。すなわち、いま・ここで発している
（感じている）「かっこいい」の差異（ほ
かの「かっこいい」との差異）である。
そうした発話ごとの差異化は、発話が起
こるいま・ここの差異化を反映している。
そのじつ「ケーブル・カーの男の子」は、
「かっこういい！」と発することを通し
て、いま・ここの差異を生きることを達
成する。「かっこいい」というインデッ
クスを付されたいま・ここの経験が「男
の子」の生を更新するのとパラレルに、
「男の子」の発話が「かっこいい」とい
うことばを、いわばつくりなおしている。
同時に「男の子」は、自らが発すること
ばを生きている。そうしてことばは「生

きた日本語の生命」を宿す、と園部なら
ば言うであろう。
　三つ目に、「かっこいい」が表現する「言
葉でいえない感じ」は「他のどの言葉に
もいいかえられない」109。「言葉でいえ
ない感じ」には、すでに見たように、発
話ごとの差異化に応じて「かっこいい」
それ自身が差異化するというダイナミズ
ムが内在している。「他のどの言葉にも
いいかえられない」と羽仁がわざわざ言
うことの意味は、羽仁にとって、こうし
たダイナミズムを備えることばがほかに
見あたらないことである。つまり、ここ
で羽仁が「かっこいい」の代替不可能性
に託して語るのは、シニフィアンがそれ
に固有のシニフィエに一対一で結びつい
ているという、あらゆることばに適用し
うる原理の確認ではない。また、「かっ
こいい」のシニフィエがとりわけ独自性
を築いていることの発見であるわけで
もない。むしろ、「かっこいい」のシニ
フィエは、発話ごとの差異化に開かれて
いるぶん未規定であり、それゆえに「相
当に複雑な内容」を含んでいるように見
えるという印象だ。羽仁が語った1963年
当時において、「かっこいい」は新語で
あるゆえにその歴史が浅く、かつ流行語
であるゆえに濫用されることにより、シ
ニフィアンとシニフィエの関係が堅固で
はなかったと言える。だからこそ、ある
発話がその意味生成をひき起こすダイナ
ミズムを備えていた。よって厳密に言え
ば、こうしたダイナミズムを備えること
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は、「かっこいい」の専売特許ではむろ
んなく、「最近の、いわゆる現代っ子た
ちの流行語」に見られる傾向の一つであ
ろう110。
　ただし新語、あるいは流行語であれば、
どんなことばでも差異化に開かれている
というわけではない。発話のさいにこと
ばを感じることが、差異化を導く契機で
ある。ことばを感じることはつねに、こ
とばをあ

・

ら
・

た
・

に
・

とらえることを含んでい
る。逆から言えば、感じることは、それ
自身の内に、別

・

の
・

し
・

か
・

た
・

でとらえようと
するという差異化への志向を含んでい
る。この自己差異化、あるいは自己触発
の契機は、それがどのようなことばを発
することであっても、ある発話には程度
の差はあれ、内在している。しかしその
程度こそが問題である。ことさらにこと
ばを感じることを誘うことば、それを「感
じることば」と呼びたい。感じることば
のいわば典型が、「かっこいい」である。
感じることばは、われわれがそれを発す
ればそれを感じ、さらにそのことばを感
じようとする。したがってわれわれは、
またそのことばを発することになる。ひ
とたび「かっこいい」と発すれば、「かっ
こいい」と発しがちになる。ひとたび
「かっこいい」と感じれば、「かっこいい」
と感じがちになる。
　こうして「かっこいい」は、差異化を
旨とする「感じること」を促進すること
ばであることによって、自己触発しつつ
拡散して流通する。同時に、そのつどの

発話の差異化と通じた自己の差異化に
よって内包の空虚化を埋めあわせつつ、
「かっこいい」は「かっこいい」でしか
ないというトートロジカルなパフォーマ
ンスに陥ることを逃れる。「かっこいい」
は、すくなくともその流行時において、
青春をすごすその担い手たちと同様に、
それ自体が多

・

感
・

なことばであった。

第 ７ 章　 発 話 行 為 に 対 す る 共
感——コミュニティを超えて

　しかし、「かっこいい」とくりかえし
発するなかで、ことばを感じてさえいれ
ば、ことばは生き生きと、生きつづける
のか。そうではない。むしろことばを感
じた瞬間、ことばは感

・

じ
・

ら
・

れ
・

た
・

痕跡にな
る。つまり「かっこいい」の発話は、と
もすれば「かっこいい」という「実感」
に即して無際限に差異化するが、それで
もそれがあくまで「かっこいい」の発話
であるかぎりは、その差異は、「かっこ
いい」という（一定の音素で表される）
シニフィアンにつねにすでに還元されて
いるわけだ。だから逆からいえば、一見
発話の差異化を支えるしかたで自由に差
異化するオリジナルの「実感」（すなわ
ちシニフィエ）が、あらかじめシニフィ
アンによってすでに固定、あるいは反復
されていることになる。「かっこいい」
の発話は、いかに自由に差異化しよう
とも、ほかのあらゆることばと同様に、
「かっこいい」というシニフィアンの反
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復性から逃れることはできない。だから、
「かっこいい」と発することは、感じる
ことを巻きこむが、それはつねに、すで
に感じられたことを感じるというな

・

ぞ
・

ら
・

え
・

でもある111。そうした、感じることば
の反復性の側面を、先に挙げた羽仁は、
「言葉」が「はやりだすと、誰でも口真
似する。別にそれほど実感がなくても使
う」112と掘り起こしている。
　たほうで羽仁が、「しかし、ケーブル・
カーの男の子の「かっこういい」は、た
しかに実感があった」とするのは、「男
の子」が「かっこういい」ということば
とともに感

・

じ
・

て
・

い
・

る
・

と
・

い
・

う
・

こ
・

と
・

を羽仁が
感じているからである。羽仁にとっては、
「この言葉の中には、相当に複雑な内容
がこめられているのだとぼくたちに納

・

得
・

さ
・

せ
・

て
・

く
・

る
・

ものがあった」。つまり羽仁
は、「男の子」が感じている「内容」を
共有しているわけではない。羽仁は、「内
容」がどのようであるかをとらえたわけ
ではなく、なにかしらの「内容」が在る
ことをのみとらえた。かつそれは、「男
の子」の発話を感じる（つまり、声や身
ぶりを受けとる）ことを通して、であ
る。すでに論じてきたとおり、「流行語
の流行」は、発話行為を重視するコミュ
ニケイションとともにある。羽仁にとっ
て、「かっこいい」ということばにこも
る実感を支えているのもまた、発話行為
に対する共感、あるいは共感可能性であ
る113。ここで大事なのは、「内容」のわ
からなさは、かならずしもこの意味での

共感を排除しないということだ。むしろ、
「内容」がわからないゆえに、発話行為
のありかたがきわ立つ。こうして「かっ
こいい」は、当のことばを使わないひと
のあいだにも、発話行為に対する共感を
ひき起こしていく。

　長沢：ぼくがカッコいい、という言葉
を一番感動的に感じたのは、子供が言っ
たときです。それまで、日本の男の子は、
カッコいい、という感嘆詞を持たなかっ
た。
長沢節、コシノ･ジュンコ、中原弓彦「座談会　

映画の中の ｢カッコいい｣ お話」

『映画ストーリー』12巻６号（通号142号）

雄鶏社　1963年　p.59

　私たち大人だって、“流行語”をずい
ぶん使ってきた。東京・大田区立石川台
中学校の教師、大村はまさん（六一）は、
そう思って“流行語”の移り変わりを明
治以来百年間にわたって調べている。大
正、昭和と進むにつれて“流行語”は子
どもや若者の間で、対話の潤滑油の役目
があることに気づいた。
̶̶（中略）̶̶
　東京女子大学を卒業して教師になった
のが昭和三年。それから四十年間、教壇
に立っている。そのときその時代で、生
徒たちのしゃべる流行語は変わっていっ
た。国語の教師として、言葉に厳格な大
村さんは、生徒たちが流行語を使うのを
きらった。
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　昭和三六年、現場の教師としては異例
のペスタロッチ賞を受賞したとき、全校
生徒を前に演説をした。終わって教員室
に帰るとき、生意気で先生たちからよく
思われていない男子生徒が近づいて、小
さな声で「先生、カッコよかったよ」と
言った。“カッコいい”という流行語が、
その子の気持ちをピタッと表現し、二
人っきりのときの言葉としては、その場
合に一番合っていたような気がして感激
したそうだ。
「流行語百年」『毎日新聞』1968年４月13日号　

東京朝刊　15面　１段

　長沢は「子供」、あるいは「男の子」
が「言った」「カッコいい」を「感動的
に感じ」、大村は「男子生徒」の「言った」
「カッコいい」に「感激」する。ここで
長沢、大村は、自身が「カッコいい」と
感じているわけではない。羽仁がそうで
あったように、「カッコいい」というこ
とばを通して、他者が感じているという
ことを感じている。とくに大村は、「小
さな声で」の「カッコよかったよ」とい
う、例によってあ

・

る
・

発話が、「その子の
気持ちをピタッと表現し」ていると伝え
る。ここでも、いわば「実感」（あるいは、
「気持ち」）を表現する機能の充実がポイ
ントである。羽仁のエピソードもあわせ
て考えるならば、「かっこいい」はとり
わけ、無垢に、すなおに、感じたことを
そのまま吐露するという発話行為を構成
し、「感動」をさそう傾向がある。つま

り「かっこいい」は、ときに「実感」の
表現たりえることで、ある中身を強固に
ともなうからこそ、おとなたちはその発
話行為に感動する。さらに、こうして発
話行為に対する共感が遂行されていった
先では、おとなたち自身が「かっこいい」
と発しはじめる。

　この間、ある小学校の先生に子供の作
文の要約をみせてもらいました。「おか
さんと話すとき」という題。五年生の男
女です。
　̶̶（中略）̶̶
　いつかおかあさんにジェット機の模型
みせて”カッコいいだろう”といったら
“わるいコトバ”といわれた。その日、
となりのおばさんとおかあさんが話して
いるのを聞いていたら“カッコいい、オー
バー”ということばがたくさん出てきた。
“このウソツキ！”と思う。
「婦人・子供：子供との会話と流行語－親は小言

をいう前に」

『毎日新聞』1963年１月８日東京朝刊６面１段

　いまの子どもが、価値観の基準として、
カッコイイ、ということばをしきりに使
うことは良く知られている。恰好の良さ
とは何か？これははなはだ定義しにくい
粗雑な概念であるが、言い得て妙なこと
ばなので、いつかおとなの世界にまで浸
透してきてしまっている。

佐藤忠男『少年の理想主義』明治図書出版　

1964年　p.９
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　なにを表現しているかはわからない
が、たしかになにかを「ズバリ」、「ピタッ
と」表現している。「かっこいい」は、
その点で「言い得て妙なことば」である
ゆえに、「便利なことば」でもあった。「子
ども」の発話にならって「おとな」もま
た、「かっこいい」の使い手になっていく。
その結果「かっこいい」は、子ども、若
者という使用者のコミュニティの枠を超
えて普及していくことになる。先に引い
た森茉莉の自虐的な試みもまた、その一
環にあると言える。当時多くの流行語が
生まれては消えていくなかで、「かっこ
いい」がいまにいたるまで生きのびてき
た理由は、第一に、そうした発話行為を
軸とする共感に基づく使用者層の拡張に
あるであろう114。
　また、羽仁や大村は、「かっこいい」
の発話のいわば表現機能の高さを、特筆
すべきものという位置づけで発見し、報
告している。それは、すでに見たように、
当時の流行語の発話の多くが、表現機能
が低く、しばしば「ふざけ」や「茶化し」、
「アチャラカ・ナンセンス」に陥るとい
う共通認識があるからだ。そうした図式
において、「かっこいい」の発話の表現
機能の高さは、すなおさ、無垢さ、ひい
ては、まじめさ、真剣さにも転化しえる。
その点で「かっこいい」は、他の流行語
と差別化されていったとも言える。
　「かっこいい」という発話が、発話者
が感じている内容をうまく表現するとい

うことは、「かっこいい」という発話が、
発話者がまさにかっこいいと感じている
ということ表現していることを、その前
提に含んでいる。このことが、すなおさ、
まじめさの内実をなす。しかしたほう
で、Aという発話が、発話者が「Aと感
じている」ということを表すというこの
一見素朴な命題が、当時の流行語の発話
において成立しにくかった。つまり羽仁
が言うように、「別にそれほど実感がな
くても使う」。それは、たとえば「シェー」
と発するとき、そう発する者は、「シェー」
と（いうしかたで）感じているわけでは
ないとしばしばみなされるからだ。だか
らこそ、「シェー」の発話は、言うがた
めに言うという体をなし、ことばそれ自
体の指示対象は、自己に回帰し、その意
味は「ナンセンス」で「空虚」となりや
すい115。
　たほうで、羽仁や大村が発見した「かっ
こいい」の発話においては、発話者は、
「かっこいい」（ということば）を感じる
と同時に、「かっこいい」と（いうしか
たで）感じることになる。だからこそ
「かっこいい」は、すでに見たとおり、「ガ
チョン」や「シェー」とはちがい、「ふ
ざけ」、「茶化し」、「ナンセンス」に終始
することはなかった。しかし、「シェー」
ということばを発するとき、そう発する
者が「シェー」と感じていないと断じ
ることは、厳密にはできない。むしろ、
「シェー」と発するときに、「シェー」と
いうことばを感じるとすれば、トートロ
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ジカルなしかたではあるが、「シェー」
ということばを「シェー」であると感じ
ていることになる。そもそも感じること
それ自体が私秘的であるならば、だれか
がなにかを、なにを感じているかどうか
は原理上、断じえない。とすれば、しき
りに語られる「実感」の有無は、だれか
がなにかを感じていることが間主観的に
認められるかどうか、にひとまずはか
かっている。こうした論点を据えるとき、
ことばと感じることのかかわりをより精
確に見定める余地が生じる。

第８章　「感じ」の構造――世界
と生きかた

　1962年の『毎日新聞』の記事116は、明
治からの「流行語」の変遷を追いつつ、「流
行語は世につれ、世は流行語につれ」る
さまを描く。まず「文明開化」とともに
「外来語がナマで」入ってきた明治には、
「岡蒸気」が走り、「瓦斯灯（ガスとう）」
が灯り、「翻訳語が流行語としてハンラ
ンした」。「結局「ハイカラ」という言葉
に代表される」とおり、「西洋を背伸び
してとり入れてきたから、何でも珍しく、
新しい物（あるいは制度）そのものの呼
び名がたちまち流行語になった」。第一
次世界大戦が始まる大正には、「デモク
ラシー」、「民本主義」、「人道主義」など
が「インテリの間で大いにはや」り、最
初の広告コピー「きょうは帝劇、あすは
三越」が出た。「関東大震災の後、混乱

の中から新しい風俗が生まれてきた」の
につれてはやった「モガ・モボ」は、「流
行語作りの名人」の手になる流行語で
あった。「鬼畜米英」の軍国主義時代には、
「欲しがりません勝つまでは」、「パーマ
ネントはやめましょう」、「撃ちてしやま
ん」といった英語を排したストイックな
標語が跋扈する。「終戦から昭和二十三
年ごろまでは、占領軍のもたらした新し
い制度と混乱した世相を反映して」、「タ
ケノコ生活」、「栄養失調」、「カストリ」
などの「日常語即新語であり、流行語で
あった」。1949年には、日大ギャング事
件の「オオ・ミステーク」が「アプレ」
を象徴し、すでに見たように、1950年代
には、芸能珍語が量産されはじめる。そ
のうえで、「やがて週刊誌ブームが流行
語の造語と波及に拍車をかけ、テレビの
普及がそれに輪をかける。「もはや戦後
ではない」（三十三年117経済白書）とば
かり「よろめき夫人」「抵抗族」「カミナ
リ族」などが誇張されてマスコミの波に
乗った。さいごに1950年代後半以降の傾
向をつぎのとおり描写し、やはり「いま
はズバリと感覚的に」なったと記事はま
とめる。

　「イカス」感じや「イヤーな感じ」。要
するに“感じ”で流行語が簡単に作られ、
簡単に消えてゆく。政治家も意識的な流
行語メーカーになる時代である。「声な
き声」「低姿勢」「所得倍増」。流行語は
世につれ、世は流行語につれ、であろう。
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「日本の文化この百年＝流行語　「ハイカラ」（明

治）　「文化」（大正）　世相・人情をみごとに

キャッチ　いまはズバリと感覚的に」

『毎日新聞』1962年11月19日東京朝刊10面１段

　流行語は、「流行」するという特質か
らして、そのときどきの世情を反映しが
ちである。ただし、記事がとくに描出す
るのは、たんに新しい事象が流行語の内
容をなすだけではなく、新しい生きかた
が流行語のありかた（つくられかた、使
われかた）と連動しているということだ。
「ズバリと感覚的」であることは、すで
に見たとおり、なかば自給自足的な意味
作用の充実を含んでいる。「かっこいい」
ということばの「感じ」こそが、「かっ
こいい」という（ことばが表す）「感じ」
を支えており、したがって、「かっこいい」
ということばはかっこいいという、森茉
莉流の命題が浮上する。その結果、かっ
こいいことは「かっこいい」によってし
か表すことができないというしかたで、
「かっこいい」ということばをほかのこ
とばに置きかえることが困難となる。こ
うしたことばの代替不可能性は、説明不
可能性へと転化し、合理的思考の忌避へ
もつながる。「感覚的」な流行語は、反
省を欠いた反射的な生きかたを導き、同
時に、そうした生きかたに導かれもする。
そのときコミュニケイションの軸となる
のは「感じ」である、と記事は示唆する。
　本論でもすでに用いてきた「感じ」は、
主要な国語辞典、辞書の記述を総合する

と、おおむね三つの意味を持つ。たとえ
ばその典型を記す『日本国語大辞典』か
ら引けば、第一義に「皮膚などが物に触
れた時に生じる感覚。感触。触覚」、第
二義に「人や物事に接してそれから受け
る漠然とした印象や心に浮かぶ思い」、
第三義に「物事にある雰囲気（ふんいき）
があること。また、その雰囲気。ムー
ド」がある118。これらに通じているのは、
あるものやことを起点にして、感覚、あ
るいは想像力がはたらくという事態であ
る。言いかえれば、「感じ」は、感覚、
あるいは想像力を介した世界とのかかわ
りとともに生じる。
　「感じ」の初出は不明であるが、辞書
の用例の出典に鑑みても、1900年ごろに
は普及している。「感じ」をタイトルに
含む文献の初期（1900年から1920年ごろ）
の例119が、「俳句」、「能楽」、「作文」、「都々
逸」などをテーマにしていることは示唆
的である。それらの記事において「感じ」
は、文芸作品や文章のもつ感じられるべ
き性質、あるいは、作品に表された感情
を意味する。たとえば、ある俳句が備え
る「木枯の感じ」は「景物又は事柄に對
する感じ」120の一つであるが、それは、
いったん俳句作品というフィルターを通
してとらえられる世界の性質である。「昔
の歌などに於ては、感じと云えば、苦し
いとか樂しいとか、美しいとか醜いとか、
大抵其の數が定まつて居ると云つても宜
い――（中略）――俳句では、平凡で無
い、或る獨特な感じを、短い言で云顕は
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すことに努力して居る」121と言うときも、
ある「感じ」は、ある歌や俳句において
表された感じをなぞるしかたで感じられ
る。また、「都々逸には、或句を繰返して、
而して人の感じをそゝる作り方がある。」
122において「感じ」は、作品のいわば観
照における効果である。
　つまりこれらの「感じ」は、あるもの
（世界）が備える性質であるが、それは、
ものをとらえるにさいして、そのものを
感じることを通してとらえようとするい
わばか

・

ま
・

え
・

と対応して見出される。その
とき、当のものは、感

・

じ
・

る
・

べ
・

き
・

も
・

の
・

となっ
て現れており、たとえば文芸作品（を通
してとらえられるもの）は、その一つの
典型であると言えるであろう。したがっ
て「感じ」は、感じることのうちでもの（世
界）を志向することを含んでおり、無志
向的にどこからともなくわき起こる「気
分」とは異なる。
　「流行語の流行」時に戻って、より具
体的に見てみよう。たとえば「イヤーな
感じ」という流行語は、それ自体が「感
じ」ということばをふくんでいるという
点で、文字どおり「感じ」を表すことば
の一つのひな型である。1960年に吉沢
典男123は、当時の「新語・流行語」を論
究するなかで、「いやーな感じ」に言及
している。吉沢は、「いやーな感じ!」が
1958年の「秋ごろから若い人たちの間に
流行し始めた」とし、同年の『週刊大衆』
（1958年12月１日号）の記事「いやァー
な感じ……流行語にみる女心」を紹介し

つつ、ことばの使われかたを追跡しつつ
解析する。

　まず、ファッション・スターの戸倉緑
子が登場する。
　「この流行語の本家は、ファッション・
デザイナーだと思うのよ。絶対にまちが
いないはずだワ」
　「まず、あたしたちがモデルになって、
服飾デザイン画ができあがる。そんなと
きデザイナーがふと“どう、この感じ？”
などとおっしゃるの。さて、お次が仮縫
いね。そこでまた先生が“あっ、この感じ、
おぼえてて”などとお弟子さんたちに指
示をする。つまり、あたしたちモデルが
それを聞いてすぐさま利用したわけね」　　　　
　これが、モデルたちの間に流行し出し
たのは昨年（32年＊1957年）暮。地方へ
の出張のとき車中や旅館でトランプをや
る相手から予期に反してウラを書かれた
りすると、
　「いやァーな感じ、が連発されるのよ、
そのほかに“いただく感じ”　　“もらう
感じ”　　“あげる感じ”　　“さしあげる
感じ”それに、“いく感じ”まで出ちゃっ
て……発音は“いやァーな、かァーんじ”
とゆっくりアクセントをつけるの、そう
すると、とても感じがでちゃってウフフ」
　＊は春木が挿入。
　「“新語・流行語を追う”」『言語生活』1960年

６月号　筑摩書房　1960年　pp.36－42

　ここで戸倉が語るエピソードは、二つ
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の重要な示唆を含んでいる。一つは、も
ともとファッション・デザイナーの業界
用語だと言う「この感じ」は、たとえば
ここでは、「服飾デザイン画」、「仮縫い」
という具体的なも

・

の
・

の質であるというこ
とだ。具体的なものや情況を前にして「こ
の感じ」と言うとき、そ

・

の
・

感じは、おの
ずと目の前のもの（や情況）の質である
ことになる。もし、「この（感じ）」が、
目の前のものから独立しており、端的に
「わたしが感じている（感じ）」を指すの
だとすれば、「どう、この感じ？」と問
いかけに対する答えは期待しにくく、「こ
の感じ、おぼえてて」と言われた「お弟
子さんたち」は、「この感じ」をおぼえ
ることはむずかしい。つまりここでは、
「この感じ」にまつわるコミュニケイショ
ンは、ものへの志向にたぶんに依存して
いる。言いかえれば、「この」という指
示形容詞は、「感じ」の所在の方角（ど
の）だけを指示するが、内実（どのよう
な）を指示するわけではない。こうした
指示のしかたは、説明の忌避をふくんで
おり、その内実の共有にさいしては共感
に賭けている。というよりは、「この感じ」
ということばを発することで、目の前に
あるものの質が、そもそも説明されるべ
きではなく、もっぱら感じられるべ

・

き
・

質
となって、コミュニケイションのなかで
浮上する。
　もう一つの重要な点は、先のデザイ
ナーの例では、「この感じ」は、当の感
じに対して、よいかどうかという価値判

断をくだすことをも前提としているとい
うことだ。つまり「この感じ」の機能
は、いま目の前にあるものに対して、そ
の質を感じ、ひいては、感じることを通
してその価値を判断するべきであるとい
う風にいわばインデックスを付すことで
ある。ものの質を感じるべきであるとい
う主張は、このもののありかたを、見
て、きいて、触れるがままにとらえよと
いう啓発的なガイドを含むと同時に、そ
の裏で、ことばを使わずにとらえよとい
うネガティヴな指示を含む。つまり「こ
の感じ」は、代替不可能性の表現の極で
あり、したがって「この感じ」を使うこ
とは、それ自体、ことばを使うことの放
棄、あるいは忌避というスタンス内包し
ている。ある質を提示しつつそれを説明
しなくともゆるされ、ある価値を提示し
つつそれを根拠づけずとも、ゆるされる。
ひいては、ゆるされるだけでなく、そう
することが推奨されるコミュニケイショ
ン空間を開くわけだ。
　そうした機能をもつ「この感じ」の一
部をなす「感じ」をいわば語幹にして、
いくつかのヴァリエイションが生じてい
たことを戸倉の報告は示している124。そ
のうちの一つが、「いやァーな感じ」で
ある。「いやァーな感じ」も、「“どう、
この感じ？”」のばあいと同様に、なに
に対して感じているのかという対象が不
明なコンテクストで発話されることはあ
りにくい。たとえば先の戸倉の報告では、
「いやァーな感じ」は、「トランプをやる
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相手」の「感じ」である。たほうで「ト
ランプをやる相手」が、「いやァーな感じ」
であるとしても、端的に「いやァー」で
あるとはかぎらない。むしろ、「いやァー
な感じ」であることは、「いやァー」で
はな

・

い
・

ことを含んでいる。つまり「い
やァーな感じ」であると言うのは、たん
に「いやァー」であると言いたくないこ
との裏返しであるととらえうるというこ
とだ。それゆえに、「感じ」はしばしば、
断定を避けるという点で、婉曲表現、あ
るいは比喩表現にもなりやすい。そのこ
とは、説明や言いかえを忌避するという
特質と連動してもいる。つまり「感じ」
はあくまで、わたしが感じる感じでもあ
る。「感じ」は、その動因は、わたしの
外に在るものにあるとしても、ものとわ
たしとの接触なしには生じえない。だか
ら「感じ」は、外と内の交叉であり、感
じられるものに属すると同時に、感じる
わたしに属するという二重性を持つ。言
いかえれば、内を通した外の描写であり、
外を通した内の描写である、というしか
たで媒介性をもっている。総じて、「感じ」
を含むことばに共通するのは、ものを述
語づけ、価値づけながらも、そのことを
根拠づける作業を省くことができる、と
いうことだ。いわば「感じ」は、わたし
が「無責任」に世界を述定し、ひいては
価値づけるためのツールであると言え
る。
　くわえて戸倉は、「“いやァーな、かァー
んじ”」という「発音」と「アクセント」

によってまさに「感じ」が出ると言う。
ここでも例のごとく、ことばの感じと、
ことばが表す感じとが重なる。このなじ
みの構造を、先に述べた、ものとわたし
という図式を用いるならば、こう書きか
えることができるであろう。ことばも一
つのものであるととらえうるゆえに、こ
とばの感じは、こ

・

と
・

ば
・

（“いやァーな、
かァーんじ”）と

・

い
・

う
・

も
・

の
・

の感じである。
同時に、それが感じである以上、わ

・

た
・

し
・

が感じる感じでもある。たほうで、こと
ばが表す感じは、ことば以

・

外
・

の
・

も
・

の
・

（ト
ランプをやる相手）の感じである。また
同時に、それが感じである以上、わたし
が感じる感じでもある。ただしこうした
記述は、分析の結果にすぎない。けっきょ
く、ことばの感じと、ことばが表す感じ
とが重なるゆえに、総合的な視点から言
えば、「“いやァーな、かァーんじ”」と
いうもの（ことば）の感じ、「トランプ
をやる相手」というものの感じ、わたし
が感じる感じが、分かちがたく相互浸透
している。
　「感じ」をあたかも語幹にしたヴァリ
エイションが流通していたという戸倉の
報告もまた、「要するに“感じ”で流行
語が簡単に作られ、簡単に消えてゆく」
とする1960年の『毎日新聞』の記事の報
告に束ねられるであろう。すなわち、「感
じ」を含むことばとならんで、「イカス」
のように、「感じ」ということばを文字
どおりに含まなくとも感じを表すことば
が、「流行語の流行」を担っていた、と
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をふまえ、「属性形容詞」であることば、
「感情・感覚形容詞」であることば、さ
らに、「属性形容詞」であり、かつ「感情・
感覚形容詞」であることばの例とその用
例を、以下に図式的に示す129。

属性形容詞の例：まるい
まんじゅうはまるい。　×わたしは、ま
んじゅうがまるい。　

感覚・感情形容詞の例：ほしい
×まんじゅうはほしい。　わたしは、ま
んじゅうがほしい。

属性形容詞であり、かつ感情・感覚形容
詞である例：こわい
まんじゅうはこわい。　わたしは、まん
じゅうがこわい。

　それぞれのことばにかんして、左側の
例文は、「属性」を表そうとした文であり、
右側の例文は、「感覚・感情」を表そう
とした文である。「まるい」を用いて感覚・
感情を表そうとした例文は成り立ちにく
い（ので×を付けた）。また逆に、「ほしい」
を用いて属性を表そうとした例文は成り
立たちにくい。したがって、「まるい」は、
もっぱら属性を表し、「ほしい」は、もっ
ぱら感覚・感情を表す。それに対して、「こ
わい」は、感覚・感情と属性の両方を表
すことができる。ただし、属性形容詞と
感情・感覚形容詞を区別する絶対的な基
準はなく、例に挙げたことばもまた、用

いうことである。まさに「かっこいい」
もまた、そうしたことばの一つである。
「感じ」は、わたしの感じがものの感じ
でもあるというしかたで内と外を媒介す
るが、そうした構造が「かっこいい」と
いうことば自体のうちにも見られるから
だ。
　その徴候の一つは、統語論的な視点か
ら見出すことができる。すなわち、「かっ
こいい」は、すでに見てきたとおり感覚
をたぶんに作用させながらも、品詞上ひ
とまず形容詞であり125、かつ、「属性形
容詞」の特性を強く備えていることであ
る。属性形容詞とは、文法概念であり、「感
情・感覚形容詞」に対比される。両者は
一定の研究史をともなっており126、それ
ぞれの特性の全容をここに書き出すこと
はむずかしいが、本論にかかわる要点の
みを述べるならば、以下のとおりである。
属性とは「人や物事が他の人や物事との
対比の中で顕にする性質や特徴」であり、
属性を表す形容詞は、当の属性の所有者
である人や物事を主語にとる。感覚・感
情は、「人が事や人に対して感ずる喜怒
哀楽の感情」、「人が物から受ける生理感
覚」であり、感覚・感情を表す形容詞は、
感覚の所有者である人を主語にとる。た
だし、「人称制限」により、とりうる主
語は一人称（わたし）のみである127。また、
「感情や感覚を引き起こす機縁になるも
の」、あるいは「感覚を感じる部位」を
「ガ格で取る」が、とくに前者は「対象語」
とも呼ばれる128。そうした文法上の特性
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わたしの感覚・感情であるが、それを引
き起こす「機縁」の一つが「まんじゅう」
である以上、「まんじゅう」のなんらか
の属性が、「ほしい」という感覚・感情
を構成しているとも言いうる。つまり、
形容詞はそれ自体、ものの属性とわたし
の感情・感覚を、ひいては、ものとわた
しを媒介する機能を持っている133。
　「かっこいい」は属性形容詞であると
すでに述べたが、先の羽仁が報告する
「ケーブル・カーの男の子」に即して、
具体的に分析してみよう134。男の子が端
的に「かっこういい！」のみを発すると
き、羽仁はその発話を、「ケーブルカー（に
乗っているときに見える世界）は、かっ
こういい」と解釈している。というのも
羽仁は、男の子の発話行為を描写すると
ともに、「彼は、すぐ窓のそばにいって、
びっしりと大木の続いている林をみてい
た。――（中略）――小さな駅はもちろ
ん、おとなが二、三人かかっても抱きき
れないような大木も、たちまち下にかす
んでいく。そのかわりに、山の下の風景
が、せりあがってみえてくる。遥かかな
たの町や飛行場などが、雪ののこった尾
根のむこうにみえてくる。ぼくたちのよ
うに、何度かここへ来ている人間にとっ
ても、見あきない眺めである。」という
しかたで、　男の子が見ているであろう
「眺め」にフォーカスを当てているから
だ。そもそも、「ケ

・

ー
・

ブ
・

ル
・

・カ
・

ー
・

の
・

男の子」
という呼びかたそれ自体においてすでに
羽仁は、男の子にとって、なにが「かっ

例しだいでは、上記と異なるふるまいを
することはありうる。
　国語文法学は、属性と感情・感覚とい
う「伝統的な形容詞の二分法」を据えつ
つも、「両グループの中間」、「属性と情
意の総合的な表現」をたえず注視し続け
てきた130。それは逆から言えば、属性形
容詞と感情・感覚形容詞のあいだで個々
の形容詞の統語論上の位置づけが揺らぐ
こと自体が、形容詞の表現機能でもある
ということだ。当の二分法を「知覚者と
知覚対象の相互作用」のダイナミズムに
一元的に還元する藤原（2008）の論131が
示すように、属性と感情・感覚とは、相
互排他的な二つの領域を成しているので
はない。両者は二つの極を成しており、
それらのあいだに、グラデイションをと
もなう領域が開けている。津上もまた、
形容詞が、主体の感覚と対象の性質との
あいだを往還するダイナミズムに着目
し、「往復の主客交代」の理論を提唱し
ている132。
　総じて言えば、個々の形容詞は、その
つどの使用に即して、属性と感情・感覚
のどちらかのみを表すか、あるいは、ど
ちらかをより前面化させるしかたで表
す。「まんじゅうはまるい。」と言うとき、
「まるい」は「まんじゅう」の属性を表
すとしても、その属性をもたらす契機に
は、「わたし」がまんじゅうがまるいと
いうことを感覚することが潜在的に含ま
れうる。また逆に、「わたしは、まんじゅ
うがほしい。」と言うとき、「ほしい」は、
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と表現し」ていることになる（その点で
は、大村はナルシスティックにも、演説
をした自分が「かっこいい」ことに納得
したことになる）。
　いずれのばあいも、「かっこいい」の
発話者が感じている感じは、発話者以外
の者が、感じる対象を共有することを通
して、間主観的にその存在を承認されて
いる。そのうえで同時に、当の感じかた
が妥当であると認められることによっ
て、「たしかに実感があった」、あるいは
「その子の気持ちをピタッと表現し」て
いるというしかたで、その承認はより積
極的になる。感じかたが妥当であること
の内実は、「かっこいい」と感じる対象
がたしかに「かっこいい」と感じられて
しかるべきであるということである。羽
仁にとって、男の子の「かっこういい！」
は、あたかもデザイナーの「どう、この
感じ？」と同じく、目の前のものに、こ
れを感じるべきというインデックスを付
す。羽仁は、男の子にならって、ケーブ
ル・カーに乗っている状況において周囲
のものを感じようとする。その結果、羽
仁は、ケーブル・カーから見える「眺め」
を見出し、その感じを通して、子どもの
感じる感じを学ぶと同時に、その妥当性
を判断するわけだ。　　　　　
　一連のエピソードにおいて、「大人」
たちは、「かっこいい」と感じる「子ど
も」たちが、どのように感じているのか
を厳密にはわからないが、感じているこ
と自体には納得する。デザイナーがどの

こいい」のかということを、暗黙のうち
に了解している。
　さらに、そうした了解が、「ケーブル・
カーの男の子の「かっこういい」は、た
しかに実感があった」という羽仁の確信
を導いている。こ

・

う
・

い
・

う
・

も
・

の
・

に対して「男
の子」が感激しているのだと羽仁が納得
するからこそ、「かっこういい」に実感
があるこ

・

と
・

に
・

な
・

る
・

。しかしこのプロセス
は実質上、男の子自身は明言していない
「かっこいい」という属性の所有者を、
羽仁が補足するかたちで記述することに
すぎない。つまり羽仁は、羽仁自身が見
出したかっこいいものを、男の子が見出
したかっこいいものに投影しているとも
言える。じっさい、「車ごと空に舞いあ
がっていくようなすばらしさ」を「眺め」
のすばらしさに収斂させるとらえかたそ
のものが、映画づくりをなりわいとして
いた羽仁の視点を内包しているであろう
135。ただ大事なのは、こうしたコミュニ
ケイションの全体は、「かっこいい」が
属性形容詞であり、かっこいいとは、な

・

に
・

か
・

が
・

かっこいいことだという前提のう
えに成り立っているということだ。
　「全校生徒を前に演説をした」「教師」
大村が、「男子生徒」に「先生、カッコ
よかったよ」と言われて「感激」した例
においても、同様である。「（全校生徒を
前に演説をした）先生」という感じる
対象が即座に共有されているからこそ、
「カッコよかった（“カッコいい”という
流行語）」が、「その子の気持ちをピタッ
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遊んでいる（想像上の）情況）はカッコ
イイ」と書きかえても、通用しうる。そ
もそも当の「かっこいい」の用例紹介の
記述において、「「こんどの日曜日に遊園
地に連れてってあげる」といわれると」
という条件づけが示されていること自体
が、「わあ、カッコイイ」という発話に
おいて、発話者以外にとって、なにが
「カッコイイ」のかが自明であることを
示している。むしろ、感嘆詞風の使いか
たを許容しながらも、たえず属性形容詞
の機能を保持するゆえに、「かっこいい」
は、よりすすんでわたしと世界を媒介す
るとも言える。
　逆に言えば、「アジャパー」、「ガチョ
ン」、「シェー」などが、ある感じを表し
つつも、当のことばを使い慣れている者
以外からの共感を導きにくいのは、感じ
る対象が不明確であるからだ。たとえば、
「アジャパー」を形容詞風にとらえたと
しても、「あいつはアジャパーだ」とい
う記述は成立しにくい。たほうで、これ
もすでに見た「急にテストがあるときな
んか、みんなでシェーという」事例（本
論文p.17）138に即して、「急のテスト（が
ある情況）はシェーである」という記述
は成立しうる。このばあいの「シェー」
の統語論上の位置づけは、「遊園地（あ
るいは、遊園地で遊んでいる将来の（想
像上の）情況）はカッコイイ」における
「カッコイイ」と近似している。つまり、
感嘆詞風でありながら、ある属性の所有
者を想定させ、それを形容するはたらき

ような感じを感じているかはわからなく
とも、なにに対して感じているかはわか
るという構造とパラレルに、である。こ
うした外を介した内への共感の構造をふ
まえるとき、前節で述べた「かっこいい」
にまつわる共感は、感じの媒介性を軸に
成立していると考えることができるので
はないか。「かっこいい」が感じること
を促しつつも、属性形容詞のはたらきを
安定したしかたで備えていることは、そ
うした共感を促進する条件の一つである
であろう。
　ただし、「かっこいい」のそうした統
語論上の特質は、かならずしも文法上絶
対的に規定されたことではないし、あく
まで発話ごとに文脈上示されることであ
る。すでに見たとおり、主要な辞書、辞
典は、「かっこいい」を形容詞であると
位置づけているが、たとえば、これも既
出の長沢のコメント（本論文p.37）136は、
「カッコいい」を「感嘆詞」であるとみ
なしている137。じっさいつぎの用例にお
いては、感嘆詞のように機能している。

　「こんどの日曜日に遊園地に連れてっ
てあげる」といわれると“わあ、カッコ
イイ”です。
高山英男「子どものカッコイイ観」『旭の友』22

巻５号（通号262号）

長野県警察本部警務部教養課　1968年　p.47　　

　しかしこのばあいにおいても、「わあ、
カッコイイ」という発話を、「遊園地（で
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のあいだ、すなわち、「シェー」を使い
慣れた者のコミュニティ内にかぎっての
ことである。たとえば「シェー」という
ことばをシェーと感じるのは、妥当な感
じかたではない（感じることにはならな
い）、とコミュニティ外の者はみなすゆ
えに、「シェー」の発話は、「ナンセンス」
だと片づけられてしまう。つまり、「陰
語」がコミュニティ外へと開かれること
は、わたしが感じる感じが、ことばの感
じを貫いて、ことばが志向するも

・

の
・

の感
じと重なることと連動している。その点
で「かっこいい」は、属性形容詞である
ゆえに、統語論上、ことば自身以外のも
のの感じを表しやすい。
　先に挙げた1960年の佐藤智雄（本論文
p.12）は、「全く無意味で空虚な流行語」
と「一定の意味をもっている流行語」を
分ける。「全く無意味で空虚な流行語」は、
「ギョッ！」や「アジャパー」が「その
典型」であり、「家庭の事情」、「無茶苦
茶でござります」などをも含む。すでに
見たとおり、それらの流行語に「あるの
はただ語感によるく

﹅

す
﹅

ぐ
﹅

り
﹅

だけであ」り、
「快適さを刺激し、情緒的満足を与える
だけ」である。「その発声音」と「社会
的実在」とのあいだにかかわりはなく、
それに対して「アプレゲール」、「イカレ
ポンチ」、「キャンディーボーイ」、「太陽
族」、「月光族」、「カミナリ族」、「ビート族」
などは「一定の意味をもっている流行語」
であり、「社会的実在との間に的確に結
びつく対応関係をもっている」。こうし

をもつ。
　ここで「シェー」であることは、たと
えば「おどろきである」とか、「いやで
ある」という風に置きかえられるかもし
れない。しかし、「み

・

ん
・

な
・

で
・

シェーとい
う」ことにウェイトが置かれていると考
えれば、「おどけたり」、「はぐらかした
り」するということばで置きかえられな
いわけではないにしても、けっきょくは
「シェー」と発話すること自体に収斂す
るパフォーマティヴな意味作用が強調さ
れるにいたる。それは、「急にテストが
ある」ことが、「みんなでシェー」と言
いたいという動機とは無関係には、いか
にも「シェー」であると形容するにふさ
わしい対象であることに（おそらく「み
んな」自身も含めて）同意しにくいから
だ。
　その結果「シェー」という発話は、
「かっこいい」との対比で言えば、いわ
ば「実感」をそのまま吐露するというま
じめな表現になりにくく、ひいては、そ
もそも「シェーと感じている」ことを表
すことにもなりにくくなる。たほうで、
「シェー」と発話すること自体が重視さ
れているとすれば、すでに述べたとおり、
「シェー」ということばを感じることを
含んでいる。ことばも一つのものである
以上、ことばの感じという外は、わたし
が感じる感じという内を媒介する軸とな
り、間主観的な共感をひき起こしうるで
あろう。しかしそれは、当のことばを、
感じるべき一つのものであるとみなす者
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実在」なるものがあるとしても、それは
むしろ、ことばに先立つのではなく、こ
とばとともに切り開かれる。ことばはた
んに、「現実」を描写、説明するしかたで、
「代行」するだけではない。もしことば
が「現実」を「冗談化」するのであれば、
冗談化された現実こそが現実である。わ
たしは、ことばを感じることを通しても
のを感じ、世界を感じる。そのとき、感
じることから世界が開ける。
　こうした感じることの構造をふまえる
とき、「流行語の流行」と、感じること
のかかわりをとらえなおすことができる
であろう。「流行語の流行」は、感じる
ことを契機とし、また、促進しもすると
いうことを確認したが、そこではすでに
感じることが、二つのレヴェルではたら
いていると整理することができる。すな
わち一つは、ことばを感じること、もう
一つは、ことばを通して感じること、で
ある。「流行語の流行」において、ひと
びとがことばに多感になる（ことばを感
じがちになる）（と同時に、ことばもま
た多感になる（発話ごとに変容しやすく
なる））ことをすでに見た。しかし、そ
のこと自体がまた同時に、そもそも多感
な時代の産物であるという点に留意した
い。
　すでに述べたとおり、「もはや「戦後」
ではない」139（1956年）という自覚を経
つつ、高度経済成長とともに、流行語は
流行した。それまでになかったものや風
景が、興奮を誘い、普及する視聴覚メディ

た流行語は、使用にさいして「情緒的満
足」を与えつつも、「背後にある社会的
実在」を代行、表現し、さらには批判す
る機能を果たす、とする。佐藤の言う「全
く無意味で空虚な流行語」は、先に述べ
た「芸能珍語」や「ナンセンス」系統の
ことばにおそらく近い。すなわち、言う
がために言うパフォーマンスがきわ立つ
ことばだということだ。それに対して「一
定の意味をもっている流行語」は、トー
トロージーに陥らずに、ことばの外（「社
会的実在」）を志向している。
　「流行語の流行」現象が、「感じること」
を基軸に展開するという趣旨に即して言
えば、佐藤がピックアップする「語感に
よるく

﹅

す
﹅

ぐ
﹅

り
﹅

」という「情緒的満足」と、
「社会的実在」への志向という流行語の
二つの指標は、本論で述べてきた、重な
りつつも異なる二種類の「感じ」、すな
わち、ことばの感じと、ことばが志向す
るも

・

の
・

の感じに対応している。そのうえ
で佐藤に即せば、もっぱらことばを感じ
ることをうながす流行語は、「冗談化」、
「白痴化」をともなうその「無思考性」
が断罪されるべきであるが、ことばを感
じると同時にことばが志向するものを感
じることをもうながす流行語には、「社
会的実在」と対応するという点で意義が
あることになる。たほうで、素朴に「社
会的実在」、あるいは「現実」を想定し、
それらを指示することのみをことばの意
味作用であるとみなす佐藤の前提もまた
乗り越えられるべきであろう。「社会的
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おわりに――「かっこいい」文
化へ

　「かっこいい」が、先に規定したとお
りの感じることばであるとすれば、その
流行はおのずと、「かっこいい」と感じ
られる情況や、「かっこいい」と感じら
れるものの流布とともにあるであろう。
じっさい「かっこいい」は1960年代をと
おして、濫用に即してその外延を拡張す
るしかたで、世界をいわば「かっこいい」
化していくことになる。さらには、感じ
ることが感じることを欲望させることの
先で、「かっこいい」ということばの使
用者（発する者、きく者ともに）は、「かっ
こいい」情況やものを欲し、ときにつく
り出そうとする。すなわち、ことばに即
してある文化が構築される。「かっこい
い」ということばが流通するとき、「かっ
こいい」文化とでも呼ぶべき領域が形成
されていることを予期しうる。
　むろん、ことばそれ自体もすでに文化
の一つであり、流行語自体も一つの文化
である。しかしたとえば、「ガチョン」
文化、「シェー」文化と称すべきものが
ありうるにしても、それらは、ある文化
の象徴的な呼び名にとどまるであろう。
つまり、「ガチョン」なものや、「シェー」
な生きかたなくしては、「ガチョン」や
「シェー」は、あくまでことばであると
みなされ続ける。逆に言えば、ことばが、
ことば固有の領域にとどまらないときに
こそ、ことばは、ひとを動かし、ものを

アは、感覚を駆りたてる。刺激は刺激を
求めさせ、異なるものは異なる世界のと
らえかたを促す。新しい世界のとらえか
たには、新しいことばがふさわしい。そ
の結果ひとびとは、ことばをも異なるし
かたでとらえようとする。つまり、こと
ばを感じようとする。つまり、ことばを
感じがちになることは、そもそも世界を
感じがちになることの一環で起こってい
るということだ。ことばを感じることと、
ことばを通して感じることは、共謀する。
たほうで世界を感じがちになるとは、感
じているわたしのかまえによって世界を
構成していくことでもある。
　あることばを使うとき、ことばを感じ
ること、ことばを通してものを感じるこ
と、わたしが感じることが、とりわけ浸
透しあい、促進しあう。内の外化が起こ
り、外の内化が起こる。そうしたことば
を、「感じることば」と呼びたい。たと
えば「かっこいい！」と叫ぶとき、その
発話は、わたしが感じたことを表すにす
ぎないにもかかわらず、もの（世界）を
そのまま描写しているかのように響く。
逆に、もの（世界）に感じさせられてい
るにもかかわらず、わたしが感じたこと
であるかのように響く。つまり、「感じ」
の媒介性は隠れるからこそ、より強くは
たらくことになる140。
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学イデオロギー』平凡社　2013年（原
著 は、Aesthetic Ideology, ed., Andrzej 
Warminski, 1996）

３　「感性史」にかんしては、津上英輔『あ
じわいの構造――感性化時代の美学』
（春秋社　2010年）（とくにpp.81－89）
を参照。

４　春木有亮「「カワイイは、つくれる」
か――現代日本の美のイデオロギー」
『北海道芸術論評』第７号　北海道芸
術学会編　2015年　pp.３－20、春木
有亮「「恰好」から「かっこいい」へ
――適合性suitabilityの感性化」『人間
科學研究』第13号　北見工業大学編　
2017年　pp.１－30、春木有亮「「かっ
こいい」の美学――感性は世につれ世
は感性につれ」『美学の事典』　丸善出
版　2020年　pp.638－639

５　津上の研究では、言葉の感性化には
二つの経路がありうると想定されてい
る。一つは、新語が登場する場合であ
り、もう一つは、既存の語が新たに感
性的語義を獲得する場合である。たほ
うで津上自身の研究は、後者の場合に
限定されている。したがって本論文の
ねらいは、感性史研究の提唱者たる津
上が提示した「感性的質」が生じる二
つのルートの内、津上自身もいまだた
どってはいない「新語」の感性史をは
じめてたどらんとすることにもある。

６　本論文では、「かっこいい」、「カッ
コイイ」、「カッコいい」、「格好いい」、
「恰好いい」、「カックイイ」、「カッコ

動かす。
　そうして「かっこいい」ということば
は、一つの文化領域さえをも形成しつ
つ、怒涛の1960年代を駆けぬける。つい
で1970年に入ったころには、流行は終息
していた。ただしそれは、「かっこいい」
はいわゆる死語になったということでは
なく、むしろ逆に、流行語であることが
意識されなくなるほどに普及し、その使
用が安定したことを意味する。やがて
1990年代には、主要な国語辞典の項目を
なし141、名実ともに常用語となる。
　ことばが生きかたをかたちづくる、そ
のかたちを見きわめるには、ことばの普
及とともにある文化の在りかたを、すな
わち、ことばと、ことばと対応するある
ものや状況との接点を、精査していくべ
きであろう。「かっこいい」は、とりわ
けどのようなものを形容し、もののどの
ような性質を指示するのか。ひいては、
どのような世界の在りさまを叙述し、ど
のような生きかたと結びつくのか。「かっ
こいい」が流布した1960年代以降現在ま
での言説に、その答えをさぐることがで
きるであろう142。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１　テリー・イーグルトン（鈴木聡訳）
『美のイデオロギー』紀伊国屋書店　
1996年（ 原 著 は、The Ideology of The 

Aesthetic, 1990）
２　ポール・ド・マン（上野成利訳）『美
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１号３巻1970年　pp.41－42

　　佐野　どうやら認知されたことばみ
たいですね。たくさん流行語はありま
すけれども、珍しく長く続いてきたし。
このごろは、カッチョイイとか、チャッ
コイイとか。戦後最高の流行語だと思
いますね。
石岡瑛子、佐藤忠雄、佐野寧、白石かずこ「カッ

コよさの思想」

『言語生活』229号　1970年　p.２

　　「かっこいい」の表記の多様性の意
義、各表記の特性にかんしては、本論
文では突きつめないが、重要なテーマ
である。本論文で提示する、「かっこ
いい」ということば自体がかっこいい
というとらえかたとかかわってもい
る。発音のしかたとともに、表記のし
かたにも、「かっこいい」が「感じる
ことば」となる契機が宿っている。

７　見坊豪紀は「62年の流行語」という
位置づけで、『ことばのくずかご』（筑
摩書房　1979年）に、「カッコいい」
の語をとりあげている。

８　「１．戦争とはどんなもの？　⑴「太
平洋の嵐」――かっこいいのな」　阿
部進『現代子ども気

かたぎ

質』新論評　1961
年（３月31日）　pp.233－239

９　たとえば初出の記事は、以下である。
「カッコよさより安全を　警視庁　ド
ライブ族に警告＿事故取締」　『朝日新

イー」、「カッチョイイ」、「カッケー」
などを同じ語の別の表記（あるいは、
別の発音に基づく別の表記）であると
みなし、「かっこいい」をそれらの代
表とする。それらを同じ語であるとみ
なす原理は、いわゆる家族的類似性に
行き着くであろう。すなわち、すべて
の表記に共通する性質はないが、個々
の表記が、他のいずれかの表記と、同
じ語の別の表記であるという関係を
持っているということである。また
個々の表記が、他のいずれかの表記
とそうした関係を持っていることは、
個々に帰納的に示されざるをえない。
すべての表記と、それら同士のすべて
の関係を示すことはむずかしいが、そ
の一端は本論文中で示し、また、下記
にも示す。

　　カッコいい
　　正しくは“格好がいい”。ただしこ
んないい方はカッコよくない。うんと
シャレると、（E）とも書く。
「広告人12のかお－－４－－カッコいい」『広

告』５月　205　博報堂　1965年

　　もう耳なれてから数年たつようで
す。だから、小さい子などはもうその
語感の新鮮さを見うしなって、カッコ
イイやカックイよりも、もっとカッコ
イイのをカチョイイというなどという
事例さえでてきたといいます。
いぬいたかし（乾孝）「かっこよさ」『流通設計』
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味で用いたものだ。
武智鉄二「かっこい奴」　『東京新聞』1964年

５月７日　朝刊３面　

（見坊豪紀『ことばのくずかご』（筑摩書房　

1979年）を参照。）

　　「カッコいい」という言葉のつかわ
れ出したのは、ほぼテレビの普及と時
を同じくしていて、テレビ関係者の中
から生れた、一種の方言である。昭和
三四年ごろ、ぼくは坂本九が、この言
葉を、すでに「カックいい」とくずし
て口にし、なんのことかと、奇妙に思っ
たことを覚えていて、「カッコいい」
はまた、テレビ界の生んだ、その方言
の第一号であるかもしれぬ。
野坂昭如「何を賭ければカッコいいか̶それ

は死である（風俗̶̶生の廃墟（特集））」

『朝日ジャーナル』　朝日新聞社編　1968年　

p.15

　　安岡（章太郎）　そういえば「カッ
コいい」とか、「バッチリ」とか、「最
低」とか、「いかす」とか、ああいう
のは全部軍隊でつかっていた言葉だ。

　　大野　そうですか、ほゥ。「いかす」
もそうですか。

　　安岡　「いかす」は完全につかって
いました。十年ぐらい遅れてはやって
きたでしょう、みんな。これは不思議
だな。
「嗚呼！　痴

へんなコトバ

語時代」『家庭画報』９月号　

通巻　第11巻　第９号　世界文化社　1968年

聞』東京／朝刊1962年10月15日　p.11
10　「かっこいい」の発生時期に対する
言及には、たとえば、以下のものがあ
る。

　　中原：イカす、という言葉が出たの
が、裕次郎が出たときですから、昭和
三十一、二年ですね。
　　コシノ：そうすると、カッコいい、は、
そのあとね。
長沢節、コシノ･ジュンコ、中原弓彦「座談

会　映画の中の ｢カッコいい｣ お話」

『映画ストーリー』12巻６号（通号142号）　

雄鶏社　1963年　p.59

　　中原：そういえば昭和三十三年の秋
ごろ、ぼくが下宿していた家に高校生
がいて、戦争の本ばかり読んでいるか
ら、何でそんな軍人の話なんか読むん
だと言ったら、軍神はカッコいいから
だ、と言われて、びっくりしたな。
長沢節、コシノ･ジュンコ、中原弓彦「座談

会　映画の中の ｢カッコいい｣ お話」

『映画ストーリー』12巻６号（通号142号）　

雄鶏社　1963年　p.59

　　このごろ、「かっこいい」という大
阪生まれの新語が用いられているが、
これは「格好いい」ではなくて、ほん
とうは「かっこい」なのである。「かっ
こい」は「賢い」の音便的表現で、大
正十年ぐらいには、もう盛んに用いて
いた。ただ私たちはむしろ反語的な意
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15　『明治・大正・昭和　新語・流行語
辞典』（米川明彦編　三省堂　2002年）
は、「もはや戦後ではない」と「太陽族」
を1956年の語としている。

16　『明治・大正・昭和　新語・流行語
辞典』（米川明彦編　三省堂　2002年）
は、「一億総白痴化」を1957年の語で
あるとし、大宅壮一が1956年に使った
「白痴化」の語が1957年に「一億総白
痴化」が成立する過程を示している。
新語・流行語大全1945－2005　ことば
の戦後史』（自由国民社　2005年）は、
1956年に同語を掲げている。

17　レジャーという言葉一色で、万事が
塗りつぶされてしまい、一億総あそび
といったような感じを与えるのは、全
く言葉使いの荒っぽさが生み出す罪で
はあるまいか。
「流行語の罪＿今日の問題」『朝日新聞』1961

年５月10日　東京夕刊　p.１　７段

　レジャー　これがまずことしの流行語
の王様格。
「流行語にみるこの１年　王様格はレジャー　

“生活合理化時代”で好まれたインスタント」

『毎日新聞』　東京朝刊　1961年12月31日５面　

１段

　　この年の流行語の王様である。所得
が増えれば余暇ができ、それをどう〈活
用〉するかに意味があるといわれた。
自分が自由に使える余暇時間――それ
が〈レジャー〉である。

９月　p.150

　　「カッコイー」が出まわったのは、
去る三十七年だった。
村島健一「感覚的表現と思考的表現」『言語

生活』1970年10月号　（見坊豪紀『ことばの

くずかご』（筑摩書房　1979年）を参照。）

11　藤木孝（1940年―2020年）は、歌手、
俳優。静岡県出身。1959年デビュー。
12　松島アキラ（1944年―）は、歌手、
俳優。東京都中央区京橋出身。1961年
９月５日、《湖愁》でレコードデビュー。
（レオプロダクション　オフィシャル
サイト（http://www.leoproduction.
co.jp/matsushima_akira/）（2020年11
月10日取得を参照。）
13　飯田久彦（1941年―）は、歌手、
音楽ディレクター。東京都世田谷区
出身。1961年、《悲しき街角》でレ
コードデビュー。（日本コロムビアオ
フィシャルサイト（https://columbia.
jp/artist-info/iidahisahiko/prof.html）
（2020年11月10日 取 得））、Musicman　
「リレーインタビュー第４回　飯田
久彦」（https://www.musicman.co.jp/
interview/19432）（2020年11月10日 取
得）を参照。）
14　『明治・大正・昭和　新語・流行語
辞典』（米川明彦編　三省堂　2002年）、
『新語・流行語大全1945－2005　こと
ばの戦後史』（自由国民社　2005年）
はともに、「無責任（時代）」を1962年
のキーワードとしている。
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（p.97）とある。同じく、『明治・大正・
昭和　新語・流行語辞典』（米川明彦
編　三省堂　2002年）は、「レジャー」
を1961年の語としている。

　　また、「バカンス」は、『明治・大正・
昭和　新語・流行語辞典』、『新語・流
行語大全1945－2005　ことばの戦後
史』ともに、それを1963年の語として
いる。『明治・大正・昭和　新語・流
行語辞典』によれば、東洋レーヨンの
「バカンス・ルック」を皮切りに、「何
社かが「バカンス」をはやらせようと
キャンペーンをはって流行語となった
ことば」である。

18　ここでの「トサカ」の使用は当時の
流行語「トサカにくる」に触発された
ものかしれない。小林信彦『現代〈死語〉
ノート』（岩波書店　1997年）は、〈ト
サカにくる〉を、1961年の流行語に挙
げて、下記のとおり説明している。

　　映画〈お姐ちゃん〉シリーズで中島
そのみが使ったのが初めといわれる。
〈アタマにくる〉の意味だが、中島そ
のみが独特のきんきん声で叫んだのだ
ろう。

　　高校生に流行。かなり荒れた感じに
なります。
小林信彦『現代〈死語〉ノート』岩波書店　

1997年　p.67

　　また、こういう報告もある。

　　どう考えても、広告代理店あたりが
で
・

っ
・

ち
・

あ
・

げ
・

た
・

言葉としか思えないが、
メーデーのプラカードに「本格的レ
ジャーよ、やって来い」というのが出
るに及んで、ブームはとまらなくなっ
た。海へ行くのも、山に登るのも、ス
キーへ行くのも、いずれも〈レジャー〉
であった。
　　同時代体験者としていえば、実際は、
余暇などなかったのである。所得も急
に増えるわけではない。要は、「とな
りがレジャーに出かけるから、うちも
レ
・

ジ
・

ャ
・

ー
・

に
・

行
・

く
・

」という、現代と少し
も変らぬ競争心からの行動である。現
実は、家でごろ寝していた人が圧倒的
に多かったというのも、現在と変わら
ない。
小林信彦『現代〈死語〉ノート』岩波書店　

1997年　p.66

　　『新語・流行語大全1945－2005　こ
とばの戦後史』（自由国民社　2005年）
は、1961年の流行語に、「現代っ子」、
「六本木族」とともに「レジャー」を
挙げている。同項目には、「日本に昔
からあった、遊びを罪悪視する風潮に
若者たちが抵抗しはじめ、メーデーに
も「本格的レジャーよ、やってこい」
というプラカードが立った。1961年の
日航国内線乗車数は初めて100万人の
大台を超えた。夏山も海水浴場ものき
なみ記録的な人出でにぎわい、爆発的
レジャー・ブームの到来となった。」
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る事物との音の類似によって語を形成
すること」（p.７）とする。ただし、「か
ならずしも対象となる事態や情感のか
もす音との類似を元にしているわけで
はない」（p.７）と注記する。その点
では、小野正弘（『感じる言葉　オノ
マトペ』角川選書　2015）の定義は、
より分析的である。すなわち小野は、
「オノマトペとは、いわゆる擬音語、
擬態語の総称であるとする」。くわえ
て「擬音語」とは「動物の鳴き声や、
ものがたてる音を言い表した言葉」で
あり、「擬態語」とは「ある感情や状
態について、そのもの自体には音がな
いのだけれども、その様子を、音の感
覚を利用して表現したもの」である。
ただし、あることばが擬音語であるか
擬態語であるかは、かならずしも自明
ではなく、さらに「擬声語」、「擬容
語」、「擬情語」という概念もある。ゆ
えに小野は、オノマトペという総称は、
用語の錯綜を解消するのに有効だと考
える（小野正弘編『擬音語・擬態語　
4500　日本語オノマトペ辞典』　（小学
館　2007年）をも参照しうる。）

　　これらをふまえたうえで本論文では
オノマトペを、その発音が、その指示
対象と類似する傾向をもつことば、と
定義する。そうすると本文で述べると
おり、あることばのシニフィアン（指
示作用、あるいは音）がシニフィエ（指
示対象）と重なる傾向、すなわち無意
味化、内包の空洞化の傾向を、オノマ

　　トサカにきちゃった、という若い子
たちの言葉を耳にして、なんのことか
サッパリわからないおとな多いことと
思う。トサカとはニワトリの頭につい
ているあれのことで、要するにこれは
アタマにきちゃったというのと同じ意
味らしいのだが、その説明を聞いて、
言葉というものが、こういうおかしな
変形をしたうえ、流行語みたいになっ
ていることを知ると、それこそほんと
うにアタマにきてしまいそうである。
「社説：なんとお粗末な流行語」『毎日新聞』

1962年３月２日号　東京朝刊　３面　３段目

　　先日、私が教室で“トサカにくる”
という言葉を使ったら、女子学生から
たしなめられました。第一、最近は“カ
カトにくる”っていうんですってね。
その間に“背骨にくる”時期があった
らしい。実に変化が早い。こうした言
葉の部分を切りとってみると、バカに
悪いように思われるけれど、私は、若
い人に同情的なんです
「美しい言葉とは　“若い言葉”悪くない　生

命力があり変わるもの」『読売新聞』1965年

10月21日　８面

19　鷲田清一（角川選書494『ぐずぐず
の理由』角川学芸出版　2011年）は、
「オノマトペonomatopia」 を、「ギリ
シャ語のonoma（名前）とpoiein（つく
る）の合成語を語源としてい」ると
し、Concise Etymological Dictionary of the 

English Languageに基づいて「意味され
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襲していると同時に、とくに終戦直後
に流入した洋風語の影響も見逃せな
い。たとえば、『昭和ことば史60年』（稲
垣吉彦、吉沢典男監修　講談社　1985
年）は、1946年の流行語「ハバ・ハバ」
は、「重畳的なことばの使用法」を特
徴とするハワイのカナカ語が米俗語化
してできたとする（p90）。同書にあ
る同時期のほかの流行語には「パンパ
ン」（p.91）、「カムカム英語」（p.262）
がある。

21　注19を参照
22　つまり、われわれが「ホ」とある時
点で発し、別の時点で「ホ」と発する
ことなくしては、「ホ」はまさに「ホ」
ということば（音素）になりえない。
つまり、ことばは、ことばである時点
でそれ自体の内にすでにミニマルな反
復性を含んでおり、自らの自らに対す
る類似によって、ことばたりえている。
その意味で、ことばとは一つの様式化
であり、オノマトペの存在様態は、こ
とばという様式化の再現である。つま
りオノマトペは、自らを指示しつつ、
しばしば、たとえば「ホイ・ホイ」と
いうしかたで自身をさらに反復するこ
とで、ことばの生成が必然的に孕む反
復性を増幅して見せているわけだ。

　　整理するならば、「ホイホイ」には
三つの反復がある。「ホイ」という二
つの音素の集合が自らを再帰的に指示
するという反復。「ホイ」×２という
反復。さらには、「ホイホイ」が、何

トペは持っていることになる。ただし、
無意味化自体に意味がないということ
にはならない。その点で、たとえば鷲
田（上記書）の指摘は重要である。鷲
田は、視覚文明がすすむと他の感覚は
いっせいに視覚への反訳をもとめはじ
めた結果、感覚的な、表層的なものが
かえって深いものの表現であるという
逆説が成立するという多田道太郎の記
述を引く。そのうえで、「ぴたりとく
る表現が見あたらずいらいらしている
ときのみならず、身体をほどき、感覚
器官を剥きだしにしているときの世界
の感触から、肌で感じる「時代の空気」
や「現在という時代の不安」にいたる
まで、オノマトペというこの言語表現
は、つねに身体的に感応し、音として
その感触を編みなおそうとする。しっ
くりくる表現がなければ、それをあら
たにつくりだそうとする。そしてそこ
には、概念による抽象ではなく、感覚
による抽象ということが起こっている
･･････。」（p.10）と言う。つまり、と
もすればオノマトペがもたらす概念的
な無意味さは創造性の裏返しであり、
むしろそれは、世界の意味を、つむぎ
出すとともに豊かに担っているという
わけだ。
20　ホイホイは、小野正弘編『擬音語・
擬態語　4500　日本語オノマトペ辞
典』（小学館　2007年）に則して解す
るならば、AA型である。ただし、日
本語の伝統的なオノマトペの形式を踏
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実感のこもるひびき　生きつづける言葉の条

件＿学芸」『朝日新聞』1964年９月９日　東

京朝刊　p.11　５段

24　柴田武「流行語と言語ボス」（『言語
生活』1960年６月号　筑摩書房　1960
年）の見出しのことば（p.16）から引用。

25　「宿題が出ていましたね」といえば
「あっほんと、チートモ知らなかった
ワ」とかえってくる。「ダメですよ。やっ
てこないと」「しゃあけ、許してつか
あさい」。

　　A君に「よく読めました」というと、
彼は「ナンテことない」と身ぶりよろ
しくやる。終わりに近づき「ベルが鳴っ
たかしら」と聞けば「そのヨウヨ」と
くる。･･････

　　東京・港区城南中の河村桂子先生
（二四）は、教室の中にまで侵入して
きた流行語に頭を痛めている。

　――（中略）――
　　「この成績なんですか！」
　　「モウシワケナイ」
　　「お勉強に身が入ってないのネ」
　　「カモネ」
　　「もっと真面目にお聞きなさい！」
　　「キビシイ！」
　　「もうテレビは見ませんよ」
　　「ガチョン」
　　てなわけで”アタマにきている”お
かあさんも少なくないようですね。
　「（80）流行語＿みんなで考えよう」『朝日

新聞』1964年７月19日　東京朝刊　19面　１

段　朝日新聞社　1964年

度も発されるという反復。それらの反
復が、ことばを生きなおすという異化
作用を、それぞれに、しかも同時にひ
き起こすことで、「ホイホイ」の脱コ
ンテクスト性は増進される。
23　以下本文で「流行語」を論じるにさ
いにも触れるが、下記は、ことばの音
とことばの生命力とのかかわりを「実
感」という概念を通して指摘している。

　　流行語の「ぐっといかす」とか「ア
ジャパー」は漢字では書けない。これ
は「字感」ではなく、純然たる「音感」
である。「ほんとう」という言葉が若
い人の間でさかんに使われている。そ
のときどきの感じで語尾の抑揚が自由
にかわる。「まあ、さようでございま
したか」とか「そんなことがあったの
か」というかわりに「ほんとう」でか
たづけることができる。「オッス！」
というあいさつも、ちょっとヤクザめ
くが若い仲間のあいさつとしては実感
のでる簡潔なひびきだ。「てんで頭に
きちゃった」という言い方なども、い
かにも直感的で実感がでている。
　　感覚的にピチピチしたひびき、簡潔
で直観的̶̶これが流行語の魅力であ
り、同時にまたここにこそ生きた日本
語の生命があると私はおもう。だから
流行語であってもこうした条件をそな
えている言葉は、むしろ新しい日本語
として生きつづけるだろう。
園部四郎（評論家）「生きた日本語と流行語　
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　A　そうか。ぼくは少し良くなったよ。
英語は「５」だ。

　B　ついてるな。
　A　社会は「４」に上がったし。
　B　ちぇ、お前なんかいらないよ。
　A　おい、あの対面（といめん）いい
じゃないか。

　B　うん。でも、あのぎょうにんべん、
ちょっと清水さんだな。

　A　注意してあげようか。
　B　よせよせ、エイトマンにされるぞ。
　A　ぼくなら平気だよ。神武天皇始っ
て以来の男前だからな。

　B　うまくいったら今夜は赤飯だな。
　　以上、東京都立駒場高校と新宿区の
成城高校その他で収録した俗語、流行
語で作文したものだ。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」『朝日

新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面　２

段　朝日新聞社　1965年　　
　　
　　子どもは生活の中でたくみにＯＭを
使う。お使いに行ってちょうだいとい
われれば、しぶしぶながら、「谷ヤン
がマミアン飲んで、行こーかー」と出
かけてゆく。きょうはあまりごちそう
がないと母親がいえば、「なにはなく
ても江戸むらさき」。おやつの時間に
なれば、「三時のおやつは文明堂よ」
とせきたてる。

　　草野球で投手がストライクを投げ
た。「いい球、のり玉！」。教室で隣の
子が押してきたからグイと押しかえし

　　〈家庭で、母へむすこ＊〉
　　―なんの世話にもなりたくないが、
宿題ばかりはお世話になります。
　　〈体育のマラソンの時間。かなりへ
ばってきたとき、児童の一人〉
　　―アイ・アム・タフ！（先生注=タ
フの意味をほんとうに理解しているか
どうかは疑問だが、全員笑って、急に
元気づいた）
　　〈家庭で、家族そろってテレビの「徳
川家康」をみていた。家康のセリフ「な
んとか申さぬか」を受けて〉
　　―カゼにはコルゲンコーワ。
　　〈始業前の学校で、トイレから出て
きた児童〉
　　―コカコーラ！（先生注＝すかっと
さわやかになったとの意味らしい。ト
イレがこんでいて、なかなか順番がま
わってこないという状況だったが、あ
わただしさや、いらだたしさが吹き飛
んだ）
　＊原文のまま
「［あなたも登場］⑦　コマーシャル　1250億

円の流行語（連載）」『読売新聞』1965年４月

４日号　朝刊　社会　20面　５段

　　電車の中で二人の男子高校生が話し
ている。
　A　おい、通信簿どうだった？　
　B　だめだ。先学期より悪くなっ
ちゃったよ。一・六㌔だよ。英語は「２」
なんだ。メプルなよ。
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ワカッテナイ（ミッキー・カーチス）、
申しワケナイ（坂本九）、オワカリカ
ナ（藤村有弘）、ホイキタ、常識です
よ（石井均）等々、限りなく続く」（同
書pp.116－117）と、系譜を描き出す。
つまり、ラジオからテレヴィへと、感
覚（音と反復（タイミング））を重視
したことば（の使いかた）の発信源は
受け継がれた。

　　とくに、1953年には「一世を風靡し
た」トニー谷による「バタくさい軽妙
なトニーグリッシュは、「ギョッ！」、
「アジャ・パー」などのナンセンスな
間投詞ふうの流行語にくらべて単な
るギャグを脱した味があった」（同書
p.119）。

　　トニー谷の造語手法は、おおむね四
つに分類しうる。

　　一つは、「レディース・アンド・ゼ
ンツルメン、アンド・おとっつぁん・
おっかさん！」がその典型であるが、
「英語日本語混用」（米川明彦編『明治・
大正・昭和　新語・流行語辞典』三省
堂　2002年　1965年　p.181）である。
これは「新機軸」（同書p.181）とも言
われるが、1950年の流行語「とんでも
ハップン」（同書にくわえ、『昭和こと
ば史60年』が選出。）に代表される『自
由学校』語がその「前ぶれ」であると
みなしうる。『自由学校』は1950年に『朝
日新聞』に連載された小説であり、「当
時の軽薄な世相を表すために、この「と
んでもハップン」をはじめ、「ネバー

た。「なによ」「なんである、バカであ
る、いうことなし」。
「流行語＿ＴＶ　ＣＭ時代̶̶生活にとけ込

む　画一的な表現に非難も」『朝日新聞』1968

年８月19日　東京夕刊　10面　６段　朝日新

聞社　1968年

26　吉沢典男（『昭和ことば史60年』（稲
垣吉彦、吉沢典男監修　講談社　1985
年））は、戦後の混乱が収まりかけて
くると同時に出てきた「芸能人造ると
ころのいわゆる“芸能珍語”」の小史
をつづる。
　　その第一号は「ギョッ！」であり、
1949年に始まったNHKラジオのバラ
エティ・ショー「陽気な喫茶店」の主
演者・内海突破のギャグからひろまっ
た。それについで「アジャ・パー」が、
喜劇役者伴淳三郎が浅草の軽喜劇の舞
台で愛用したところから1952年に広
まった。「民放ラジオの開局（第一号
は昭和二六年九月一日・中部日本放送）
が増えるにつれて、芸能人の市場も拡
大する一方、売らん哉主義の芸能人た
ちはてっとり早い売り出しの手法の一
つとして、やたらと珍語を使いまくる
傾向があった」と分析し、「花菱アチャ
コの｢むちゃくちゃでござりますがな」
｣、「であンス（十朱久雄）、ゆうてみ
てみ、きいてみてみ（ダイマル・ラケッ
ト）、だいじょうび（中山みゆき）、は
んずかしい（市村俊幸）などの後は、
サイザンスのトニーグリッシュに及
び、やがてはテレビ時代に入っても、
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事情」は、わざわざそれを選んで使う
こと自体のうちに、ふつうのことばが
暗黙に孕んでいる空虚さを暴く皮肉、
あるいは「風刺」（『昭和ことば史60年』
p.119）の意図がある。また、たとえ
ば「（～したのよ、）しあわせ！」」（『昭
和ことば史60年』p.119）は、1957年「7
月の東宝ミュージカル『パノラマ島奇
譚』でトニー谷扮する新聞記者が演出
の菊田一夫から「何かおもしろいコト
バを入れてほしい」と注文され、アア、
ヨカッタという代わりに、何げなく
「しあわせ」といったら客がドーと笑っ
た。そこで出る度に続けざまに使って
いるうちに銀座かいわいの若い人たち
に流行したという」（吉沢典男「昭和
三十二年の新語・流行語　「神武以来」
と「よろめき」」『言語生活』1958年2
月号　筑摩書房）。すでに本文にも書
いたとおり、「ふつうのコトバ」であっ
ても、コンテクストを横断するかたち
で反復して使われることによって、そ
のつどの使用のコンテクストから浮い
た結果、きわ立ち、「ふつう」ではな
いことばとなっていく。

　　こうしたトニー谷の手法の分類項目
は、流行語一般の創作手法の分類項目
とも重なるであろう。たとえば「アジャ
パー」は、「伴淳三郎が出身地の山形
方言「アジャジャ」（あれまあ）と「パー」
（ダメ、おしまい）とを合成した語」（『明
治・大正・昭和　新語・流行語辞典』
p.177）であるという点で、三つ目の

好き」「イカレポンチ」「キャンディ・
ボーイ」など混血語や特製英語を乱発」
し、「これらの多くが流行語となった」
（『昭和ことば史60年』p.108）。
　　二つ目の手法は、オノマトペの使用
である。たとえば、「胸が、ドキリン
コ」、「うれしくって、ホンワカホンワ
カ」（『明治・大正・昭和　新語・流行
語辞典』p.181）、「おひっぷプリリンコ
ン」（『昭和ことば史60年』p.119）など。　　
本文、ならびに注14で述べた「オノマ
トペ化の傾向」は、「芸能珍語」ある
いは、流行語の創作手法の一側面に包
摂されると言える。
　　三つ目は、ローカルな慣用語尾の流
用である。たとえば「サイザンス」を
はじめ、トニー谷が多用する「・・・
ざあんす」、「・・・ざあんしょ」（『明
治・大正・昭和　新語・流行語辞典』
p.181）は、「むかしから使われた東京
の女性語ザーマス」（『昭和ことば史60
年』p.119）の応用である。また、「バッ
カじゃなかろかは、九州は博多でタク
シーに乗ったときに土地っ子の運転手
が「～じゃなかろか」といったのにヒ
ントを得て造りだしたという」（『昭和
ことば史60年』p.119）。
　　四つ目は、「ごくふつうのコトバを
使」（『昭和ことば史60年』p.119）うこ
とである。ただし、使うことばが「ふ
つう」であればあるほど、わざわざ使
うこと自体に、あるいは、使いかたに
重点が置かれる。たとえば、「家庭の
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話がこんがらかったときに“ま、いろ
いろあらあね”と、サッと応用するん
ですよ、みんな」（東京ぽん太）。

　　おかしなキャッチフレーズが、生活
の中で人間関係の潤滑油の働きをして
いるのは、CMも漫才もほぼ同じとい
えそうだ。

　　第三、ヒマな人が喜んでいることこ
と。「漫才の公開録画に集まるのは女
性ファンが多い。金を払って大劇場へ
行くエリートとは別な“第三の観客”
が、寄席番組を通して組織されはじめ
ています」（フジテレビ・チーフディ
レクター・真杉昇氏）

　　こうした現象について「連帯を失っ
た大衆が短いことばを手がかりにし
て、“同床異夢”を見ようとする傾向」
と考える意見もあるが、ともかく“現
代の顔”を反映していることはたしか
にある。
「芸術　演芸：新語で勝負するタレント」『毎

日新聞』1966年11月１日号　東京夕刊　９面　

１段

27　稲垣吉彦、吉沢典男監修『昭和こと
ば史60年』　講談社　1985年　pp.116
－117。また、以下の記事がある。「芸
術　演芸：新語で勝負するタレント」
『毎日新聞』1966年11月１日　東京夕
刊　９面　１段

28　注26を参照。ただし、『現代〈死語〉
ノート』（小林信彦　岩波新書　1997
年　p.ix）は、1953年に流行したとす
る。

手法に即している（さらに言えば、「「ア
ジャ」と「パー」の間を少し開けて言う」
「驚きと困惑の間投詞」（『明治・大正・
昭和　新語・流行語辞典』p.177）でも
あることから、語源上はかならずしも
「ナンセンス」であるとは言えない）。
つまり、トニーグリッシュの「味」は、
「ナンセンスな間投詞ふうの流行語」
と異なる、と言うよりは、流行語の創
作手法を集大成しつつ、多種の流行語
のかたちを包括する豊かさにある。
　　また1966年の『毎日新聞』の記事は、
「新語・流行語を旗印にした漫才がブー
ムにのし上がった理由」を下記のとお
り述べる。

　　第一、これらの漫才ことばがCM的
であること。「現代の漫才の特徴は、
コマーシャル的です。セールス・ポイ
ントをはっきりさせて、自分を瞬間的
に印象づける。この傾向は、CMから
でてきたクレイジー・キャッツなどに
はっきりみられたことです。CM文化
が大衆のなかに定着してしまって、こ
れを抜いて現代の大衆文化を論じるこ
とができなくなってしまったともいえ
るでしょう」（TBS調査部・梶原和也
氏）。
　　第二、生活のなかでさまざまな応用
のきくこと。「“いろいろあらあね”と
いうことばは、放送局で企画について
みんなで話し合っているときに出でき
たんです。複雑な社会になってくると、
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「まとめて面倒みたよ」「アタマにくる」
「こりゃしゃくだった」「イカス」「カッ
コいい」̶̶以上が、彼女たちの口を
ついてでる流行語ベスト・テン。

　　なぜ使うか？「ユーモアがある」「フ
ンイキが楽しくなる」「話がスムーズ
に運ぶ」「現代感覚にぴったり」「みん
なが使ってるもの」「自然に出ちゃう」
･･････。

　　使わない理由は「軽薄」「低俗」「下
品」が三分の二。

　̶̶（中略）̶̶
　　以上の調査結果から、流行語”白
書”をまとめると、こんなことになる
でしょう。

　　「都会でも田舎でも、大人も子ども
も、日本人の半分、いや三分の二が、
口をそろえてしゃべってる“テレビが
作った流行語”」
「（80）流行語＿みんなで考えよう」　『朝日新

聞』1964年７月19日　東京朝刊　19面　１段

　　日本テレビの歌謡ショー「魅惑の宵」
で歌手の坂本九が「申し訳ない」（「モー
シャケナイ」と聞こえた）を連発して
流行語になった。テレビから出た流行
語の第一号。
米川明彦編『明治・大正・昭和　新語・流行

語辞典』三省堂　2002年　p.301（「1965年」

の項）

32　『昭和ことば史60年』（稲垣吉彦、吉
沢典男監修　講談社　1985年　p.156、
p.272、米川明彦編『明治・大正・昭

29　前年（1956年）の四月に脱線トリオ
を結成したコメディアン三人（八波む
と志・由利徹・南利明）は、日本テレ
ビの「お昼の演芸」にレギュラー出演
して爆発的人気を呼んだ。
　　三人の中でボケ役の由利徹が口にす
る〈カックン〉が流行語となり、軽い
失望をあらわす言葉として使われた。
小林信彦『現代〈死語〉ノート』岩波新書　

1997年　p.20

30　「魅惑の宵」（日本テレビ）という人
気番組があった。ザ・ピーナッツやク
レイジー・キャッツも出ていて、やが
て、金曜日から日曜日に移り、「シャ
ボン玉ホリデー」と改名される。作・
構成は前田武彦。
　　この番組で坂本九がダニー飯田とパ
ラダイス・キングの連中とからみ、最
後に「申しわけない」と落とす。「モー
シャケナイ」ときこえました。この言
葉は他の番組でも使っていたと記憶す
る。
小林信彦『現代〈死語〉ノート』岩波新書　

1997年　p.67

31　たとえば、以下の報告がある。

　　「流行語̶̶使ってます」と答えた
もの一七九人。「ノー」六十二人。使
用率七四％。共立女子大の平井教授が
短大文科（国文専攻）の今年新入生
二四一人について調べた結果である。
　　「チートモ知らなかった」「ガチョン」
「かもね」「そのようよ」「お呼びでない」
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の世にもあった。世相、風俗、人情の
機微をとらえて広まり、あるものは、
うたかたのように消え、あるものは生
きのびて日用語になる。しかし戦後の
二十年間ほど「大量生産」された時代
はない。「神武以来」の激動の世相を
映すとともに、媒体であるマスコミの
変遷と急膨張につれて移り変った。」
とし、流行語の発信源であるマスコミ
媒体の種類を時代を追って区別する。
「終戦直後」は「新聞」、「昭和25年（1950
年）」からは「ラジオ」、「30年（1955年）
ごろから34年（1959年）ごろにかけて
は」「週刊誌」、「37年（1962年）ごろ
からはテレビ」。「戦前や戦後しばらく
の間の流行語は名詞がほとんどだった
が、最近のはセリフやフレーズが多く、
特に発声法や身ぶり全体をまねている
のが多い。はやるのも速く広い。だが
寿命は短い。」という千葉大・吉沢典
男助教授の分析を引きつつ、「いまや
流行語＝テレビ語です。」と結論づけ
る。
「（80）流行語＿みんなで考えよう」（「うつり

変わり」欄）

『朝日新聞』1964年７月19日　東京朝刊　19

面　１段

　　またほかにも、「「子供たちがあげて
いるいくつかの流行語をよくみると、
まず、短くてひと口でいえること。そ
れに、そのことばが人気タレントの面
白い身ぶりや手ぶりをともなってい

和　新語・流行語辞典』三省堂　2002
年　1965年　p.198、『新語・流行語大
全1945－2005　ことばの戦後史』自由
国民社　2005年　pp.98－99、小林信
彦『現代〈死語〉ノート』岩波新書　
1997年　pp.82－86、pp.94－97を参照。

　　さまざまな資料でチェックし直して
も、この年、もっとも流行語を放った
のは、テレビタレントから映画の主演
に昇格した植木等である。
　　それはかならずしも計算されたもの
ではなく、偶然の要素が多い。
　　若い読者のために説明しておけば、
まず、〈ハナ肇とクレイジー・キャッツ〉
というコミック・バンドがあった。わ
かり易くいえば、ジャズ喫茶で、演奏、
コント、歌などを次々に見せるバンド
で、一部の物好きに人気があった。
小林信彦『現代〈死語〉ノート』岩波新書　

1997年　p.82

33　『昭和ことば史60年』（稲垣吉彦、吉
沢典男監修　講談社　1985年　p.272、
『明治・大正・昭和　新語・流行語辞
典』（米川明彦編　三省堂　2002年）
p.303、『新語・流行語大全1945－2005　
ことばの戦後史』　自由国民社　2005
年　p.101、『昭和ことば史60年』（稲
垣吉彦、吉沢典男監修　講談社　1985
年　p.273
34　1964年７月19日『朝日新聞』掲載の
「（80）流行語＿みんなで考えよう」（「う
つり変わり」欄）は、「流行語はいつ
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面　５段

　　ただし、「実感」と一致しているか
どうかには、疑問があるだろう。われ
われはそもそもことばに合わせて感じ
ている、とも言えるからだ。ある新語、
流行語が出てきてはじめてわれわれは
そのように感じることができるので、
「実感」自体がことばとともにつくら
れているとも言えるからだ。たとえば、
下記の指摘がある。

　　それに俗語、流行語は出来あいのも
のを使う場合が多い。○×式の答え方
に通じるところもある。自分でヒネリ
出すことをせず、他人が考え、広く使
われている言葉に便乗するだけだから
他人思考型とも言える。会話の流れに
応じて、そのつど自分で考え出すウ
イットやユーモアにくらべて、精神の
怠惰ともいえると大久保先生は言う。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」　『朝

日新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面　

２段

　　また当時、流行語にかぎらず、日本
語全般の口語化と音のかかわりは、議
論されている。

　主人　そうです。明治文学が美しかっ
たということは、語形美がなかなか大
きな意味をもっていた。そしてそのこ
とと平行して、明治時代では、美辞麗

るということです」」（「婦人・子供：
こどものくに＝流行語」『毎日新聞』
1966年１月18日　東京朝刊　10面　５
段目）とある。
35　流行語の音にかんする指摘にはつぎ
のものがある。

　　流行語の「ぐっといかす」とか「ア
ジャパー」は漢字では書けない。これ
は「字感」ではなく、純然たる「音感」
である。「ほんとう」という言葉が若
い人の間でさかんに使われている。そ
のときどきの感じで語尾の抑揚が自由
にかわる。「まあ、さようでございま
したか」とか「そんなことがあったの
か」というかわりに「ほんとう」でか
たづけることができる。「オッス！」
というあいさつも、ちょっとヤクザめ
くが若い仲間のあいさつとしては実感
のでる簡潔なひびきだ。「てんで頭に
きちゃった」という言い方なども、い
かにも直感的で実感がでている。
　　感覚的にピチピチしたひびき、簡潔
で直観的̶̶これが流行語の魅力であ
り、同時にまたここにこそ生きた日本
語の生命があると私はおもう。だから
流行語であってもこうした条件をそな
えている言葉は、むしろ新しい日本語
として生きつづけるだろう。
園部四郎（評論家）「生きた日本語と流行語　

実感のこもるひびき　生きつづける言葉の条

件＿学芸」

『朝日新聞』1964年９月９日　東京朝刊　11
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学校に提出した。これを見た秋元俊一、
鈴木英明両教諭（国語担当）が「もっ
と範囲を広げて体系的に調査したら」
と助言、本格的に調査に手をのばした。

　̶̶（中略）̶̶
　　その結果をみると、流行語をつかっ
ている率は「ガチョン」が男子四九・
六㌫、女子四六・五㌫でトップ。
「東京都　教育：女子中学生が流行語調査」『毎

日新聞』1964年11月17日号　東京朝刊　16面　

１段

　　このギャグ（ガチョン＊）の出所は
「シャボン玉ホリデー」ではない。日
本テレビ水曜日夜７時半からの「素敵
なデイト」である。

　　＊春木が挿入
小林信彦『現代〈死語〉ノート』岩波新書　

1997年　p.97

37　そもそも芸能珍語は、テレヴィ、ラ
ジオ以前の舞台、たとえば軽喜劇など
の生の舞台において発されるときも、
程度の差はあれ演技や演出をともなう
ことに比例して、そうした感覚上の効
果をともなっていた。むしろ生の舞台
においては、そこに在る役者（芸人）
の体による生々しい感覚上の演出が現
出したかもしれない。よってむしろ、
たとえばラジオではことさらに聴覚
を、テレヴィではことさらに視聴覚を
強調するというしかたで、メディアの
特性が、制作の側でどの感覚を重視す
るかという点でパフォーマンスの感覚

句たっぷりな演説などが、美しいこと
ばづかいだと考えられていたようで
す。でも今日のことばづかいとしては
……。
　客　なんとしても語形美にとらわれな
い……。
　主人　カナ文字は音声文字でしょうか
ら、そこへことばの重点を持ってゆく
んですね。さもないかぎり、これから
のことばの美しさは求められなくはな
いでしょうか。
　客　ことばの美しさを、語形美から語
韻美に移行させるのですね。
内藤濯「ことばを美しくするには」『言語生活』

２月号　筑摩書房　1957年　p.15

36　「歳末特集：流行語からみたこの１
年」（『毎日新聞』1963年12月31日　東
京朝刊　８面　１段目　朝刊）は、「バ
カンス」、「皿洗い亭主」、「ハッスル」
とならんで「ガチョン」を挙げている。
　　また、下記の記事もある。

　　板橋区立赤塚二中二年の遠藤佐和子
さん（十三）と橋本美恵子さん（十三）
　̶̶（中略）̶̶
　　この二人はクラスも同じ、家も近い
仲よし。一学期の国語で「“お”のつ
くことば」という項目を学んだことか
ら「かっこいい」「ガチョン」「ほんと、
ちいとも知らなかった」など現代っ子
がよく使う流行語を調べてみようと話
し合い、夏休みの自由研究で身近な環
境を対象に調査を進めて、その結果を
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には流行するが、ほかの集団には流行
しないということがある。あるいは、
ある集団に流行するにしても、マスコ
ミで使ったそのままの形で広まるわけ
ではない。

　　こういうことを考えると、集団のな
かには、流行語をフルイにかけ、ゆが
みを与える仲介者がいるらしいという
ことになる。

　　実際にわたしたちが経験しているこ
とで、こんなことがある。子供がテレ
ビからある流行語を耳にする。あくる
日さっそく学校のクラスで使ってみ
る。しかし、誰も関心を示さないので、
その流行語はその子供だけで終わっ
て、やがて、そのことばも忘れてしま
う。ところが、同じ流行語でも別の子
供が言い出すと、パッとクラスじゅう
に広がる。

　　こういう、流行語が集団内に広がる
プロセスでのリーダーみたいな子供
を、わたしは仮に「言語ボス」と呼ん
でいた。こういう言語ボスをなんかの
方法でつきとめることができないだろ
うかと、以前から考えていた。
柴田武「流行語と言語ボス」『言語生活』1960

年６月号　筑摩書房　1960年　p.16

39　流行語の使用における「タイミング」
に対しては、たとえば下記の指摘があ
る。

　　̶̶俗語、流行語を使うと話がはず
んで、ワサビがピリッときき、親しみ

特性に影響することが重要であろう。
芸能珍語の使用の場が喜劇の舞台から
ラジオへ、そしてテレヴィに受け継が
れるにつれ、たとえば「発声法」と「身
ぶり」が感覚性がきわまるポイントと
なって浮上し、それを起点かつ支点に
してミメーシスが推進されていったと
考えうる。
38　流行語を使うだれしもが、たとえば
テレヴィでオリジナル・パフォーマン
スを見て、それをまねるわけではな
い。むしろ、近くに居る使用者から流
行語を知り、発話のしかたや身ぶりま
ねる、という構造がある。つまりミ
メーシスの連鎖により流行語はひろま
り、その過程でオリジナル・パフォー
マンスは変形されていくであろう。「流
行語の流行」ということばを使った柴
田武（「流行語と言語ボス」『言語生
活』1960年６月号　筑摩書房　1960年）
は、流行語を実質上流行させる「仲介
者」である「言語ボス」を想定し、「東
京の小学校３校の５年生」を対象にし
て流行語の流行過程の実態を調べてい
る。また、子供の所属を「下町」、「山
手」、「周辺」と分けたうえで、下町の
子供たちが最も多く流行語を知ってい
るという結果を導いている。

　　マスコミがまき散らす流行語がそっ
くりそのままある集団に流行するわけ
ではない。あるものは流行するが、あ
るものは流行しない。また、ある集団
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42　また、「ナンセンス」であることを
前提に、たとえば「ノンセンス」と評
するコメントもある。

　　CM流行語のはしりは、なんといっ
ても「ナンデアル、アイデアル、トホ
ホッ」という、植木等がやったもの。
これが出たのが、三八年九月。それよ
り前に、桂小金治の「オモカジいっぱ
い、のりたまで三バイ」というのがあ
るが、爆発的に流行したわけではない。
この種のCMを、くろうとは”ノンセ
ンス・コマーシャル”という。ナンセ
ンスではなく、ノンセンス。アホら
しいといった意味のナンセンスより、
まったくセンスがないと、より手きび
しい。

　̶̶（中略）̶̶
　　植木等だけでも「まいった、まいっ
た」（菓子メーカー）「わかってるね」（胃
腸薬）など四業種。このほか「お世話
になります」（胃腸薬）「いっぱいやっ
か」（日本酒）「ヘソねえじゃねえか」（カ
ゼ薬）などさまざま。
「［あなたも登場］⑦　コマーシャル　1250億

円の流行語（連載）」

『読売新聞』1965年４月４日号　朝刊　社会　

20面　５段

43　古川ロッパ『人間の記録　あちゃら
か人生』日本図書センター　1997年（元
本は、古川緑波『喜劇三十年――あちゃ
らか人生』アソカ書房　1956年）p.246
（同書を、後出の高平、小林が引用、

も増す。タイミングよく使えた時は、
友だちの爆笑を呼び、かっさいも博し
て、たのしい。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」　『朝

日新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面　

２段

　　さりげなくつぶやいてみたり、話の
オチに使ったり、合いの手にいれたり”
グッド・タイミング”な使い方一つで
ニュアンスが変わるところがよろこば
れるのでしょう。
「流行語にみるこの１年　王様格はレジャー　

“生活合理化時代”で好まれたインスタント」

『毎日新聞』1961年12月31日号　東京朝刊　

５面　１段

　　･･･子供たちのニガ手な作文の宿題
をだそうものなら、セーターの胸をつ
まんで“イヤーン、イヤーン”。タイ
ミングのよさにはまったく驚かされま
すね」と田中先生は苦笑する。
「婦人・子供：こどものくに＝流行語」：小見

出し「タイミングのよさ」

『毎日新聞』1966年１月18日　東京朝刊　10

面　５段

40　1962年の映画『ニッポン無責任時
代』の主題歌《無責任一代男》（1962
年　作詞　青島幸男、作曲　萩原哲晶）
から。
41　20世紀死語辞典編集委員会編『20
世紀死語辞典』　太陽出版　2000年　
p.041
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林信彦の別名義）『日本の喜劇人』晶
文社　1972年）　

51　由利徹がせりふを言っているうちに
国定忠治になってしまい、藤田まこと
に注意されると、書き割りの山を指さ
し、

　　「あたし、あれを見ると、こうなる
んです」

　　「ハレム・ノクターン」に合わせて
身をくねらせるのも、由利徹がいちば
んうまい。いろんな人があれをやるが、
曲の初めで、ず、ず、ず、と大きく身
をくねらせないと、あとが、もたない
のである。

　　〈脱線トリオ〉の人気は、テレビと
いう新しいメディアと年期の入った三
人との幸福な結合の結果であるが、こ
れ以後、テレビの爆発的な普及は、む
しろ、才能あるコメディアンを枯らし
てゆくようになる。

　　とにかく、トニー、フランキーは民
放ラジオの生んだタレントであり、〈脱
線トリオ〉は、テレビが創り出した最
初のグループ・タレントであった。
小林信彦『日本の喜劇人』　新潮社　1982年　

p.118（原本は、中原弓彦（小林信彦の別名義）

『日本の喜劇人』晶文社　1972年）

52　戦後は、ソ連帰りの「筋金入り」「つ
るしあげ」、カービン銃事件の「おお
ミステーク」、それに「ギョッ」「アジャ
パー」「サイザンス」など次第にカタ
カナがふえ、現在のテレビ、マンガ週
刊誌製の流行語時代に移行している。

参照している）。
44　古川ロッパ『人間の記録　あちゃら
か人生』日本図書センター　1997年（元
本は、古川緑波『喜劇三十年――あちゃ
らか人生』アソカ書房　1956年）p.246

　
　　また高平哲郎は、「関西弁で「アッ
チャ、コッチャに行って騒々しい」と
いうのが変化した」という説も紹介し
ている（『アチャラカ』ビレッジセン
ター出版局　2004年　p.31）。

45　小林信彦『日本の喜劇人』　新潮社　
1982年　p.123（原本は、中原弓彦（小
林信彦の別名義）『日本の喜劇人』晶
文社　1972年）
46　小林信彦『日本の喜劇人』　新潮社　
1982年　p.125（原本は、中原弓彦（小
林信彦の別名義）『日本の喜劇人』晶
文社　1972年）
47　小林信彦『日本の喜劇人』　新潮社　
1982年　pp.126－129　（原本は、中原
弓彦（小林信彦の別名義）『日本の喜
劇人』晶文社　1972年）
48　小林信彦『日本の喜劇人』　新潮社　
1982年　p.126（原本は、中原弓彦（小
林信彦の別名義）『日本の喜劇人』晶
文社　1972年）
49　小林信彦『日本の喜劇人』　新潮社　
1982年　p.128（原本は、中原弓彦（小
林信彦の別名義）『日本の喜劇人』晶
文社　1972年）
50　小林信彦『日本の喜劇人』　新潮社　
1982年　p.128（原本は、中原弓彦（小
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て床と並行にし、右手は垂直に上げ手
首は直角に曲げ、そこで「シェー！」
と叫ぶ。赤塚不二夫が描いた破天荒な
イタズラ六つ子のマンガ「おそ松くん」
は一挙に人気を集め、登場人物の「イ
ヤミ」がびっくりしたときにあげる叫
び声〈シェー〉はそのポーズとともに
社会現象になった。
米川明彦編『明治・大正・昭和　新語・流行

語辞典』三省堂　2002年　1965年の「シェー」

の項目

　　10巻「ミーのデッ歯はダイヤの入れ
歯」では、「つぎシェーやって！！」
とチビ太に促されて、わざわざシェー
をキメているシーンがあるから、40年
（＊1965年）初頭のこの時期にはサン
デー読者の間では流行語として認知さ
れていたのだろう。

　　＊は春木が挿入。
泉麻人『シェーの時代――「おそ松くん」と

昭和こども社会』文藝春秋　2008年　p.130

　　そう、僕ら小学校のクラスでこれが
ハヤったのは、39年（＊1964年）のオ
リンピックより後、40年（＊1965年）
春からの小三の組の当時だった……と
いうぼんやりとした印象がある。

　　＊は春木が挿入
泉麻人『シェーの時代――「おそ松くん」と

昭和こども社会』文藝春秋　2008年　p.131

　　また、同じく『シェーの時代――「お

「流行語百年」『毎日新聞』1968年４月13日号　

東京朝刊　15面　１段

　カタカナ化にかんする当時の報告に
はたとえば、以下がある。
　大友栄一、斎賀秀夫、堂家和久、村
瀬尚　司会　牧田稔「広告と外国語（座
談会）」『言語生活』1960年４月号　筑
摩書房　1960年　pp.２－13
53　当時の報告にはたとえば、以下が
ある。石綿敏雄「雑誌の中の外来語」
『言語生活』1960年４月号　筑摩書房　
1960年pp.33－47

54　高平哲郎『アチャラカ』（ビレッジ
センター出版局　2004年　pp.30-31
55　原健太郎『東京喜劇――アチャラカ
の歴史』NTT出版　1994年　p.214（高
平哲郎『アチャラカ』（ビレッジセン
ター出版局　2004年　p.31で引用）ま
た原は、上記『東京喜劇――アチャラ
カの歴史』pp.208－221において、「ア
チャラカ喜劇」の歴史的変遷を叙述し
ている。
56　若い人たちの間に、驚いた時に
「シェー」と言うのが大流行している。
しばらく前には「かもね」「ようよ」「さ
えている」などというのがはやった。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」　『朝

日新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面　

２段

　　【シェー】
　　左手と左足を肘、膝から直角に曲げ



72 特別論文　「かっこいい」は、カックイイ——「流行語の流行」と、感じることばの生成

ヤミなサカナ」において、イヤミによ
る「初シェー」が披露され、以後これ
は彼の持ちネタとして定着していく。

　　＊は春木が挿入
泉麻人『シェーの時代――「おそ松くん」と

昭和こども社会』文藝春秋　2008年　pp.128

－129

59　子供たちはいう。「ケンカになりそ
うになったら、ゆるしてちょうだいっ
ておがむの。そしたらふきだしちゃっ
て、すぐに仲直りする」「急にテスト
があるときなんか、みんなでシェーと
いうの」

　̶̶（中略）̶̶
　　「シェーはびっくりしたときやおど
けたりはぐらかしたりするときに使
う。じょうだんはよしっていうのは、
相手をやっつけるときだけに使うの」

　̶̶（中略）̶̶
　　「みんなで遊びのルールを決めかけ
ていても、オチャメなB君がはいると、
すぐシェーとかイヤーン、イヤーンと
かいってまとまりかけたものでもぶっ
こわしちゃう」と、田中先生のクラス
の子供たちはいっていた。
「婦人・子供：こどものくに＝流行語」『毎日

新聞』1966年１月18日　東京朝刊10面５段

60　劇中のあることばが、脱コンテクス
トの傾向をもつとは、逆から言えば、
当のことばのオリジナルの演劇的コン
テクストが強固ではないことを意味し
ている。コンテクストが強固ではない
というのは、コンテクストを編む「テ

そ松くん」と昭和こども社会』（p.129）
では、10巻p.46のコマが引かれている
が、「つぎシェーやって！！」と促す
チビ太に、イヤミは「ほんとにかっ
こいいざんすか？」と返している。
「シェー」が「かっこいい」の外延で
ありうる点は、着目に値する。

　　赤塚　流行語はつかっちゃいけない
というより、つかい方しだいで子供の
感情を生きいきさせる役目もあると思
うんですが…。“シェー”だって、は
やらせようと思って作ったんじゃあな
いんです。ピッタンコと感じが出てる
からはやったんだと思いますね。
　　（赤塚不二夫と芥川隆行の対談
「シェー !!　女房には頭があがらない」
（『週刊平凡』1966年２月17号）からの
引用）
泉麻人『シェーの時代――「おそ松くん」と

昭和こども社会』文藝春秋　2008年　p.140

57　泉麻人『シェーの時代――「おそ松
くん」と昭和こども社会』文藝春秋　
2008年　p.132
58　コミックスを眺めると、すでに38年
（＊1963年）頃からイヤミ以外のキャ
ラクターが驚いたときなどに、シェー
に似たアクションを見せている場面が
見受けられるが、吹き出しのフレーズ
は「いや～ん」であったり、無言であっ
たり、まだ完璧なシェーは確立されて
いない。――（中略）――78巻（39年（＊
1964年）春）「イヤミなつりぼり　イ
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でしょう」「そのようよ」「もう八時で
すよ」「チートモ知らなかった」「早く
やりなさい」「あなたのムスコを信じ
なさい。そういうこと！」

　　おとなの多くは、何もかもチャカし
てしまうようなことばと態度が心配で
ならない。何しろ何百回とくりかえし
きかされ、短くてリズムがある。それ
に早くおとなの仲間入りをしたい子ど
もたちは、これらがおとなの社会語だ
と思って、どうしても使ってみたい。
子ども同士も、お互いに負けずに使い
こなすことで、仲間意識を強くする。
おまけに、いつも上品で正しいことを
要求するおとなに対する反逆の快感も
ある。
「雑誌から　子供と流行語　婦人倶楽部7月

号」『朝日新聞』1964年７月４日　東京朝刊　

９面　９段

64　では、どんな気持ちでこういう言葉
を使っているのだろうか。

　　「何か親密感が出るんです。そして
自分も相手もたのしんじゃうんです
ね」という意見があるかと思えば「こ
ういう言葉を使うと、フンイキがたの
しくなって、とっても話しやすくなる
んです」とも言う。「言おうとする気
持ちにピッタリだから」という感想も
ある。さらに「優越感を味わえる」「相
手をバカにしたようなところがあっ
て、ちょっといい気持になる」「ボク
たち、高校生だから、いろんな点でし
ばられているでしょ？それでこういう

クスト」同士の、たとえば、ある劇内
の、ことばを含むもろもろの要素同士
の、相互依存性が低いということだ。
逆に、オリジナル・コンテクストが強
固であればあるほど、すなわち、ある
ことば（の意味）が、オリジナル・コ
ンテクスト内のほかのことばに依存す
ることで成り立っていればいるほど、
個々のことばの「転用」はむずかしく
なる。
61　最近、テレビが作った流行語では
「おーヤ」「･･････のようよ」（男嫌い）
「ーダァー」「ガチョン」（クレイジー
キャッツ）「ちーとも知らなかったわ」
（すちゃらか社員）「変な」（夢であい
ましょう）「してつかァさい」（図々し
い奴）などでしょう。共通している
ことは、接頭語や接尾語が多いこと。
ちょっと単語をかえれば、いろいろな
場面に転用がきく点が、流行語となっ
た理由です。この自在性が流行語の本
質だともいえます。
「歳末特集：流行語からみた1963年」『毎日新

聞』1963年12月31日　東京朝刊　８面　１段

62　逆に言えば、じっさい「かっこいい」
がそうであるように、使い慣れること
で「言うがために言う」スタンスが消
えれば、ことばの脱コンテクスト性は、
減衰する。そのとき流行語は常用語に
なると言える。
63　子どもたちはテレビの中の妙な新語
をすぐおぼえ、またそれをうまいこと
実生活の中に応用する。「宿題あるん
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える。会話の流れに応じて、そのつど
自分で考え出すウィットやユーモアに
くらべて、精神の怠惰ともいえると大
久保先生は言う。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」　『朝

日新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面　

２段

65　そもそも流行語自体が軽薄でふまじ
めであるとみなされてもいる。たとえ
ば、『読売新聞』の「“政界メモ”欄に
「政府各省ともバカンス体制」とか「総
選挙体制へハッスル」など流行語が使
われていましたが、まじめな記事に軽
率な感じがします。」と、読者からの
投書が来ており、それに対して編集者
は、「親しみを持たせるためにくだけ
た表現も使う」と返答している（「読
者と編集者」「政界メモ」と流行語　『読
売新聞』1963年８月24日号　朝刊　情
報　３面２段）。

　　ほかには、下記の報告がある。

　　コマーシャル否定派のおとなが心配
するように、子どもたちの間で、コマー
シャルはしばしば相手の話をはぐらか
す。あるいはふざけの材料に使われて
いる。まじめに話し合い、考える場で
も「シェー」がとびだし「マイッタ、
マイッタ」がまかり通る。そこで子ど
もの側にも反省が生まれた。東京・荒
川区の子ども会では「流行語を使わな
い」という決議をした。「コマーシャ
ルは教室の中で使わない」ときめた小

言葉を使って、ボクだって生きている
んだ、ざまあみろっている気持ちにな
るんですね」と考え方はさまざまだ。
中には「自然と出ちゃうの」という無
意識派もいた。
　――（中略）̶̶
　　思春期になると自我意識が発達し、
孤独を愛すると同時に仲間を求める。
そしてグループ用語が通じることに
よって仲間意識を確認し合うというわ
けだ。仲間であることのパスポートと
も言える。また、俗語にはそれぞれに
感情、価値づけが含まれていて、たと
えば雑談していて形勢不利になり「お
前なんかいらないよ」と言えば、不利
になった気持ちが帳消しになって救わ
れる。ハイティーンでは、こうした俗
語が“救い”の役を果すこともある。
　̶̶（中略）̶̶
　　しかしマイナスも考えられる。さっ
きあげた「救い」だが、何か失敗した
ときや形勢不利になったとき、俗語や
流行語でその場をスマートに切抜ける
ことはできるけれど、大ゲサに言うと、
そこには改善がない。「失敗」が「成
功」のもとにならない。何事も茶化し
てすませてしまうといった傾向が生ま
れないとも限らない。それに俗語、流
行語は出来あいのものを使う場合が多
い。○×式の答え方に通じるところも
ある。自分でヒネリ出すことをせず、
他人が考え、広く使われている言葉に
便乗するだけだから他人思考型とも言
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だして使ってみる。反感がある。それ
で繰返して使う。使わないとファンが
承知しない･･････」
「（80）流行語＿みんなで考えよう：“メーカー”

の弁　青島幸男さんに聞く」

『朝日新聞』1964年７月19日　東京朝刊　19

面　１段

　　上記の青島のことば、あるいは、ほ
かのいくつかの情報を総合すれば、ク
レージーキャッツのパフォーマンスか
ら生まれた流行語の多くは、リハーサ
ル中にアドリブで発したことばやメン
バーの日常の口ぐせをピックアップす
るしかたでオリジナル・パフォーマン
スにおいて用いられたことばである。
したがって、その成り立ちには二面性
がある。ジャズ・バンドでもあるク
レージーキャッツの音楽にあたかもな
ぞらえられるかのように、流行語（に
なることば）は、「かならずしも計算
されたものではなく、偶然の要素が多
い」（小林信彦『現代〈死語〉ノート』
岩波新書　1997年 p.82）。日常的情況
において発見されつつ同時に、いわば
流行語になるべくして演劇的に発明さ
れてもいる。したがってクレージー
キャッツのパフォーマンスは、「発見」
の場面の再現である。

　　流行語が人口に膾炙している時点か
ら見れば、クレージーキャッツのパ
フォーマンスは流行語のオリジナル
使用の場面であることになり、視聴者

学校のクラスもある。同じ流行語でも、
あるときは、ユーモアにもなるし、そ
の場を明るくする反面、まじめな問題
を不まじめにし、自分の立場をゴマか
す小道具にもなる。
「子どもと流行語　心配はあるが表現が豊か

に」『読売新聞』1966年２月10日号　朝刊　

教育　８面　３段

　　「気にしない、気にしない」という
流行語は、大村さんの一番きらいな言
葉だ。無責任で、逃避的で、と思う。
「流行語百年」『毎日新聞』1968年４月13日号　

東京朝刊　15面　１段目

66　クレイジーキャッツの番組の脚本を
担当していた「テレビ作家兼タレント
の青島幸男はさしずめ流行語のトッ
プ・メイカー」であるとされつつ、「流
行語」のつくりかたにかんして、下記
のとおりインタヴュに答えている。

　　̶̶“お呼びでない”　“ハイそれま
でよ”ときて、“ツギいこう！”･･････。
マスプロですネ。
　　「電波にのせると、広がるのも早い
けど、あきられるのも早い。だからつ
ぎつぎと作っては、はやらせるという
わけで･･････」
　　̶̶製造の苦労というか。そんなも
のは？
　　「とりたてていうほどのことはない
なあ／仲間で話している言葉や詩や歌
の中から、いけそうだというのをとり
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ジオでも、役者は皆言いたいことを
言い始めた」。ここには、二重の「自
由」がある。一つは、「台本の事前検
閲」がないゆえに、台本を自由に書け
ると言う自由。くわえて、「即興的な
セリフ」、そもそも「台本にないセリ
フ」を言うようになるという自由であ
る。その結果、「Aが、珍語を発すれば、
Bはまたその上を行くようなことを言
い、Cは更にまたそれに輪をかけたよ
うなことを言う――というような、乱
戦が、ラジオなどではしばしば見られ
た」（古川ロッパ『人間の記録　あちゃ
らか人生』日本図書センター　1997年　
pp.232－238（元本は、古川緑波『喜
劇三十年――あちゃらか人生』アソカ
書房　1956年））。

69　そうした意味で、流行語の既製性ゆ
えに、流行語の使用、あるいは、それ
にともなう思考が他律的であるとする
主張は当時、散見される。

　　「大学で教えてますが、このごろの
学生はシャレがわからない。ちょっと
ひねってしゃべると、きょとんとして
いる。ところが無意味なものでも流行
語をしゃべると、どっとくる。彼ら
には既製品の笑いしかないんですね
･･････」
「（80）流行語＿みんなで考えよう」『朝日新聞』

1964年７月19日　東京朝刊　19面　１段

　　それに俗語、流行語は出来あいのも

のふるまいがパフォーマンスにより
沿うという意味での日常の演劇化の起
点であると言える。しかし、パフォー
マンスに先立つ、たとえばメンバーの
日常におけることばの使用こそがオリ
ジナル使用であると見れば、クレー
ジーキャッツのパフォーマンスは、パ
フォーマンスがメンバーの日常により
沿うという意味での演劇の日常化の結
果であることになる。言いかえれば、
脱コンテクスト的なクレージーキャッ
ツのパフォーマンスは、当のことばを
再発見させるという点で、日常性の増
幅をしているとも言えるわけだ。
　　クレージーキャッツのパフォーマン
スがことばの発見のプロセスを再現す
るさいにとった手法こそが、ことばの
脱コンテクスト構造をなぞることで
あった。あることばが、劇中でくりか
えされ、タイミングよく発され、その
結果、浮き立ち、きわ立ち、視聴者に
よってピックアップされる。
67　同記事では、たとえば大江健三郎も、
「簡単な会話などでは、若い人の方が
表現力があるが、実際に文章を書いた
り、長時間話すとなると僕らのほうが
表現力があると思う」と、話すことと
書くことを対比させる。
68　古川ロッパは、「戦後珍語」が発生
し、流行した理由は、「終戦と同時に、
検閲というものが無くなったからであ
る」とする。すなわち「何を言ったっ
て叱られない」ゆえに「映画でも、ラ
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Langshow Austin,1911－1960）が『言
語と行為　いかにして言葉でものごと
を行うか』（J.O.アームソン編）（飯野
勝巳訳　講談社　2019年。＊原書は
1955年（第一版）、1975年（第二版））
において同語を用いたさいの意味を念
頭に置きたい。

　　オースティンは同書の冒頭で、伝
統的な哲学が、「（文法的というのと
は違う、ある興味深い仕方での）ナ
ンセンスな発話や

・

、あ
・

る
・

い
・

は
・

まった
く事実言明ではないものとして意図
されている発話を、ストレートな事
実言明として受け取ってしまう、と
いう間違い」（p.18）を犯してきたと
指摘する。そのうえで、事実言明を
旨とする文を「確認的Constative」と
呼び、そうではない「文あるいは発
話」を、「その発話を発することが行
為の遂行であることーー通常はたん
に何かを言うだけとはみなされない
ことーー」を示すために、「遂

・

行
・

文
・

（performative　sentence）あるいは遂
行的発話（performative　utterance）、
もしくはそれをつづめて「遂行体
（performative）」と呼ぶことを提案す
る」（p.21）。

　　こうした分類は、同書の後半におい
てオースティン自身により、「発語行
為」、「発語内行為」、「発語媒介行為」
へと再編されていくが、言語使用を「行
為」においてとらえようとする視線は
一貫している。

のを使う場合が多い。○×式の答え方
に通じるところもある。自分でヒネリ
出すことをせず、他人が考え、広く使
われている言葉に便乗するだけだから
他人思考型とも言える。会話の流れに
応じて、そのつど自分で考え出すウ
イットやユーモアにくらべて、精神の
怠惰ともいえると大久保先生は言う。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」『朝日

新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面　２

段　朝日新聞社　1965年　

70　同じ記事で、「国語学者」の大野晋
もまた、若者のことばの音に着目し、
「発音が不明確になってきたことを指
摘」する。「くちびるの合わせ方が弱
くなって」、「テレビに出る若い女の子
の発音」が、たとえば「「めんどくさ
いからやめた」というところを、くち
びるを合わせるのをめんどうがって
「エンドクサイカラヤエタ」」とすると
言う。
大宅壮一（評論家）、柴田武（東京外語大学

教授・言語学）、大江健三郎（作家）、臼井吉

見（評論家）（司会）、大岡昇平（作家）、田

中澄江（劇作家）、大野晋（学習院大学教授・

国語学）「新年特集　対談と座談会：あなた

の「ことば」わたしの「ことば」　毎日ティー

チン̶̶子供の会話と戦後の流行語」『毎日

新聞』1966年１月３日　東京朝刊　p.18

71　以下、本論文で、「パフォーマン
ス」、あるいは「パフォーマティヴ」
という語を使うさいには、演技という
意味に加え、J.L.オースティン（John 
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スティンの発想（注71を参照。）に基
づき、発語を軸とした多様な行為を指
示するために使う。

74　大宅壮一（評論家）、柴田武（東京
外語大学教授・言語学）、大江健三郎
（作家）、臼井吉見（評論家）（司会）、
大岡昇平（作家）、田中澄江（劇作家）、
大野晋（学習院大学教授・国語学）「新
年特集　対談と座談会：あなたの「こ
とば」わたしの「ことば」　毎日ティー
チン̶̶子供の会話と戦後の流行語」
『毎日新聞』1966年１月３日　東京朝
刊　p.18
75　カッコイイ
　　ハナ肇とクレージーキャッツが
「シャボン玉ホリデー」「素敵なデイト」
（日本テレビ）「おとなの漫画」（フジ
テレビ）で使いまくって流行。外見上
の格好がいいの意から、行動そのもの
がイカス、人々の注目を集める――と
いった幅の広いことばとして、人々に
広く受け入れられる。
稲垣吉彦・吉沢典男監修『昭和ことば史60年』

講談社　1985年　p.275

76　流行語といえば、当時の流行語には
青島作のものが、実に多い。「こーりゃ
シャクだった」「お呼びでない。あ、
そう。失礼しやした」「ハイそれまでョ」
などなど。

　　「青島だァ！」以外は、クレージー・
キャッツのメンバーのセリフが多い
が、「カッコいい」といういまでは誰
もが当たり前のように使う言葉も、正

　　いかなる発話も行為の遂行であると
いう側面を持つが、きかれるために話
すこと、ひいては、話すために話すこ
とは、話す内容とならんで、話すとい
う行為の遂行に重きを置くという意味
で、よりパフォーマティヴな発話を導
くと言いうるであろう。
72　ここで「話し」は、話すという行為

speakingの意味で使う。「話」、あるい
は、「話すこと」ということばは、慣
用上「話す内容」を指示しがちである。
たほうで、「話しかた」ということばは、
「話す内容」とは区別された、内容の
伝えかたをもっぱら指示しがちであ
る。よって、「話す内容」と、それと
区別された「話しかた」の両側面を含
んだ話すという行為そのものを指すた
めに、あえて「話し」という言いまわ
しを使いたい。それはたとえば、「しゃ
べり」ということばによって、しゃべ
るという行為を指すのと同様である。
73　本論文では、「発話行為」の語を、

speech actの意味で使う。すなわち、
オースティンが『言語と行為　いかに
して言葉でものごとを行うか』（飯野
勝巳訳　講談社　2019年）で提示した
「発語行為locutionary act」の意味で、
ではなく、「発語行為」、「発語内行
為illocutionary act」、「発語媒介行為
perlocutionary act」すべてをも含む「言
語行為」とも訳される意味で使う。こ
の語を厳密な言語（哲）学用語という
位置づけで使うわけではないが、オー
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に「そのものズバリ」ということばも
流行した。そちらは、やはりNHKの
クイズ番組「二十の扉」から流行する
ようになったものである。

　　＊春木が挿入
稲垣吉彦、吉沢典男監修『昭和ことば史60年』

講談社　1985年　p.97（引用箇所は靏岡昭夫

による。）

81　「かっこういい」は古い、いまはカッ
クイイだとか、そんな言葉のあ

・

や
・

では
ない。
羽仁進『未来っ子誕生：そのビジョンとプラ

ン』　講談社　1963年　pp.210－211

　　もう耳なれてから数年たつようで
す。だから、小さい子などはもうその
語感の新鮮さを見うしなって、カッコ
イイやカックイよりも、もっとカッコ
イイのをカチョイイというなどという
事例さえでてきたといいます。
いぬいたかし（乾孝）「かっこよさ」『流通設計』

１号３巻1970年　pp.41－42

82　昭和三四年ごろ、ぼくは坂本九が、
この言葉を、すでに「カックいい」と
くずして口にし、なんのことかと、奇
妙に思ったことを覚えていて、「カッ
コいい」はまた、テレビ界の生んだ、
その方言の第一号であるかもしれぬ。
野坂昭如「何を賭ければカッコいいか̶それ

は死である（風俗̶̶生の廃墟（特集））」

『朝日ジャーナル』　朝日新聞社編　1968年　

p.15

　

真正銘、青島の造語である。それまで
は、「かっこうがつく」「かっこ（う）
つける」という使われ方しかなかった。
　　奥山益朗編＊『慣用表現辞典』（東
京堂出版）によれば、「格好が付く」
の項目に、「備えるべき一定の形式を
整える」と解説があり、「◎（参照）」
として「『カッコいい』は、一九六三
年（昭和三八年）にハナ肇とクレー
ジー・キャッツがテレビで広めた流行
語。作者は青島幸男」とある。
森炎・青島美幸『昭和に火をつけた男　青島

幸男とその時代』講談社　2013年　p.060

　　＊『慣用表現辞典』は1994年刊行で
ある。
77　阿部進『現代子ども気

か た ぎ

質』新論評　
1961年（３月31日）　pp.233-261
78　文献上の初出は、阿部進（1961年３
月31日）、ついで『言語生活』（1961年
12月）であり、「かっこいい」の出典、
最初期の使用例の指摘には、注10に記
載のものがあるが、いずれの使用例も
文献上で示すことができない。
79　髙橋英樹（1944年―）は、俳優。千
葉県出身。『高原児』（1961年　日活）
で映画デビュー。（日本タレント名鑑
（https://www.vip-times.co.jp/?talent_
id=M93-1907）（2020年11月10日取得））

80　「ズバリそのものも」もまた、戦後
に使われた流行語であった。
　　なお、このことば（「ご名答」＊）
と同じころ（＊昭和22年（1947年））
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構造を指摘することにある。ただし、
「かっこいい」が、「恰好がよい」とい
う語源に基づいて、規範への適合性を
表す意味をも持つ（森自身もまたその
ことをして、「カッコイイ」は「ぴっ
たりくる」ことばであると言い表す）
ことに注意したい。つまり、「かっこ
いい」は、た

・

ま
・

た
・

ま
・

、そもそもモデリ
ング（規範化）それ自体にかかわる
ことばでもある。そのことに鑑みれ
ば、「かっこいい」にかぎらず、ほぼ
あらゆることばの発話のモデリングに
さいして「かっこいい」という価値を
導入することはありえる（たとえば、
「シェー」を理想的なしかたで発音す
ることは、「シェー」をかっこよく発
音することである、という風に）。森
もまた、「カッコイイ」の「意味」の
一つに「何かがうまい」ことを挙げて
いるゆえに、「私が言ふとカッコよく
ない」は、「私が言ふとうまくない」
ともとることができるとすれば、ここ
の「カッコよく」は二重の意味を持っ
ているとも言える。

　　「かっこいい」の語源、規範への適合、
にかんしては、拙論「「恰好」から
「かっこいい」へ－－適合性suitability
の感性化」（『人間科學研究』第13号　
pp.１－30　北見工業大学編）を参照
いただきたい。

87　「特集　かっこいい野郎ども　平凡
かっこいい教室　流行に強くなる方
法」『平凡』18（３）　マガジンハウス、

　　また、本文に後述のとおり、森茉莉
の指摘もある。
83　当時のカタカナ表記にかんしては、
たとえば下記の報告がある。

　　戦後は、ソ連帰りの「筋金入り」「つ
るしあげ」、カービン銃事件の「おお
ミステーク」、それに「ギョッ」「アジャ
パー」「サイザンス」など次第にカタ
カナがふえ、現在のテレビ、マンガ週
刊誌製の流行語時代に移行している。
「流行語百年」『毎日新聞』1968年4月13日号　

東京朝刊　15面　１段

84　拙論「恰好」から「かっこいい」へ
－－適合性suitabilityの感性化（『人間
科學研究』第13号　pp.１－30　北見
工業大学編）を参照。
85　「かっこいい」ということばがかっ
こいいという指摘は、森に先立ってコ
シノ・ジュンコによってなされている。

　　コシノ：カッコいいという言葉自体
がカッコいいんです。あかぬけていて、
飛びぬけていて、若い。
長沢節、コシノ･ジュンコ、中原弓彦「座談

会　映画の中の ｢カッコいい｣ お話」

『映画ストーリー』12巻６号（通号142号）　

雄鶏社　1963年　p.59

86　ここでの議論の趣旨は、「かっこい
い」の発話のモデリングだからこそ、
それにさいして「かっこいい」という
価値が導入される、という、けっして
た
・

ま
・

た
・

ま
・

で
・

は
・

な
・

く
・

存在するフラクタル
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から、そこへことばの重点を持ってゆ
くんですね。さもないかぎり、これか
らのことばの美しさは求められなくは
ないでしょうか。

　　客　ことばの美しさを、語形美から
語韻美に移行させるのですね。
内藤濯「ことばを美しくするには」『言語生活』

２月号　筑摩書房　1957年　p.15

　　大江健三郎氏　話し方がうまいから
表現力が豊かかというと、そうはいい
きれない。外国語の勉強に例をひくと
僕らの年齢までは、読むことを通じて
外国語を学んだ。僕らのあとの人々
は、話すことで直接外国語を学ぶ方式
です。簡単な会話などでは、若い人の
方が表現力があるが、実際に文章を書
いたり、長時間話すとなると僕らのほ
うが表現力があると思う。つまり、読
むことによって話しことばを決定され
てきた人間のほうが表現力があって、
耳からだけでことばを決定されること
は表現力の点でビッコになると思いま
す。
大宅壮一（評論家）、柴田武（東京外語大学

教授・言語学）、大江健三郎（作家）、臼井吉

見（評論家）（司会）、大岡昇平（作家）、田

中澄江（劇作家）、大野晋（学習院大学教授・

国語学）「新年特集　対談と座談会：あなた

の「ことば」わたしの「ことば」　毎日ティー

チン̶̶子供の会話と戦後の流行語」『毎日

新聞』1966年１月３日　東京朝刊　pp.18－19

90　たとえばジャック・デリダ（Jacques 

平凡出版株式会社、凡人社著　マガジ
ンハウス編　マガジンハウス　1962年
３月　pp.76－77
88　注71を参照。
89　さてラジオやテレビの普及によって
耳からの言葉がますます多く日常生活
のなかにはいってきて「書く言葉」と
「話す言葉」の距離をちぢめた。それ
は局時に漢語や漢文調からの解放であ
り（勅語――いな「天皇のお言葉」に
もそれはでている）、ひびきの復活で
ある。
園部四郎（評論家）「生きた日本語と流行語　

実感のこもるひびき　生きつづける言葉の条

件＿学芸」『朝日新聞』1964年９月９日　東

京朝刊　11面　５段

　　また、書きことばと話しことば、あ
るいは、書く（読む）ことと話す（聞く）
ことにまつわる当時の議論には、たと
えば以下がある。

　　主人　そうです。明治文学が美し
かったということは、語形美がなかな
か大きな意味をもっていた。そしてそ
のことと平行して、明治時代では、美
辞麗句たっぷりな演説などが、美しい
ことばづかいだと考えられていたよう
です。でも今日のことばづかいとして
は……。
　　客　なんとしても語形美にとらわれ
ない……。
　　主人　カナ文字は音声文字でしょう
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言語を想定しているゆえに、単純に日
本語（文化）に適用することはむずか
しい。しかしすくなくとも、園部がな
すような、書きことばに比して話し
ことばに、「生命」や、表現の直接性
を見出す主張は、デリダが批判した、
音
パ ロ ー ル

声言語に主体との近接性を見るイデ
オロギーに沿っていると言える。

91　つまり、「かっこいい」という
書
エ ク リ チ ュ ー ル

きことばは、「かっこいい」という
一定のシニフィアンに従属すること
で、まさに書きことばたりえている。
こうした書きことばの存在構造は、注
86に示したとおり、書きことばはシニ
フィアンのシニフィアンである、とい
うとらえかたに沿っている。

92　流行語が「便利」であるという指摘
が当時散見される。たとえば、下記。

　　「あなたが道でハンカチを落とし、
見知らぬ人に拾ってもらったら、あな
たはまず、なんというか」に対し、高
年齢層は「ありがとう」が圧倒的。十
代と二十代は「すみません」に次いで
「どうも、どうも」式のものが多かった。
「ありがとう」は感謝の言葉であり「す
みません」は、謝罪の意思表示である。
「どうも、どうも」は、一言でこの二
つの意味を含む便利な言葉として、利
用されているわけだ。
「［若ものと言葉］　日常語化している陰語」

『読売新聞』1966年５月22日　朝刊　p.22

93　注80を参照。そこで引用した（本論

Derrida, 1930－2004）は、西欧の形而
上学において、声が意識と癒着するこ
とによって、音

パ ロ ー ル

声言語が、文
エクリチュール

字言語に
対する優位を獲得することを指摘す
る。デリダによれば、声が優位を獲得
するメカニズムは以下のとおりであ
る。文

エクリチュール

字言語は、書かれたものであろ
うと、刻み込まれたものであろうと、
鏡に映されたものであろうと、世界性
を刻印されることを免れられず、主体
の外部を含むことになる。それに対し
て音

パ ロ ー ル

声言語は、空間的には絶対的近さ
において聞かれ、時間的には同時に聞
かれるがゆえに、それを発する主体の
直接的現前以外のものは何も媒介しな
いように見える。すなわち、〈自分が
＝話すのを＝聞く〉という行為を導く
が、それは絶対的に独自で内面的な
自己触発であり、つまりは意識その
ものである。その結果、文

エクリチュール

字言語は、
音
パ ロ ー ル

声言語を表すもの（すなわち、シニ
フィアンのシニフィアン）という身分
において、音

パ ロ ー ル

声言語に従属する。ただ
しデリダ自身は、こうした図式を錯覚
であると断罪する。むしろ音

パ ロ ー ル

声言語そ
のものの内に、根源的な分節化である
書
エクリチュール

差作用を認めることで、両者の従属
関係を逆転させようとした（ジャック・
デリダ（足立和浩訳）『根源の彼方にー
－グラマトロジーについて（上）』(現
代思潮新社　1972年)、とくに「訳者
あとがき（pp.359－395）」を参照）。
　　デリダの論は、表

エクリチュール

音文字である文字
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新聞』1966年１月18日東京朝刊10面５段

　　一方、コマーシャルを積極的に弁護
するおとなもいる。

　　「ことばや表現が豊富になる」「親た
ちもしばしば子どもにはぐらかされた
りするが、元来日本人の生活にはユー
モアがない。かえっておもしろいでは
ないか」「短いことばで適切な表現が
できるようになる」
「子どもと流行語　心配はあるが表現が豊か

に」『読売新聞』1966年２月10日号　朝刊　

教育　８面　３段

　　「新語・流行語を旗印にした漫才が
ブームにのし上がった」現象について
「連帯を失った大衆が短いことばを手
がかりにして、“同床異夢”を見よう
とする傾向」と考える意見もあるが、
ともかく“現代の顔”を反映している
ことはたしかにある。
「芸術　演芸：新語で勝負するタレント」『毎

日新聞』1966年11月１日号　東京夕刊　９面　

１段

95　東京のある中学で、新入生同士がよ
く名前も知らないので、先生が一人一
人に自己紹介を書かせ、文集をつくろ
うとしたが集まってきた作文を見て驚
いた。約二割近くの子どもが１、名前。
２、出身校。３、生年月日、４、趣味。５、
好きな学科、きらいな学科。６、長所、
短所･･･とまるで履歴書みたいに書き
つらねている。

文p.25）記事「特集　かっこいい野郎
ども　平凡かっこいい教室　流行に強
くなる方法」（『平凡』18（３）　マガ
ジンハウス、平凡出版株式会社、凡人
社著　マガジンハウス編　マガジンハ
ウス　1962年３月　pp.76－77）でも
「ピタリゲン本舗」が使われているが、
「ピタリ」、「ピッタリ」も、「ズバリ」
とならんで、適合性を表現するために
しばしば使われた。
　
　　では、どんな気持ちでこういう言葉
を使っているのだろうか。
　――（中略）――
　　「言おうとする気持ちにピッタリだ
から」という感想もある。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」『朝日

新聞』1965年12月５日東京朝刊19面２段

94　当時の流行語が「短い」ことに対す
る指摘にはたとえば、以下がある。

　　何しろ何百回とくりかえしきかさ
れ、短くてリズムがある。
「雑誌から　子供と流行語　婦人倶楽部7月

号」『朝日新聞』1964年７月４日　東京朝刊　

９面　９段　

　　子供たちがあげているいくつかの流
行語をよくみると、まず、短くてひと
口でいえること。それに、そのことば
が人気タレントの面白い身ぶりや手ぶ
りをともなっているということです。
「婦人・子供：こどものくに＝流行語」『毎日
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になっている場合もある」東京都教育
委員会指導主事の藤本一郎さんも、流
行語の影響については楽観的である。
「子どもと流行語　心配はあるが表現が豊か

に」『読売新聞』1966年２月10日号　朝刊　

教育　８面　３段

100　思春期になると自我意識が発達し、
孤独を愛すると同時に仲間を求める。
そしてグループ用語が通じることに
よって仲間意識を確認し合うというわ
けだ。仲間であることのパスポートと
も言える。また、俗語にはそれぞれに
感情、価値づけが含まれていて、たと
えば雑談していて形勢不利になり「お
前なんかいらないよ」と言えば、不利
になった気持ちが帳消しになって救わ
れる。ハイティーンでは、こうした俗
語が“救い”の役を果すこともある。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」『朝日

新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面

２段

101　実際にわたしたちが経験している
ことで、こんなことがある。子供がテ
レビからある流行語を耳にする。あく
る日さっそく学校のクラスで使ってみ
る。しかし、誰も関心を示さないので、
その流行語はその子供だけで終わっ
て、やがて、そのことばも忘れてしま
う。ところが、同じ流行語でも別の子
供が言い出すと、パッとクラスじゅう
に広がる。

　　こういう、流行語が集団内に広がる
プロセスでのリーダーみたいな子供

　̶̶（中略）̶̶
　　見のがせないのは、言葉を思考表現
の重要な手段としてではなく、なにか
便利な符号といったとらえ方しかして
いないことだろう。
　̶̶（中略）̶̶
　　このほかいわゆる流行語をすくいあ
げてみても、カッコいいからトサカに
きちゃう、センスいいな、ぐっとくる、
いいタッチ･･･はては「まにあってる」
というからなんのとことか思ったら、
切手収集などのマニアになっているこ
とだという。
　̶̶（中略）̶̶
　　即物的で感覚的
　　以上あげた言葉で特徴的なのはとに
かくみんなまとまった文章でなく、一
語でズバリいいあてていることだろ
う。「順序立てて、理づめに発言する
のでなく、即物的、感覚的に表現する」
（同校＊私立和光学園丸木政臣教諭）
わけだし、やはり言葉が“符号的”に
扱われているともいえるだろう。
　　＊は、春木による挿入。
「［現代っ子］＝６　言葉づかい　便利な“符

号”に」『読売新聞』1962年６月11日号３面

96　注95を参照。
97　注95を参照。
98　隠語、の意味であろう。
99　「みんなの使っている流行語を使え
ない、というのは、子どもにとって恥
ずかしいこと。そして流行語を使うこ
とで、自分なりの成長を意識すること
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孤独を愛すると同時に仲間を求める。
そしてグループ用語が通じることに
よって仲間意識を確認し合うというわ
けだ。仲間であることのパスポートと
も言える。また、俗語にはそれぞれに
感情、価値づけが含まれていて、たと
えば雑談していて形勢不利になり「お
前なんかいらないよ」と言えば、不利
になった気持ちが帳消しになって救わ
れる。ハイティーンでは、こうした俗
語が“救い”の役を果すこともある。

　̶̶（中略）̶̶
　　しかしマイナスも考えられる。さっ
きあげた「救い」だが、何か失敗した
ときや形勢不利になったとき、俗語や
流行語でその場をスマートに切抜ける
ことはできるけれど、大ゲサに言うと、
そこには改善がない。「失敗」が「成
功」のもとにならない。何事も茶化し
てすませてしまうといった傾向が生ま
れないとも限らない。それに俗語、流
行語は出来あいのものを使う場合が多
い。○×式の答え方に通じるところも
ある。自分でヒネリ出すことをせず、
他人が考え、広く使われている言葉に
便乗するだけだから他人思考型とも言
える。会話の流れに応じて、そのつど
自分で考え出すウィットやユーモアに
くらべて、精神の怠惰ともいえると大
久保先生は言う。
「俗語・流行語のたのしみ＿若い世代」　『朝

日新聞』1965年12月５日　東京朝刊　19面　

２段

を、わたしは仮に「言語ボス」と呼ん
でいた。こういう言語ボスをなんかの
方法でつきとめることができないだろ
うかと、以前から考えていた。
柴田武「流行語と言語ボス」『言語生活』1960

年６月号　筑摩書房　1960年　p.16

　
　　柴田は同論文で、メディア上にはな
いコミュニティ内で流行語を流行させ
る、特権的な発話者を想定し、具体的
なアンケート調査を通して、そのあり
かたに迫っている。
102　では、どんな気持ちでこういう言
葉を使っているのだろうか。
　　「何か親密感が出るんです。そして
自分も相手もたのしんじゃうんです
ね」という意見があるかと思えば「こ
ういう言葉を使うと、フンイキがたの
しくなって、とっても話しやすくなる
んです」とも言う。「言おうとする気
持ちにピッタリだから」という感想も
ある。さらに「優越感を味わえる」「相
手をバカにしたようなところがあっ
て、ちょっといい気持になる」「ボク
たち、高校生だから、いろんな点でし
ばられているでしょ？それでこういう
言葉を使って、ボクだって生きている
んだ、ざまあみろっている気持ちにな
るんですね」と考え方はさまざまだ。
中には「自然と出ちゃうの」という無
意識派もいた。
　――（中略）――
　　思春期になると自我意識が発達し、
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のに似ている。
107　「ああ、かっこういい！」という発
話においては、声や身ぶりという発話
の感覚上の側面がきわ立つ。そのとき、
感覚上の側面に即した内包（「実感」）
が、いわば発話という行為の内におい
てつくりあげられる。園部のことばで
言えば、「感覚的にピチピチしたひび
き」に即した「そのときどきの感じ」
がかたちづくられる。両者はともに、
当の発話に固有のものである。その点
で、「彼がこの言葉にこめている」と
羽仁が言う「他のどの言葉にもいいか
えられない」ものとは、「そのときど
きの感じ」であり、それは「かっこい
い」に固有の内包というよりは、ひと
まずは、「ああ、かっこういい！」と
いう発話に固有の内包である。

108　「ああ、かっこういい！」という発
話に固有の内包は、当の発話が「かっ
こ（う）いい」というシニフィアンを
含む以上、「かっこ（う）いい」のシ
ニフィエに基づいてつくられてもい
る。しかし同時に、「かっこいい」は「言
葉でいえない感じを表現しようとして
いる言葉」だと羽仁がみなすとき、発
話に固有の内包が、「かっこいい」と
いうことばのシニフィエへと投げ返さ
れてもいる。つまり、「ああ、かっこ
ういい！」という発話に固有の内包
（「そのときどきの感じ」）が、「かっこ
いい」のシニフィエ（「言葉でいえな
い感じ」）に転移しようとしている。

103　子どもたちはテレビの中の妙な新
語をすぐおぼえ、またそれをうまいこ
と実生活の中に応用する。「宿題ある
んでしょう」「そのようよ」「もう八時
ですよ」「チートモ知らなかった」「早
くやりなさい」「あなたのムスコを信
じなさい。そういうこと！」
　　おとなの多くは、何もかもチャカし
てしまうようなことばと態度が心配で
ならない。何しろ何百回とくりかえし
きかされ、短くてリズムがある。それ
に早くおとなの仲間入りをしたい子ど
もたちは、これらがおとなの社会語だ
と思って、どうしても使ってみたい。
子ども同士も、お互いに負けずに使い
こなすことで、仲間意識を強くする。
おまけに、いつも上品で正しいことを
要求するおとなに対する反逆の快感も
ある。
「雑誌から　子供と流行語　婦人倶楽部７月

号」『朝日新聞』1964年７月４日　東京朝刊　

９面　９段

104　注103を参照。ただし、その裏で、
「早くおとなの仲間入りをしたい子ど
もたちは、これらがおとなの社会語だ
と思って、どうしても使ってみたい。」
（同記事）というアンビヴァレントな
欲望もある。
105　注102を参照。
106　このことは、すでに述べたとおり、
オノマトペ（風のことば）の特性でも
ある。オノマトペにおいては、ことば
の感じ（「音感」）が、ことばが表すも
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　　森茉莉もまた、同様の代替不可能性
を指摘している。

　　このごろの子供や若い人の喋る流行
語も私は大好きなのだ。神経にぴった
りくるからだ。――（中略）――現代
のそれらの言葉たちはみんな生きて跳
ねをどってゐて、感じがぴったりして
ゐて魅力を持ってゐて、一度覚えて使
つてしまふともうそこの場所には他の
言葉は使えなくなる。
森茉莉「カッコイイ　ぴったりくる言葉」『展

望』（125）　筑摩書房　1969年５月　p.12

110　「かっこいい」をはじめとしたいく
つかの新語、流行語は、すくなくとも
その流行時において、発話ごとの差異
化にとりわけ開かれていると言ってよ
い。逆に、羽仁が「他のどの言葉にも
いいかえられない」と言うとき、「他の」
「言葉」とは、発話の差異化によって、
シニフィアン－シニフイエの連結を揺
るがされない、習慣化されたことばで
ある。

111　これもすでに見たとおり、「かっこ
いい」の発話を、森が「カックイイ」、
羽仁が「かっこういい」と書

エ ク リ チ ュ ー ル

きことば
で表現することで、シニフィアンの反
復性は強化されるだろう。そうでなく
ともわれわれは、あることばをきくと
きに、ことばを読んでもおり、あるこ
とばを読むときに、ことばをきいても
いる。

112　羽仁進『未来っ子誕生：そのビジョ

しようとしている、と言うのは、シニ
フィエが成立するとはあくまで言いが
たいからだ。シニフィエが成立するた
めには、一定の通時的な蓄積が要る。
たとえば丸山圭三郎は、個々の発話（パ
ロール）の創造的側面に言及している。

　　個々人のパロール活動はあくまでラ
ングの音韻体系、文法体系、意味体系
を前提とし、この絶対的なと言っても
よいほどの規制の下にあるのですが、
主体が真の表現行為を行いさえすれ
ば、そこには、必ずや言葉の創造的活
動が見出されると言えるでしょう。言
葉は原理的に恣意的なものです。それ
ならば、その非自然的な構造が人為の
故に作られたように、人為によってこ
れを作りかえることも、また可能では
ないでしょうか。
丸山圭三郎『言葉とは何か』　筑摩書房　2008

年（オリジナルは夏目書房　1994年）　pp.141

－142

109　ここで羽仁は、「かっこいい」とい
うことばだけが「かっこいい」という
感じを表すことができるという代替不
可能性を掘り起こしている。ただしそ
れは、シニフィアンがそれに固有のシ
ニフィエに一対一で結びついていると
いう、あらゆることばに通じる原理の
確認ではない。むしろ、シニフィアン
－シニフィエの連関がフレクシブルだ
という「かっこいい」の特質を強調し
ている。
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佐藤智雄「流行語の社会心理学的考察」『言

語生活』1960年６月号　筑摩書房　1960年　

p.26

114　つぎの記事は、「こども」から「お
とな」へと「かっこいい」の使用者層
が拡張することともない、ことばの外
延（かっこいいものの範囲）が拡張し、
内包が変化していくことを指摘する。
こうしたダイナミズムが、ことばが命
脈を保つ契機の一つとなるであろう。

　　佐野　子どもの世界からはやってき
たことばでしょう。

　　白石　そうですか。
　　佐藤　どこの生徒か知らないけれど
も、こどもの世界のことばだったんで
すよ。小学校から、せいぜい中学くら
いのことば。それは十年ぐらい前です
よ。それがおとなの世界に伝播してき
たのが、まあ六、七年前じゃないです
かね。ですから、最初の語感からいう
と、イキの感覚はなかったものかもし
れません。

　　佐野　いまでも、使いにくい人いま
すね。

　　白石　そうですね。五十、六十のか
たが、あ、カッコイイですね、とはい
わないですね。

　　佐藤　いかにも意味がずばりだか
ら。ひねたいいかたじゃないでしょう。

　　白石　おとながいうときには、ある
て
﹅

れ
﹅

みたいなものもあるかもしれませ
んね。

ンとプラン』講談社　1963年　pp.210
－211
113　下記のとおり佐藤智雄は、「遊戯的
意図」にもとづく「感覚的な面白さ」
に「実感のレベル」での「共感」があ
るとする。（ただし、「はやりだすと、
誰でも口真似する。別にそれほど実感
がなくても使う。」とする羽仁とは、「実
感」の用いかたは異なる。）

　　言葉の流行が、実感のレベルで思考
外的な同調・共感・納得などを呼び起
こすものであり、そこに流行語の流行
性があるということが、すでに、ファッ
ド＊の本質から出てくるものだといえ
るであろう。流行語を実感のレベルで
受け入れるということは、そこに多少
とも「情緒的満足」が求められており、
また満たされているということになる
のである。使う人も聞く人もそのこと
ばのやりとりのうちで、感覚的な面白
さを楽しんでいるとすれば、言葉の流
行がひとつの遊戯的意図のもとに使用
されているということさえできるであ
ろう。
　　（＊ファッドとは、流行態に関して
いえば一回限りのもので、同じ形式に
よる反復がない。発生の様態からいえ
ば、ある種の社会現象と対応しながら
偶発的な発生するもので、特に重要な
点は、それが無目的、無方向な流行
現象だという点にある。（同記事p.26）
＊は春木が挿入。）
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るとも言えるが、「かっこいい」が「恰
好がよい」ということばの意味をどれ
だけ喚起するかは、発話ごとに異なる
であろう。似て非なる「かっこいい」
と「恰好がよい」とのかかわりは、拙
論（春木有亮「「恰好」から「かっこ
いい」へ̶̶適合性suitabilityの感性
化」『人間科學研究』第13号　北見工
業大学編　2017年　pp.1－30）を参照
いただきたい。

　　たほうで、「こども」と「おとな」で、
「かっこいい」をあてがう外延にずれ
があることは、かならずしも「共感」
を妨げる契機にはならない。本文で後
に見るように、発話行為を軸とする共
感は、ある発話者があるものをかっこ
いいと感じていることに対する納得に
よって、成立するからである。つまり、
共感する者が、発話者とかっこいいと
感じるものを、同じようにかっこいい
と感じる必要はない。じっさいたとえ
ば、1960年代の「こども」が「戦争」
をかっこいいという傾向に対して「お
とな」は危険視し、ひいては、「かっ
こいい」の濫用を咎めた（これにかん
しても、春木有亮「「恰好」から「かっ
こいい」へ̶̶適合性suitabilityの感
性化」を参照）が、それは、「こども」
の「かっこいい」に実感がともなって
いると「おとな」が見るから、つまり、
共感するからこそであろう。むろん同
時に「おとな」自身は、戦争がかっこ
いいとはとうてい感じていない。

　　佐藤　こどもが使っていた時は、た
しか戦記ものの漫画とか、たとえば特
攻隊の飛行機が突っこむとか、軍艦の
絵とか、それが非常にはやっていた時
期、それに対する形容として出てきた
んでしょう。
　　それがこんどは、前の安保のときの
全学連がカッコイイとかいういいかた
になって、それが徐々に大学生ぐらい
にひろがってきたものらしいですね。
こどもはイキという感覚を持ってない
んだけれども、だんだんおとなが使う
ようになってから、使う範囲がひろ
がっていって。
　　白石　意味のニュアンスがやっぱり
微妙に変わってきているわけですね。
石岡瑛子、佐藤忠雄、佐野寧、白石かずこ

「カッコよさの思想」『言語生活』（通号229号）　

1970年　p.３

　　また、「かっこいい」が、語源上つ
ながりのある「恰好がよい」という言
いまわしを喚起させることも、使われ
続けるに耐えうる堅固さを自らにもた
らしたと考えうる。「かっこいい」自
体は1960年当時の新語であるが、「恰
好がよい」は遅くとも18世紀（江戸時
代）から当時にいたるまで使われてい
た。また、「かっこいい」が、表音の
側面を重視するのに対して、「恰好が
よい」は、漢語に基づくしかたで表意
の側面を強調する。「かっこいい」が、
「恰好がよい」となかば一体化してい



90 特別論文　「かっこいい」は、カックイイ——「流行語の流行」と、感じることばの生成

あるかということと相関的であるが、
「かっこいい」の外延を、「女（性的な
もの）」であるか、「男（性的なもの）」
であるかという点から分析する余地が
ある（たとえば、下記は一例である）。

　　さあ、そこでボクなりのカッコいい
女優さんのカタログをつくってみまし
た。お役に立てば幸いです。
「カッコいい女の子たち」『スクリーン』17巻

８号（通号195号）　1962年　p.63

　　コシノ　カッコいいっていうと、
やっぱりまず男の人を思い浮かべます
ね。

　　長沢　女には、あまりカッコいいっ
て言わない。
長沢節、コシノ･ジュンコ、中原弓彦「座談

会　映画の中の ｢カッコいい｣ お話」

『映画ストーリー』12巻６号（通号142号）　

雄鶏社　1963年　p.59

　　これらのマス・コミに現れるスピー
ド・スリル・サスペンスをともなった
極限状況の一典型として設定し、そこ
に展開されるヒューマニズムと感動の
物語、もっとも男性的なアクション・
ドラマを描き出し、そうすることで戦
争というものを美化してきたのだとい
えよう。
管忠道『講座マス・コミュニケーションと教

育　第２巻（マスコミュニケーションの中の

子ども）』明治図書出版　1965年　p.214

　　さらに、個々の「使用者層」には、「お
とな」、「若者」、「こども」だけではなく、
さまざまな概念を代入しうる。たとえ
ば、「女（の子）」、「男（の子）」もそ
の一部である。本文では、「かっこい
い」の使用者が「男の子」である例（羽
仁進『未来っ子誕生：そのビジョンと
プラン』、長沢節、コシノ･ジュンコ、
中原弓彦「座談会　映画の中の ｢カッ
コいい｣ スタイル」『映画ストーリー』
12（６）（142）、「流行語百年」『毎日
新聞』）を多く挙げたが、1960年代に
おいては、使用者がどちらかの性に極
端に偏っていたということない（たと
えば、本文で挙げた「（80）流行語＿
みんなで考えよう」『朝日新聞』1964
年７月19日は、使用者が共立女子大短
大生の例を報告する）。
　　ただ、「おとな」、「こども」が「かっ
こいい」を使うそれぞれのばあいで、
外延の傾向に差異があるのと同様に、
「女」が使うばあいと「男」が使う
ばあいとで外延の傾向に差異がある。
たとえば、「男の世界・女の世界③　
“カッコいいナー”もこう違う　同じ
ことばでも、男子と女子では使い方が
･･････。」（『中学二年コース』10（３）　
学習研究社　1966年５月　pp.193－
197）は、「かっこいい」の外延が、「男
子」と「女子」でどのようにちがうか
を、アンケート調査を通して突きとめ
ようとしている。また、「かっこいい」
の使用者が「女」であるか「男」で
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はない。
116　「日本の文化この百年＝流行語　
「ハイカラ」（明治）　「文化」（大正）　
世相・人情をみごとにキャッチ　い
まはズバリと感覚的に」『毎日新聞』
1962年11月19日　東京朝刊　10面　１
段　朝刊

117　三十一年のまちがいか。
118　『日本国語大辞典』には、第四義「き
きめがあらわれること。また、そのき
きめ。効験。しるし。」もあるが、こ
れは、他の主要な辞書との共有の度合
いが乏しいので、省略する。他の辞書
の記述は、たとえば下記のとおりであ
る（用例は省いた）。

　①外界の刺激によって生じる感覚。
　②物事に接して感じたこと。印象や感
想、感触など。

　③そのものらしい味わいや雰囲気。
『大辞林』（第四版）　三省堂　2019年

　①皮膚などで外界の刺激を受けるこ
と。感覚。

　②物事に触れて起る思い。感想。
　③漠然とした知覚。印象。
　④刺激に対する反応。

『広辞苑』（第四版）　岩波書店　1991年

　①感覚器官に受ける刺激によって生じ
る反応、感覚。

　②物事を見聞きしたり、人に接したり
したときに受ける気持ち。印象や感想。

　　総じて、個々の使用者層、ひいては、
個々の使用者が、自身の「かっこいい」
外延を恣意的に構築できるというフレ
クシビリティこそが、ことばの普及の
大きな要因であろう。そうして構築さ
れる個々の外延は、ときに相互排他的
でもあり、むしろ、他人とは異なる外
延を構築することこそが、「かっこい
い」という価値づけの内に含まれてい
るとも言える。
115　「ことばを感じること」は、すでに
見たとおり、戦後、視聴覚メディアの
普及とともに、ことばの使用が、使用
すること自体を志向していくなかで起
こりがちであった。コミュニケイショ
ンにさいして、ことばの発音（発声）、
抑揚、リズム、発話のタイミング、発
話にさいする身ぶり、が焦点化される。
そのことばが発され、きかれること自
体に、発話の意味がほぼ収斂する。こ
れもすでに見たように、「ガチョン」
や「シェー」といったことばが「アチャ
ラカ・ナンセンス」と形容されたのは、
まずは、言うために言うというしかた
で、その発話が遂行されがちであった
からだ。ただしそのとき、言うがため
に言うという行為自体が、脱線であれ、
茶化しであれ、コミュニティの強化と
いう機能を果たすことになるだからこ
れもすでに見たように、そうしたこと
ばが「ナンセンス」であることの内実
は、端的に無意味であるということで
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る獨特な感じを、短い言で云顕はすこ
とに努力して居る。」（p.81）、「雪の峰
を見て、あの雲の裏の方を、唐では見
るであらう、と云つたのである。まる
で子供の云やうな、一切の理論にあは
ない事を云つたのである。しかしこの
幼稚な感じと云ものが又一つの趣味で
あるのである。」（p.85）
沼波瓊音（武夫）『教員諸氏の為に』　俳味社

（旧字）　1912年

　　「「照
・

る
・

〳
・

〵
・

」と繰返したと同じ行き
方で、ツマリ感じを强めさすやり方
で、のべつに恁ういふのばかりあつて
は單調になつてしまふが、時には此種
の文字の使ひ方は人の感じを牽く。」
（p.105）、「都々逸には、或句を繰返し
て、而して人の感じをそゝる作り方が
ある。」（p.105）
大島貞吉『都々逸の作り方』子文社（旧字）　

1913年　p.105

　　「少しも人間染みた臭味がない、何
となく天狗ものゝ感じがして些しも諄
くなく、悪氣がない、又單に謠として
見ても、非常に感じの好い道行があ
り、」
「天狗物といふ感じの鳥帽子折　第五十四回

能樂放談會記（下）」『能楽』第16号5巻　1918

年　pp.35－44

120　注119を参照。
121　注119を参照。
122　注119を参照。

　③刺激に対する反応。
　④その物事に特有の雰囲気。

『デジタル大辞泉』（第二版）　小学館

119　用例にはたとえば、以下がある。
　　「木枯の感じ」（p.16）、「木枯即ち冬
の烈風といふやうな感じで」（p.16）、
「景物又は事柄に對する感じ又た聯想」
（p.17）
河東碧梧桐「俳話　感じの差違」『ホトトギス』

第四巻第四号　pp.16－17　　1901年　ほとゝ

ぎす發行所

　　「第二章　強い感じのあることを
書け。みだりに想豫の文を書くな。」
（p.19）、「以上に擧げた物は、みな悲
哀とか寂寞とかいふべき感じを表はし
たものであるが、强い感じといふこと
は、必ずしもかかる感情のみに限るわ
けではない。嬉しいこと、懐かしいこ
と、腹立たしいこと、さてはまた、可
愛いと思ふこと、憎（旧字）いと思ふ
こと、美しいと思ふこと、忌はしいと
思ふことなど、皆作文の好材料たるを
失はぬ。」（p.28）
滝澤素水　倉田濱荻『少年少女　作文の秘訣』

實業之日本社（旧字）　1912年　pp.18－39

　　「昔の歌などに於ては、感じと云え
ば、苦しいとか樂しいとか、美しいと
か醜いとか、大抵其の數が定まつて居
ると云つても宜い。さう云平凡な感じ
でないと、言を多く使つて顕はしてる
のである。俳句では、平凡で無い、或
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見ばえがよい。
　　（『日本国語大辞典』第二版　小学館　
2001年）

　　*2001年に第一刷発行の第二版で、
見出し語に収録。第一版は　1972年に
第一刷発行。　

　　格好良・い（見出し語「かっこう」
内の小見出し）

　　１　姿・形がよい。特に、いかにも
洗練されているように感じられるさま
をほめていう語。かっ　こういい。

　　２　人の行動について、いかにも潔
いさま。かっこういい。

　　（『大辞林』第三版　三省堂　2006年）
　　*1988年に第一刷発行の初版で、見
出し語「かっこ」のなかの用例に「－
いい」を収録し、1995年に第一刷発行
の第二版では、加えて、見出し語「かっ
こう」の小見出しに「－良・い」を収
録　した。　

126　日本語文法学会『日本語文法事典』
（大修館書店　2014年）は、「伝統的な
形容詞の二分法」という位置づけで
「属性形容詞と感情・感覚形容詞」を
挙げている（pp.183－184）。このばあ
いの「属性」とは「人や物事が他の人
や物事との対比の中で顕にする性質や
特徴」であり、「感情・感覚」とは「人
が事や人に対して感ずる喜怒哀楽の感
情」、「人が物から受ける生理感覚」で
ある。また両者には「文法特性」上の
ちがいがある。一つは「主体の人称制

123　「“新語・流行語を追う”」『言語生
活』1960年６月号　筑摩書房　1960年　
pp.36－42
124　「いやーな感じ」が、厳密に「（この）
感じ」の発展形であるかどうかはわか
らず、先の記事を書いた吉沢自身も、
「いやーな感じ」の出自、出典は、明
らかではないと追跡を断念している。
125　主要な現代語辞典の、見出し語（あ
るいは、小見出し語）「かっこいい」
の記述（用例は省く。）　は以下のとお
りである。
　　かっこ̶い・い【かっこ▽好い】　
〔形〕《「かっこ」は「かっこう(格好)」
の音変化》見栄えがしたり、態度・行
動がさわやか　だったりして心ひかれ
る、という気持ちで使う語。すばらし
い。
　　（『大辞泉』第二版　小学館　2012年）
　　*1995年に第一刷発行の第一版で見
出し語に収録。　

　　かっこ－い・い　〔形〕（「かっこ」
は「恰好（かつこう）の転」）目立って、
見た目がよい。
　　（『広辞苑』第六版　岩波書店　2008
年）
　　*1998年に第一刷発行の第五版で、
見出し語に収録。第四版は、1991年に
第一刷発行。　

　　かっこ̶い・い【恰好良】　〔形口〕姿、
形、様子などがすぐれていて好ましい。
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形容詞の研究』（学習院大学大学院博
士論文　2015年）は、「感情形容詞」
の特性を、属性形容詞との差異も含め
突きとめようとする網羅的な研究を試
みている。村上は、感情形容詞の研究
史を総括し、「対象語」、「属性と情意
の総合的な表現」、「人称表現」とい
うキーワードを析出している（p.13）。
各キーワードは理論上たがいに連関し
ているが、「属性と情意の総合的な表
現」は、本論文の議論の趣旨に最も寄
りそってくれる。村上は、時枝誠記を
引く（pp.13－14）。たとえば、「色が
赤い」においては、「赤い」は、「客観
的な属性のみを表現する」語であり、
属性の所有者がその主語となる。「水
がほしい」においては、「ほしい」は、
「主観的な情意を表現する」語であり、
「情意の主体」がその主語となる。さ
らに、「（私は）この本の筋が面白い」
においては、「面白い」は、「私の情意
を表したものであると同時に、私の感
情を刺戟した処のこの本の属性を表現
したものと考えられる」。そのうえで
村上は、「感情形容詞が属性を表すの
は、経験による情報の一般化による」
という三田村紀子（1966）、「多くの感
情形容詞が対象を主題化すれば、対象
の属性を述べる文になると」する寺村
秀夫（1982）を経て、藤原俊吾（2008）
に行き着く（pp.19－21）。藤原は、「属
性」、すなわち「対象の性質」は、「知
覚者と知覚対象の相互作用から生まれ

限」という点であり、属性形容詞は「１
人称・２人称・３人称いずれの主体を
も取りうる」のに対して、感情・感覚
形容詞は「基本形の言い切りの用法で
は、１人称主体のみである」（p.184）。
もう一つは「文型の異なり」であり、
感情・感覚形容詞は、「感情や感覚を
引き起こす機縁になるもの」、あるい
は「感覚を感じる部位」を「ガ格で取
る」（p.184）。

　　そのうえで、「温度感覚の形容詞」は、
属性と感覚との双方にまたがる（たと
えば「寒い」にかんして、「北海道は
寒い」、「手が寒い」など）とし、たほ
うで、「すごい」などは、「典型的な属
性とも感情とも少し異なる」「評価形
容詞とでもいったもの」であるとする
（p.183）。こうした『日本語文法事典』
の見解は、形容詞の分類が、「属性形
容詞と感情・感覚形容詞」というたん
なる二分法には収まらないことを示し
ている。国立国語研究所（代表西尾寅
弥）『形容詞の意味・用法の記述的研
究』（国立国語研究所報告44　秀英出
版　1972年）もまた、「ある一つの形
容詞がごく普通な用法の範囲内でも属
性と感情の側面をあわせもっていて、
両グループの中間に位置づけるのが妥
当だと思われるようなものもある」と
し、たとえば「かわいい」を例に挙げ
ている（pp.35－36、「かわいい」の詳
細な分析は、pp.208－212）。　
　　さらに村上佳恵『現代日本語の感情
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される。たほうで、同じく「癪にさわ
る」という感情の側から、「（癪にさわ
るほど）あっぱれ」という対象の性質
を見出すことがある。そのとき、「あっ
ぱれ」なものは、「疎ましい」ものと
はむしろ真逆の性質を持つにもかかわ
らず、同じ「憎い」ということばで形
容することになる。その結果、「憎い」
は、いわば比喩的な逆説表現を獲得す
ることになる。また、同様の構造を津
上は、nostalgicの語法の歴史的変化か
ら析出する。A is nostalgic（A（という
ひと）がnostalgiaを抱いている）とい
う表現から、A feel nostalgic（A （とい
うひと）が、nostalgiaの心地である）
という表現が可能となると想定する。
このとき、客観的記述から主観的表明
への移行がある。つぎに能動から準（受
動）の転換が起こり、B feel notalgic
（B（というもの）がnostalgiaの心地に
する）という表現が可能になる。つい
には、主観的表明から客観的記述へと
転回し、B is nostalgic（B（というもの）
が、nostalgiaを喚起する）という表現
が可能となる。つまり、feel（ならびに、
look、sound、smell、tasteなどのいわ
ゆる知覚動詞）を軸にして、nostalgic
の指示対象は、主体（ひと）の感覚、
あるいは感情から、客体（もの）の質
へと転化している。津上は、こうした
feelの機能を、心地（であるかのよう
な）という次元を導くという点で、比
喩の一種であると分析している。その

る『相互作用的性質』と位置付ける」。
そうした前提のうえで、「「対象と知覚
者」の関係が安定的な場合」に、ある
形容詞は、もっぱら「対象に内在する
性質を表す」。逆に、安定的でない場
合は、「知覚者の心のあり方」をも表
しうる。総じて藤原は、属性と情意（感
情・感覚）の区別は、同じ経験を対象
側からとらえるか、知覚者側からとら
えるかという両者の「相互作用の結果」
に基づくとする、と村上はまとめる。
127　注126を参照。ただし、例外はある。
たとえば、国立国語研究所（代表西尾
寅弥）『形容詞の意味・用法の記述的
研究』（国立国語研究所報告44　秀英
出版　1972年）は、「すきな」「きらい
な」は、感情形容詞の性格をもっては
いるが」、「主語の制限を受けていない
ようである」（p.30）と指摘している。

128　注126を参照。
129　例文の作成にさいしては、注126に
記載の文法上の条件をふまえた。
130　注126を参照。
131　注126を参照。
132　くわしくは、『あじわいの構造――
感性化時代の美学』春秋社　2010年 
pp.66－74を参照されたい。たとえば
津上は、「憎い」ということばが、「疎
ましい」という原義から「あっぱれだ」
という転義を備えるようになるという
変化の構造に着目する。まず、「疎ま
しい」という対象の性質が、「癪にさ
わる」という感情の原因だととらえ直
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づけで、「「あの先生の講義はねむい」
というばあい」を挙げて、このばあい
「ねむい」は「つまらなく眠気をさそ
われる、講義の性質を表す」と言う（国
立国語研究所（代表　西尾寅弥）『形
容詞の意味・用法の記述的研究』（国
立国語研究所報告44　秀英出版　1972
年　p.32）。
134　国立国語研究所（代表西尾寅弥）『形
容詞の意味・用法の記述的研究』（国
立国語研究所報告44　秀英出版　1972
年）は、「第１部　形容詞の意味の諸
側面　分析例　〔３〕属性／感情　か
わいらしぃ、あいらしぃ、かれんな＜
かわいい」（pp.208－212）において、「か
わいい」、「かわいらしい」、「あいらし
い」、「かれんな」は、いずれも対象の
属性を、ただし、主観的な要素の大き
い属性を表すが、「かわいい」は、と
りわけ主観的であると指摘している。
また、そうした「かわいい」の特性が、
「（主語）は　（対象語）が　～い（だ）。　
という構造の文の述語になりうる」と
いう「構文上の事実と対応している」
と分析する。

135　ただし逆に、高所へと急激に上っ
ていく経験を視覚経験に収斂させる装
置こそが、ケーブル・カーであるとも
言いうるであろう。そもそも、「ケー
ブル・カーの男の子」を記した『未
来っ子誕生：そのビジョンとプラン』
（講談社　1963年）で羽仁は、「映画」、
「テレビ」、「漫画」といった視覚メディ

意味での比喩が想像力を介しているこ
と、また、nostalgicの価値が、否定か
ら肯定へと向かうことに鑑みて、「往
復の主客交代」による変化は感性化で
あると津上は結論づけている。
133　ただし、感情・感覚形容詞が、「対
象語」をとらないばあいは、下記のと
おり想定しうる。そのばあいは、形容
詞の媒介性はほぼなくなるであろう。
『形容詞の意味・用法の記述的研究』
の指摘は下記のとおりである。

　　感情・感覚を表わす形容詞が，その
意味が成り立つために対象を必要とす
る度合は語によってさまざまである。
「すきな」「きらいな」「ほしい」「うら
やましい」「にくい」「なつかしい」な
どは対象なしには成立しない。（それ
らが対象語として表現されるとは限ら
ないが。）他方,　「たのしい」「さびし
い」「ゆううつな」「たいくつな」など
は対象を伴うこともあるが，明確な対
象のない，漠然たる気分などとして成
り立つこともある。――（中略）――
「ねむい」「だるい」「ひもじい」などは，
対象を必要とする性質，対象語をとる
性質がもっとも低い，ゼロに近いもの
といえよう。
国立国語研究所（代表　西尾寅弥）『形容詞

の意味・用法の記述的研究』（国立国語研究

所報告44　秀英出版　1972年　p.31

　　ただし同時に、「例外」という位置
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とはちょっとちがって、シュートした
かっこうとバスケットにおさまった
ボール、ネットすれすれにうちこまれ
たテニスの球への感嘆や驚きなのだ。
「男の世界・女の世界③　“カッコいいナー”

もこう違う　同じことばでも、男子と女子で

は使い方が･･････。」『中学二年コース』10（３）　

1966年，ｐ.194

　　カッコイイということばは、無責任
な傍観者の発する一種の「感嘆詞」の
ようなものであって、行為の内容が深
く検討された上で言われるようなもの
ではない。だから、なにも知らない一
般の庶民が安田講堂にたてこもったゲ
バ学生に対して、自分がしたくてもで
きなかったことをやったという意味
で、カッコイイ！、と思うのも無理か
らぬことだといえる。
「特集　ゲバ棒はカッコイイか」『月刊キリス

ト』第22巻１号　教文館　1970年　pp.27
138　「婦人・子供：こどものくに＝流行
語」『毎日新聞』1966年１月18日　東
京朝刊　10面　５段　朝刊

139　昭和31年度『年次経済報告』経済
企画庁

140　この傾向は、むしろ「感じ」とい
う言葉を含んでいないが、感じを表す
ことばにおいてむしろ、促進される。
なぜなら、「感じ」ということばを発
する以上、それが文字どおり「感じ」
であり、ときにもの（世界）を直接に
描写することを回避しているというこ

アこそが、「かっこいい」や「イカす」
というもののとらえかたを育んだと指
摘する（pp.210－212）。羽仁の考察み
ならず、いくつかの当時の考察から、
「かっこいい」は、視覚イメージ文化
と切り離しにくい関係を持つ（春木
有亮「「恰好」から「かっこいい」へ
－－適合性suitabilityの感性化」『人間
科學研究』第13号　北見工業大学編　
2017年　pp.１－30、春木有亮「かっ
こいいの美学――感性は世につれ世は
感性につれ」『美学の事典』　丸善出版　
2020年　pp.638－639を参照）。
136　長沢：ぼくがカッコいい、という
言葉を一番感動的に感じたのは、子供
が言ったときです。それまで、日本の
男の子は、カッコいい、という感嘆詞
を持たなかった。
長沢節、コシノ･ジュンコ、中原弓彦「座談

会　映画の中の ｢カッコいい｣ お話」

『映画ストーリー』12巻６号（通号142号）　

雄鶏社　1963年p.59

137　「かっこいい」が感嘆を表すという
指摘には、たとえば、つぎのものがあ
る。

　　「バスケットのシュートがきれいに
きまったときや、テニスなどでネット
すれすれにスマッシュがきまると、思
わずカッコいいという。」（東京・市川
美晃）
　　ここでいうカッコよさは技術的に、
あの人はじょうずだというほめことば



98 特別論文　「かっこいい」は、カックイイ——「流行語の流行」と、感じることばの生成

とを反省的に意識しやすいからであ
る。
141　注125を参照。
142　「かっこいい」はとりわけ、視覚メ
ディア上のイメージと親密なかかわり
を持っていた。くわしくは、下記の別
稿を参照されたい。「「恰好」から「かっ
こいい」へ――適合性suitabilityの感
性化」　『人間科學研究』第13号　pp.1
－30　北見工業大学編　2017年３月、
春木有亮「かっこいいの美学――感性
は世につれ世は感性につれ」『美学の
事典』　丸善出版　2020年　pp.638－
639


